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ロ絵 1. 白井北中道］II遺跡空撮全体合成写真［左 ：1面 (Fp上）、右 ：2面 (Fp下）］ （上が北。最北部は白井十二遺跡）



口絵2. 白井北中道III遺跡 I.II区間 1号古墳全景 [7世紀後半：古墳終末期］ （南から撮影）

ロ絵 3. 白井北中道III遺跡V区2面 (Fp下） 1号道 [7世紀中葉：古墳時代］ （東から撮影）



ロ絵4.白井北中道III遺跡IV区y1号住居［焼失住居：弥生時代終末期～古墳時代初頭］ （東から撮影）

ロ絵 5. 白井北中道III遺跡V区yI号住居 ［手前］ • Y 2 号住居 ［奥壁際］ （弥生時代終末期～古墳時代初頭） （南から撮影）



ロ絵 6. 白井北中道III遺跡 I• II区間 1号古墳出土土器 [7世紀後半 ：古墳時代終末期］

ロ絵 7. 白井北中道Ill遺跡V区y1号住居出土土器［弥生時代終末期～古墳時代初頭］

ロ絵 8. 白井北中道［l［遺跡V区Y4号住居出土土器［弥生時代終末期～古墳時代初頭］



序
一般国道17号は、関東と北陸を結ぶ大動脈であり、本県においては県北の山間部と県南の平

野部とを結ぶ地域の主要道路であります。この国道は、渋川市と旧子持村（平成18年 2月に渋

川市と合併）の市街地を通過することや国道353号と接続するなどの諸条件から、交通渋滞が恒

常的になっていました。その交通渋滞解消のため、全長5.5kmの鯉沢バイパスが計画されました。

平成 8年10月には、渋川市東町から国道353号バイパスとの交差点までの2.3kmが開通し、さら

に終点の旧子持村上白井までの3.2kmについても平成20年7月に開通し、全長5.5kmの鯉沢バイ

パスが全面開通しました。この供用により、交通渋滞が大幅に緩和されることになりました。

国道353号バイパス交差点から終点までの埋蔵文化財調査は、一般国道17号（鯉沢バイパス）

改築工事に伴う埋蔵文化財調査（その 2) として、平成14年 8月に当時の建設省関東地方整備

局長 ・群馬県教育委員会教育長 ・財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長の三者で協定書

を締結し、調査の運びとなりました。本書は、その内、平成15年から平成17年にかけて発掘調

査を実施した、旧子持村大字白井に所在する白井北中道III遺跡の調査報告書です。

白井北中道III遺跡が位置する旧子持村地区では、榛名山が 6世紀初頭に噴火した降下火山灰

である FAと6世紀中頃に噴火した降下軽石である FPとが特徴的です。特に、 6世紀中頃の噴

火による降下軽石である FPは、この地区で約 lmも堆積しており、そのために、当時の地面が

現代までそのまま保存されています。この地域では、この軽石の水はけの良さや気泡を含んで

いる点に着目してコンニャク栽培や軽量ブロックの製造が盛んに行われています。全国的にも

有名な黒井峯遺跡が、軽量ブロック用軽石を採取中に発見されたのは有名な逸話です。

白井北中道III遺跡では、中近世の掘立柱建物や伏窯跡 • 平安時代の竪穴住居 • 7世紀の古墳

時代終末期の古墳 • 6世紀中頃の道や畦状遺構 ・弥生時代終末期～古墳時代初頭の竪穴住居 ・

縄文時代前期の竪穴住居等が調査されました。中でも、 7世紀の古墳時代終末期の古墳は、『上

毛古墳総覧』にも記載されていない新発見の古墳であることが判明しました。また、弥生時代

終末期～古墳時代初頭の 6軒の住居は、この地域でこれだけまとまった発見例はありません。

利根川対岸の標式遺跡となっている、樽遺跡の樽式土器を伴っています。なお、縄文時代の遺

構と遺物は、次巻の『白井北中道III遺跡（2)：縄文時代編」で報告する予定です。

今回の報告書刊行に至るまでには、国土交通省関東地方整備局、同高崎河川国道事務所、群

馬県教育委員会、旧子持村教育委員会、地元関係者の皆様方に格別のご尽力を賜りました。こ

こに記して、心から感謝申し上げます。本報告書が群馬県のみならず、広く歴史資料として活

用されることを祈念し、報告書の序といたします。

平成21年 2月吉日

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 高橋勇夫





例 言
本書は、一般国道17号（鯉沢バイパス）改築工事に伴う白井北中道III遺跡の発掘調査報告書である。

遺跡所在地 群馬県渋川市白井町地内（旧：北群馬郡子持村大字白井地内、平成18年 2月市町村合併）

事業主体国土交通省関東地方整備局

調査主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

調査期間 平成15(2003)年 1月6日～平成17(2005)年6月30日［途中中断期間あり］

整理期間 平成19(2007)年4月1日～平成21(2009)年 3月31日［縄文時代編を含む］

発掘調査組織財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査担当［（ ）の現職記載が無い者は、現在、群埋文に所属している。］

平成14年度 ：平成15(2003)年 1月6日～同年 3月31日

杉山秀宏（群馬県立歴史博物館） ・唐沢友之（嬬恋村立東小学校） • 松原孝志（沼田市立沼田東小学校）
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楢崎修一郎・齋藤 聡 • 井原陽一（玉村村立玉村中学校） • 井上昌美（群馬県企画部世界遺産推進室：文化

庁へ派遣） • 吉田和夫（前橋市立朝倉小学校）

平成16年度：平成17(2005)年 2月8日～同年 3月31日
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(2) 事務担当

高橋勇夫 ・小野宇三郎 ・津金沢吉茂 ・木村祐紀 ・住谷永市 ・吉田 豊 ・神保侑史 ・萩原 勉・矢崎俊夫 ・

萩原利通・飯島義雄 ・ 相京建史 • 佐藤明人 ・ 中束耕志 ・ 西田健彦 ・ 右島和夫 ・ 巾 隆之 ・大木紳一郎 ・

関 晴彦 ・中沢悟 ・国定均・笠原秀樹・宮前結城雄 ・丸岡道雄 ・植原恒夫・佐嶋芳明 ・石井清・

竹内 宏 ・高橋房雄 ・小山建夫 ・須田朋子 ・斉藤恵利子 ・柳岡良宏・吉田有光・矢島一美 ・今泉大作 ・

清水秀紀 ・ 齋藤陽子・栗原幸代 ・ 佐藤聖行・森下弘美 • 田中賢一 ・ 阿久沢玄洋・今井もと子 ・ 内山佳子・

若田 誠•佐藤美佐子 ・ 本間久美子 ・ 北原かおり・狩野真子 ・ 武藤秀典・松下次男 ・ 吉田 茂
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(1) 整理担当
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整理班員

ー

2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 

8
 

遺構写真

遺物写真

保存処理

器械実測

平成19• 20年度楢崎修一郎

平成19年度 茂木範子 ・嶋崎しづ子 ・猪野熊洋子・大塚京子 ・佐々木雅子

平成20年度 茂木範子 ・新井雅子 ・猪野熊洋子 ・下田真弓

各現場担当者

平成19• 20年度 佐藤元彦、楢崎修一郎（馬歯）

平成19年度 関 邦ー ・小材浩一・津久井桂ー・多田ひさ子・森田智子

平成20年度 関邦ー ・小材浩ー ・津久井桂ー ・多田ひさ子

平成19年度 田所順子 ・伊東博子 ・岸弘子

平成20年度 田所順子 ・岸弘子 ・小池益美

デジタル版組平成20年度 牧野裕美 ・市田武子 ・酒井史恵・廣津真希子 ・安藤美奈子 ・高梨由美子 ・

矢端真観 ・横塚由香・荒木絵美・下川陽子

(2) 事務担当

高橋勇夫 ・津金沢吉茂 ・木村祐紀 ・萩原 勉 ・飯島義雄 ・相京建史・佐藤明人 ・西田健彦 ・大木紳一郎 ・

国定 均 ・笠原秀樹・宮前結城雄 ・丸岡道雄・植原恒夫 ・佐嶋芳明 ・石井 清 ・須田朋子 ・斉藤恵利子 ・



柳岡良宏・矢島一美・齋藤陽子 ・今井もと子 ・内山佳子 ・若田 誠 • 佐藤美佐子 ・ 本間久美子 ・ 北原かおり ・

狩野真子・武藤秀典

9 本文執筆編集 ：楢崎修一郎

10 委託

本文： I• II区間古墳 ［遺構 ・遺物］ （杉山秀宏） ・弥生時代～古墳時代住居［遺物観察表 ・ま

とめ］ （友廣哲也）・陶磁器観察表（大西雅広） ・須恵器観察表（神谷佳明） ・鉄滓観察表（笹澤

泰史） ・古環境復元（パリノ・サーヴェイ株式会社 高橋 敦 ・馬場健司） ・火山灰分析（火山

灰考古学研究所 ・早田 勉） ．鯉沢バイパス 2面まとめ（齋藤聡） ・左記以外は楢崎が執筆。

平成15年度 樹種同定（パリノ ・サーヴェイ株式会社） ・火山灰分析（古環境研究所［当時 ・現火山灰考古学

研究所］）

平成19年度 石器実測トレース（技研） ・デジタル版組（技研） ・全体図作成（技研） ・樹種同定（パリノ ・サー

ヴェイ株式会社）

平成20年度 石器実測トレース（技研） ・デジタル版組（技研） ・全体図作成（技研）

11 本遺跡の出土遺物及び図面 ・写真等の資料は群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

12 発掘調査及び報告書作成にあたっては、次の方々に有益な指導と助言を賜った。記して感謝の意を表す次

第である（名前の五十音順）。

麻生敏隆（石器） ・飯島静男（石材鑑定） ・飯森康広（掘立柱建物） • 石井克己（黒井峯遺跡） ．

石守 晃（焼失住居） ・岩崎泰ー（石器） ・大木紳一郎（弥生土器） ・大西雅広（伏窯） ・女屋和志雄（遺跡全体） ・

齋藤 聡（遺跡全体）・齊藤利昭（遺跡全体） ・坂ロ 一（土師器） ・桜井美枝（石器） • 関根慎二（縄文土器） ・

高井佳弘（官牧） ・高島英之（官牧） ・谷藤保彦（縄文土器） • 野村正弘（石材鑑定）

凡 例
1 調査区域には、国家座標に某づいて 4m間隔のグリッドを設定した。本報告書で用いる原点 Aa-0は、日

本平面直角座標系第IX系のX=57,400m、Y=-72,300m（日本測地系対応）である。

2 本文中で使用した地図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「鯉沢」 ・「渋川」 ・「金井J・「伊香保」、

20万分の 1地勢図「宇都宮」・「長野」である。

3 本書では、榛名山の噴出物である榛名ニッ岳渋川テフラを Hr-FA （又は FA)と表記し、榛名ニツ岳伊香

保テフラを Hr-FP（又は FP) と表記した。

4 遺構及び遺物実測図の縮尺は各図中に表示してある。また、挿図中の「L=OOm」は、断面図の水糸標

高を示す。

5 本文中では、掘立柱建物を「建物」、竪穴住居跡を「住居」と表記した。挿図中では、 1号建物を「 1建」、

1号住居を 「1住」、 1号土坑を「 1土」、 1号ピットを「 1ピ」等と表記した。また、建物や住居等に伴う

遺構の場合、 1号ピットを「p1」等と表記した。

6 挿図中の網掛け部分（スクリーントーン）は次のことを意味する。

遺構図

遺物図

FPロコ FA 

磨面［二］ 敲打痕

炭化物

陰影

焼土lべ：：：：・刈 攪乱［こ］

特殊［コ

7 住居の面積は、デジタルプラニメーターで 3回計測した平均値を記載した。

8 土層断面の註記に用いた色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票

監修の「新版標準土色帖」に従った。
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写真目次
I • II区間 1号古墳

V区 1面 1号掘立柱建物

IV区 1面 Hl号住居

V区 2面 1号道

IV区 Yl号住居

V区 Y4号住居

PL. 1 1. I区 1面作業風景［北→］

2. I区 1面南部土坑群［北→］

3. I区 1面空撮［上が北→］

4. I区 1面 98~100号土坑全景 ［南→］

5. I区 1面 35号土坑全景［北→］

6. I区 1面 109号土坑全景 ［北→］

7. I区 1面 1号掘立柱建物全景［南→］

8. I区 1面 1号掘立柱建物全景［北→］

PL. 2 1. I区 1面 1号掘立柱建物全景［南→］

2. I区 1面出土遺物

PL. 3 1. II区 1面土坑群 1~3号［東→］

2. II区 1面土坑群 9~17号［南→］

3. II区 1面土坑群 9~17号［東→］

4. II区 1面 18号土坑全景［北→］

5. II区 1面土坑群 19~26号［東→］

6. II区 1面土坑群 20~34号［北→］

7. II区 1面 35号土坑全景［東→］

8. II区 1面空撮［上が北］

PL. 4 1. II区 1面土坑群 36~43号 ［東→］

2. II区 1面土坑群 52~59号 ［東→］

3. II区 1面土坑群 69~77号［東→］



4. II区1面 1号溝と土坑群 ［北→］ 5. I • II区間 1号古墳前底部掘り込み全景［南東→］

5. II区1面 1号溝と土坑群 ［南→］ 6. I • II区間 1号古墳前底部掘り込み全景［南東→］

6. II区1面 1号溝と 2号溝合流部［東→］ PL. 17 1. I • II区間 1号古墳出土遺物

7. II区1面出土遺物 PL.18 1. I区2面南部空撮［上が北］

PL. 5 1. III区1面南部空撮［上が北］ 2. I区2面北部空撮［上が北］

2. III区1面土坑群 41~55号［西→］ 3. I区2面 1号 ・3号畦［南→］

3. III区1面 1号伏窯全景［西→］ 4. I区2面 2号畦［南→］

4. III区1面 1号溝［南→］ 5. I区2面 4号畦［東→］

5. III区1面 1号溝［南→］ 6. I区2面 4号畦焼土出土状況［南→］

6. III区1面 2号溝［南→］ 7. I区2面 5号畦［東→］

PL. 6 1. III区1面 3号溝［西→］ 8. I区2面 6号 ・7号畦［北→］

2. III区1面 3号溝［西→］ PL.19 1. I区2面 7号畦［東→］

3. III区1面 1号道［西→］ 2. I区2面 8号畦［北→］

4. III区1面 1号道［西→］ 3. I区2面 9号畦［東→］

5. III区1面出土遺物 4. I区2面 10号畦［北→］

PL. 7 1. IV区1面 Hl号住居全景［西→］ 5. I区2面 1号立木全景［東→］

2. IV区1面 Hl号住居鼈（カマド） ［西→］ 6. I区2面 2号立木全景［南「→］

3. IV区1面 Hl号住居掘り方全景［西→］ 7. I区2面 3号立木全景［南→］

4. IV区1面 Hl号住居遺物No1出土状況［西→］ 8. I区2面 4号立木全景［荊→］

5. IV区1面 Hl号住居遺物No2出土状況［西→］ PL. 20 1. I区2面空撮［上が北］

6. IV区1面 Hl号住居出土遺物 2. I区2面 1号畦［東→］

PL. 8 1, IV区1面 1号（右） ・2号（左）伏窯全景［東→］ 3. I区2面 1号畦［西→］

2. IV区1面 1号伏窯全景［南→］ PL. 21 1. II区2面 3号畦全景［南→］

3. IV区1面 2号伏窯全最［南→］ 2. II区2面 2号 ・3号畦全景［南→］

4. IV区1面 1号溝馬歯出土状況［南→］ 3. II区2面 3号畦全景［南→］

5. IV区1面 1号溝馬歯出土状況［西→］ 4. II区2面 4号畦全景［南→］

PL. 9 1. IV区1面 64号土坑出土遺物 PL. 22 1. II区2面 4号畦［北→］

2. IV区1面 119号土坑出土遺物 2. II区2面 5号（右） • 6号（左）畦全景［西→］

3. IV区1面 186号土坑全景［東→］ 3. II区2面 7号（左） ．8号（右）畦［北→］

4. IV区1面 186号土坑遺物（銭貨）出土状況［東→］ 4. II区2面 7号（右） • 8号（左）畦［南→］

5. IV区1面 186号土坑出土遺物 5. II区2面 7号畦［南→］

PL.10 1. V区1面東部土坑群［北→］ 6. II区2面 7号畦［北→］

2. V区l面西部土坑群［北→］ 7. II区遺構外 Bm-66G出土土器

3. V区1面南部道状硬化遺構［東→］ PL. 23 1. II区2面 1号立木全最［南西→］

4. V区1面南部土坑 ・ピット群［東→］ 2. II区2面 2号立木全景［南西→］

5. V区l面南部道状硬化遺構［東→］ 3. II区2面 3号立木全景［南→］

PL.11 1. V区1面 1号掘立柱建物全景［東→］ 4. II区2面 4号立木全景［北→］

2. V区1面 1号掘立柱建物全景［北→］ 5. II区2面 5号立木全景［東→］

3. V区l面 1号掘立柱建物全景［北→］ 6. II区2面 6号立木全景［北→］

4. V区1面出土遺物 7. II区2面 7号立木全景［北西→］

PL. 12 1. I • II区間 1号古墳全景［南→］ 8. II区2面 6号立木出土石器（表裏）

2. I • II区間 1号古墳全最［北→］ PL. 24 1. III区2面北西部空撮［上が北］

3. I • II区間 1号古墳全景［南→］ 2. III区2面南部空撮［上が北］

4. I • II区間 1号古墳全景［東→］ 3. III区2面 1号道［西→］

5. I • II区間 1号古墳全景［西→］ 4. III区2面 1号道［東→］

PL. 13 1. I • II区間 1号古墳閉塞石［東→］ 5. III区2面 1号畦［西→］

2. I • II区間 1号古墳羨道［南→］ 6. III区2面 2号畦全景（点線は 1号道） ［東→］

3. I • II区間 1号古墳羨道側壁［西→］ PL. 25 1. III区2面 3号畦［南→］

4. I • II区間 1号古墳羨道側壁［東→］ 2. III区2面 4号（点線は 1号道）畦［西→］

5. I • II区間 1号古墳玄室［南→］ 3. III区2面 3号畦（手前） • 5号畦（奥） ［東→］

PL. 14 1. I • II区間 1号古墳玄室遺物出土状況［南→］ 4. III区2面 5号畦［東→］

2. I • II区間 1号古墳玄室遺物出土状況 Nu2 • 3 5. III区2面 6号畦（奥） ［南西→］

［西→］ PL. 26 1. III区2面 1号倒木痕全景［北西→］

3. I • II区間 1号古墳玄室遺物出土状況 Nu4 ［北→］ 2. III区2面 l号倒木痕全景［北西→］

4. I • II区間 1号古墳遺物出土状況地11~30［東→] 3. III区2面 1号倒木痕焼土［北西→］

5. I • II区間 1号古墳遺物出土状況悩11~30［西→］ 4. III区2面 2号倒木痕全最［東→］

PL. 15 1. I • II区間 1号古墳石室根石［南→］ 5. III区2面 2号倒木痕全景［東→］

2. I • II区間 1号古墳石室根石［南西→］ 6. III区2面 2号倒木痕焼土［東→］

3. I • II区間 1号古墳石室前庭部根石［北→］ 7. III区2面 3号倒木痕全景［北東→］

4. I • II区間 1号古墳石室前庭部根石［北→］ 8. III区2面 3号倒木痕全景［北東→］

5. I • II区間 1号古墳石室石室部根石［南→］ PL. 27 1. III区2面 1号立木（手前）全景 ・1号畦［西→］

PL. 16 1. I • II区間 1号古墳石室掘り方全景［南→］ 2. III区2面 4号立木全景［西→］

2. I • II区間 1号古墳石室掘り方全景［南西→］ 3. III区2面 4号立木全景［東→］

3. I • II区間 1号古墳掘り方全景［南東→］ 4. III区2面 4号立木セクション［東→］

4. I • II区間 1号古墳石室掘り方近接［南→］ 5. III区2面 5号立木全景［東→］



6. III区2面作業風景［西→］ 4. V区 y 1号住居ピット 3 ［南→］

7. III区遺構外 Cj-56G出土土器 7. V区 Yl号住居出土遺物

PL. 28 1. IV区2面西部空撮［上が北］ PL,38 1. V区 Yl号住居出土遺物

2. IV区2面 中央部空撮［上が北］ PL. 39 1. V区 y 1号住居出土遺物

3. IV区2面東部空撮［上が北］ PL. 40 1. V区 Yl号住居出土遺物

4. IV区2面 1号 ・2号畦［東→］ PL.41 1. V区 Y2号住居 2面 (FP下）検出状況［西→］

5. IV区2面 l号畦［南→］ 2. V区 Y2号住居 2面 (FP下）検出状況［南西→］

6. IV区2面 l号畦近接［南→］ 3. V区 Y 2号住居 2面 (FP下）検出状況［南西→］

7. IV区2面 3号畦［西→］ 4. V区 Y2号住居周提帯［北→］

PL. 29 1. IV区2面 3号畦［東→］ 5. V区 Y2号住居周提帯［南→］

2. IV区2面 4号畦［東→］ 6. V区 Y2号住居周提帯近接［南→］

3. IV区2面 3号畦 ．5号畦［南→］ 7. V区 Y2号住居 4面 (FP下）検出状況［西→］

4. IV区2面 6号畦［東→］ 8. V区 Y2号住居 4面 (FP下）検出状況［北→］

5. IV区2面 6号畦［西→］ PL. 42 1. V区 Y2号住居焼土検出状況［西→］

6. IV区2面 7 号畦 • 8号畦［東→］ 2. V区 Y2号住居焼土検出状況［南→］

7. IV区2面 9号畦［東→］ 3. V区 Y2号住居焼土検出状況［南→］

8. IV区2面 9号畦近接［東→］ 4. V区 Y2号住居炭化材検出状況［南→］

PL. 30 1. IV区2面 l号倒木痕全景［北→］ 5. V区 Y2号住居炭化材検出状況［南→］

2. IV区2面 1号倒木痕近接［北→］ 6. V区 Y2号住居西壁炭化材検出状況［北東→］

3. IV区2面 2号倒木痕全景［南→］ 7. V区 Y2号住居掘り方全景［西→］

4. IV区2面 3号倒木痕全景［南→］ 8. V区 Y2号住居調査風景

5. IV区2面 4号倒木痕全景［南→］ PL.43 1. V区 Y2号住居出土遺物

6. IV区2面 5号倒木痕全景［南→］ PL. 44 1. V区 Y3号住居 2面 (FP下）検出状況［東→］

7. IV区2面 6号立木痕、 1号倒木痕全景［北→］ 2. V区 Y3号住居 2面 (FP下）検出状況［南→］

8. IV区2面 6号立木痕掘り方［北→］ 3. V区 Y3号住居 4面 (FP下）検出状況［東→］

PL. 31 1. V区2面空撮［上が北］ 4. V区 Y3号住居 4面 (FP下）検出状況［南→］

2. V区2面 1号道、 1号～ 3号畦全景［東→］ 5. V区 Y3号住居 4面 (FP下）検出状況［東→］

3. V区2面 1号道、 1号 ・2号畦全景［東→］ 6. V区 Y3号住居床面検出状況［東→］

4. V区2面 1号道、 3号畦全景［東→］ 7. V区 Y3号住居炭化材 ・遺物出土状況［東→］

5. V区2面 1号道（継続部） ［南→］ 8. V区 Y3号住居遺物出土状況［東→］

6. V区2面 3号畦（継続部） ［西→］ PL.45 1. V区 Y3号住居炭化材 ・遺物出土状況［北→］

7. V区2面 4号畦全景［南→］ 2. V区 Y3号住居炭化材出土状況［東→］

PL. 32 1. IV区 Yl号住居炭化材出土状況［西→］ 3. V区 Y3号住居掘り方全景［東→］

2. IV区 Yl号住居炭化材出土状況［東→］ 4. V区 Y3号住居ビット 1 ［南→]

3. IV区 Yl号住居炭化材出土状況全景［東→］ 5. V区 Y3号住居ピット 2 ［南→］

4. IV区 Yl号住居炭化材出土状況［南→］ 6. V区 Y3号住居掘り方全景［北→］

PL. 33 1. IV区 Yl号住居炭化材出土状況［西→］ PL.46 1. V区 Y3号住居出土遺物

2. IV区 Yl号住居炭化材出土状況近接［北→］ PL.47 1. V区 Y4号住居 2面 (FP下）検出状況［南→］

3. IV区 Yl号住居炭化材出土状況近接［西→］ 2. V区 Y4号住居 2面 (FP下）検出状況［東→］

4. IV区 Yl号住居炭化材出土状況［北→］ 3. V区 Y4号住居全景［東→］

5. IV区 Yl号住居炭化材出土状況近接［西→］ 4. V区 Y4号住居遺物出土状況［西→］

6. IV区 y 1号住居炭化材出土状況［東→］ 5. V区 Y4号住居遺物出土状況［南→］

PL. 34 1. IV区 Yl号住居ピット［南西→］ 6. V区 Y4号住居掘り方全景［南西→］

2. IV区 Yl号住居遺物出土状況 Nu1［南→］ 7. V区 Y4号住居遺物出土状況［南→］

3. IV区 Yl号住居遺物出土状況 No2~4 ［南→］ 8. V区 Y4号住居遺物出土状況［南→］

4. IV区 Yl号住居遺物出土状況 No 5 ［南→］ PL.48 1. V区 Y4号住居空撮［上が北］

5. IV区 Yl号住居炭化材出土状況近接［西→］ 2. V区 Y4号住居掘り方［上→］

6. IV区 Yl号住居出土遺物 3. V区 Y4号住居貯蔵穴［北西→］

PL.35 1. V区 y 1号住居 2面 (FP下）検出状況［東→］ 4. V区 Y4号住居炭化材出土状況［南→］

2. V区 Yl号住居調査状況［南→］ 5. V区 Y4号住居出土遺物

3. V区 Yl号住居調査状況［南→］ PL.49 1. V区 Y5号住居 2面 (FP下）検出状況［西→］

4. V区 Yl号住居調査状況［南→］ 2. V区 Y5号住居 2面 (FP下）検出状況［東→］

5. V区 Yl号住居竪穴部調査状況［西→］ 3. V区 Y5号住居全景［北東→］

6. V区 Yl号住居竪穴部調査状況［南→］ 4. V区 Y5号住居全景［北東→］

7. V区 Yl号住居竪穴部西側近接［南→］ 5, V区 Y5号住居掘り方全景［北東→］

8. V区 Yl号住居竪穴部東側近接［南→］ 6. V区 Y5号住居空撮［上が北］

PL. 36 1. V区 Yl号住居全景［南→］ 7. V区 Y5号住居遺物出土状況［北東→］

2. V区 Yl号住居竪穴部全景［南→］ 8. V区 Y5号住居遺物出土石器 Nu 1 （表裏）

3. V区 Yl号住居竪穴部東側遺物出土状況 PL. 50 1. V区遺構外出土遺物

4. V区 y 1号住居竪穴部東側遺物出土状況近接 2.馬蹄痕出土状況

5. V区4面空撮［上が北］ 3.馬蹄痕出土状況

6. V区 y 1号住居空撮［上が北］

PL.37 1. V区 Yl号住居炉跡セクション［北→］

2. V区 Yl号住居ヒ°ット 1［南→]

3. V区 y 1号住居ピット 2 ［南→］



第 1章 調査の経緯と調査の方法

白井北中道III遺跡遠景（南から）。左奥に見えるのが子持山（標高1,296m)。奥から手前にかけて蛇行して流れて

いるのが、利根川。河岸段丘がよく発達している。白井北中道III遺跡は、 5つある面の内、約14,000年前～13,000

年前頃に形成された白井面に立地している。中央部の白線が、白井北中道III遺跡。

第 1章写真 1 白井北中道III遺跡空撮
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発掘調査を（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施

することになった。

平成14(2002)年 8月30日付で、国土交通省関東

地方整備局長並びに群馬県教育委員会教育長、（財）

群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長は、 一般国道17

号（鯉沢バイパス）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査（その 2) に関する協定書を締結した。また、

国土交通省関東地方整備局長と（財）群馬県埋蔵文化

財調査事業団理事長は、平成14(2002)年度の埋蔵

文化財発掘調査に係る委託契約を締結し、発掘調査

を進めることとなった。 8遺跡、約115,000面に及ぶ

発掘調査は平成17(2005)年 7月まで実施し、整理

事業は平成17(2005)年 4月から開始した。

白井北中道III遺跡の発掘調査は、平成15(2003) 

年 1月～平成16(2004)年3月 ・平成17(2005)年

2月～ 6月にかけて、途中中断をはさんで 4年度に

わたって実施された。この調査期間には、白井十二

遺跡の調査も含まれている。整理業務は、平成

19 (2007)年 4月～平成21(2009)年3月にかけて

実施した。本報告書は、弥生時代以降編として報告

する。縄文時代編は、平成21(2009)年度に刊行予

定である。なお、鯉沢バイパスは平成20(2008)年

7月に全面開通した。

.,亨囁訊：三］賃

員

第 1章第 1図 白井北中道III遺跡位置図 (S= 1 : 20万）
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第 1節調査の経緯

第 1章第 2図 白井北中道III遺跡位置図 (S=1: 20,000) 
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第 1章調査の経緯と調査の方法

第 2節 調査の方法
調査区は、村道を境として、南から北にかけて I

区～V区まで5箇所に分けて調査を実施した。なお、

当初の調査時は、 VI区を設けて調査を実施していた

が、平成15(2003)年の調査途中で字名が異なるこ

とが判明したため、このVI区は遺跡名を「白井十二

遺跡」として分けた。なお、「白井十二遺跡」の報告

書は、すでに平成20年3月に刊行済みである。

調査区域には、国家座標に基づいて 4m間隔のグ

リッドを設定した（第 1章第 4図参照）。南北をアル

ファベット、東西をアラビア数字で呼称し、南東隅

のグリッド杭の名称をグリッドの名称とした。白井

北中道III遺跡の原点 Aa-0は、日本平面直角座標系

第IX系のX=57,400m、Y=-72,300m（日本測地

系対応）である。

本遺跡周辺では、古墳時代における榛名山の二度

の噴火に伴う 6世紀初頭の降下火山灰である Hr-

FA (Haruna Futatsudake Ash)［以下、 FA]と6

世紀中頃の降下軽石である Hr-FP(Haruna Futa-

tsudake Pumice)［以下、 FP]の層が堆積しており、

調査はこれらの鍵層のそれぞれ上面 ・下面あわせて

4面、さらに縄文時代の遺物包含層及び旧石器時代

の試掘調査を行うこととした。

当初、縄文時代の遺物包含層の試掘調査は全体面

積の約25%、旧石器時代の試掘調査は約12.5％を対

象に行った。その結果、 IV区において縄文時代前期

の竪穴住居跡等が検出されたため、 IV区においては

対象を拡大し、縄文時代の調査を行った。

調査にあたっては、表上層と Hr-FP層の除去に

ついては大型掘削重機（バックフォー）を用い、そ

の他は基本的に手作業により遺構 ・遺物の調査を

行った。

1 面の FP 上では、古代の竪穴住居 •主に中世～近

代の掘立柱建物 ・伏窯 ・溝 ・土坑の調査を行った。

また、 FP降下後に FPを掘りこんで築造された古

墳時代終末期の古墳 1基の調査も行った。

2面の FP下では、古墳時代 6世紀中葉の地表面

が保存されており、主に放牧地を中心として、道 ・

畦状遺構 ・立木痕 ・倒木痕の調査をした。 6世紀初

頭に降下した FAの上と下を 3面 (FA上）と 4面

(FA下）に分けて調査を実施した。本報告書では、

この 3面と 4面を合わせて 3面とする。 5面では、

弥生時代終末期～古墳時代初頭の住居を検出した。

6面では、縄文時代竪穴住居を検出し、包含層を調

査した。旧石器時代の遺構及び遺物は、出土しなかっ

た。

第1章表 1 調査面模式表

調査面の呼称
主な内容 備 考

基本土層 調査面

1面：古墳以降

l （表土） 古墳 (7世紀） ・竪穴住居（10世紀） ．掘立柱建 Hr-FP層上面の調査

物・土坑・溝

← 1面
2面：古墳時代 (6世紀中葉）

II (Hr-FP) 道 ・畦状遺構 ・倒木痕 ・立木痕・弥生～古墳時 Hr-FP層下面の調査

代住居の凹み

← 2面
3面：古墳時代。 6世紀初頭の FA降下後から

III 6世紀中頃の FP降下までの30年に堆積した Hr-FA層上下面の調査

層。

← 3面 ＊調査時は、 FA 上面を 3 面 • FA 下面を 4 面と

IV (Hr-FA) 
4面 ：古墳時代 (6世紀初頭）。 して調査したが、報告書では FA上下面を 3

立木痕。 面として報告する。

← 4面

V 
5面：弥生時代～古墳時代前期

弥生時代終末期～古墳時代初頭の住居。

← 5面

VI~IX 
6面 ：縄文時代

縄文時代前期竪穴住居 ・掘立柱建物 ・土坑
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第 1章第 4図 白井北中道Ill遺跡グリッド配置図
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調査日誌抄録

＊実際の発掘調査は、白井十二遺跡と同時並行して

行われたが、『白井十二遺跡』の報告書はすでに刊行

されているため当該遺跡部分は割愛した。また、白

井北中道III遺跡は、『白井北中道III遺跡（2)：縄文時

代編』を続刊するため、なるべく縄文時代の調査に

係わる部分は割愛した。

平成14年度

◎第 1期調査

•平成15 (2003)年

1 月 6 日但）：唐澤友之•松原孝志の 2 名着任。

1月9日困：試掘トレンチ 3箇所確認。

1月10日向： II区北側の表土剥ぎ実施。

1月20日但）：作業員作業開始。

1月22日(7J<):II区1面 (FP上）土坑調査。

1月31日曲： II区1面 (FP上）の空撮・空測実施［朝

日航洋］。

2月3日侶） ：杉山秀宏着任。調査体制は、杉山秀宏・

唐澤友之•松原孝志の 3 名となる。 I • II区間 1

号古墳の調査開始。古墳が村道下に広がることを

確認。

2月5日困： II区2面 (FP下）の調査。

2月13日困：古墳の石室が村道下に続くことを確

認。

2月18日囮： II区2面の空撮・空測実施［朝日航洋］。

2月19日困： II区3面 (FA上）の調査開始。

2 月 26 日 vJ<) :I•II 区間 1 号古墳前庭部検出作業。

2月28日面： II区4面 (FA下）の調査。

3月3日但）： IIIB区1面 (FP上）調査開始。

3月11日囮： I• II区間 1号古墳の空撮・空測実施

［朝日航洋］。

3月15日出： I• II区間 1号古墳調査終了。

3月18日囮： V区下 (VA区） 1面 (FP上）の空撮・

空測実施［朝日航洋］。

3月24日旧）： III区北側 2面 (FP下）の空撮・空測実

施［朝日航洋］。

3月27日困： II区埋め戻し。

3 月 31 日旧）：杉山秀宏・唐澤友之•松原孝志の 3 名

離任。

第 2節調査の方法

平成15年度

◎第2期調査

•平成15 (2003)年

4 月 1 日囮：楢崎修一郎 ・齋藤聡•井原岳史•井

上昌美の 4名が着任。なお、井原と井上は、年度

内に幾つかの別の遺跡に異動したため、通年担当

者は、楢崎と齋藤のみ。

4月4日向：前任者の杉山秀宏と現場引き継ぎ。

4月8日囮： II区南側の FP掘削。

4月10日困： I区表土掘削開始[4月16日まで］。

4月17日困： I区l面 (FP上）調査。 II区2面 (FP

下） • V区下 (VA) 区3面 (FA下）調査。

4月22日囮： I区・ VA区l面 (FP上）調査。

4月23日困： IIIB区3面 (FA上）調査。

4月28日旧）： I区及びII区南側 l面 (FP上） •V 区

1面 (FP上）東側の空撮・空測実施［技研］。

4月30日困： I区及びVA区の FP掘削。

5月9日面： I 区 2 面 (FP 下）南側•V 区 2 面 (FP

下）の空撮・空測実施［技研］。

6月23日但）： I区2面 (FP下）北側の空撮・空測実

施［技研］。

7月16日(71<):III区l面 (FP上）南側の空撮・空測実

施［技研］。

7月29日囮： III区2面 (FP下）南側の空撮・空測実

施［技研］。

8月7日困： IV区南西部(IVA区） 1面 (FP上）の

空撮・空測実施［技研］。

8月20日(71<): IIIA区縄文包含層グリッド調査。 IV区

1面 (FP上） Hl号住居調査。午前中、国土交通

省関東地方整備局高崎河川国道事務所主催で、群

埋文共催の「日本のポンペイ子持村の歴史を知ろ

う」を遺跡にて実施。遺跡及び遺物の見学を行い、

発掘体験を行う。親子10名参加。

8月22日曲：よみうり文化センター横浜主催の「赤

城山麓の遺跡をめぐる」会員28名が遺跡見学。 IV

区(IVA区）北側 1面 (FP上） •IV区南側 2 面 (FP

下）の空撮・空測実施［技研］。

8月29日曲： V区4面(FA下）の空撮・空測実施［技

研］。

9月2日囮： IV区北側 2面 (FP下）の空撮・空測実
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第 1章調査の経緯と調査の方法

施［技研］。

9月18日困： III区西側 (IIIC区） 1面 (FP上）の空

撮・空測実施［技研］。

9月30日囮： III区西側 (IIIC区） 2面 (FP下）の空

撮・空測実施［技研］。

11月5日(7j():IV区東側（IVB区） 1面 (FP上）の空

撮・空測実施［技研］。

11月14日面： IV区東側(IVB区） 2面 (FP下）の空

撮・空測実施［技研］。

11月12日（7)():（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団評議

員が遺跡視察。

l1月19日困～同月21日曲：渋川市立金島中学校 2年

生徒 2名が職場体験で来跡。

12月10日(7J():V区上 (VB区） 1面 (FP上）の空撮・

空測実施［技研］。

•平成16 (2004)年

1月13日囮： IV区東側（IVB区） 2面 (FP下）調査。

1月19日旧）： V区上 (VB区） FP軽石掘削作業。

1月22日（杓： V区上 (VB区） 2面 (FP下）の空撮・

空測実施［技研］。

2月9日旧）： IV区東（IVB区）縄文住居及びV区の

弥生～古墳住居の空撮・空測実施［技研］。

3月6日出：現地説明会実施。前夜の雪にもかかわ

らず、 175名の来跡者。

3月11日困： IV区東側(IVB区）縄文住居の空撮・

空測実施［技研］。

3月15日但）： V区上 (VB区）埋め戻し。

3月24日（7J()：遺構の調査終了。

3月31日困：発掘区埋め戻し終了。楢崎修一郎・齋

藤聡•井原岳史•井上昌美・吉田和夫の 5 名離

任。

平成16年度

平成16(2004)年4月～平成17(2005)年 1月の

調査は無い。

◎第3期調査

•平成17 (2005)年

2月8日囮：齊藤利昭・水田福夫の 2名着任。 IV区

西側（IVC区）表土掘削開始[2月14日まで］。

2月10日困： IV区西側(IVC区） 1面 (FP上）調査。

2月23日困： IV区西側(IVC区） 1面土坑調査。

3月2日困： IV区西側（IVC区） 1面 (FP上）の空

撮・空測実施［技研］。

3月7日伺） ：IV区西側 (IVC区） FP軽石掘削作業。

3月16日困： IV区西側(IVC区） 2面 (FP下）調査。

3月22日因： IV区西側(IVC区） 2面 (FP下）の空

撮・空測実施［技研］。

3月31日（杓：齊藤利昭・水田福夫の 2名離任。

平成17年度

◎第4期調査

•平成17 (2005)年

4月1日向：女屋和志雄・齋藤聡の 2名着任。

4月11日但）： IIID区表土掘削。 IV区西側（IVC区）

2面 (FP下）畦状遺構調査。

4月13日（杓： IIID区1面 (FP上）調査。 IVC区3面

(FA上）調査。

4月18日伺）： IV区西側(IVC区） 2面 (FP下）畦の

セクション調査。

4月19日因： III区東側（IIID区） FP軽石掘削作業。

4月21日困： III区東側（IIID区） FP軽石掘削作業終

了。 IV区西側（IVC区） 3面 (FA上）調査。

4月22日面： III区東側（IIID区） 2面 (FP下）調査。

4月25日伺）： III区東側（IIID区） 2面 (FP下）の空

撮・空測実施［技研］。

4月27日(71<):III区東側（IIID区） 3面 (FA上）調査。

IV区西側（IVC区） 3面 (FA上）調査。

5月6日曲： III区東側（IIID区） 3面 (FA上）調査。

5月11日困： III区東側 (IIID区） FA除去作業。

5月12日困： III区東側（IIID区） 4面 (FA下）調査。

5月26日困： IV区西側(IVC区） 5面（縄文）の空

撮・空測実施［技研］。

5月30日但）： III区東側（IIID区） •IV区西側（IVC 区）

トレンチ調査。

6月3日向： III区東側（IIID区） •IV区西側(IVC 区）

調査終了。

6月7日囮： IV区西側（IVC区）埋め戻し開始。

6月10日面： IV区西側(IVC区）埋め戻し終了。

6月13日但）： III区東側（IIID区）埋め戻し開始。

6月17日面： III区東側 (IIID区）埋め戻し終了。
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白井北中道III遺跡遠景（北東から）。奥に見えるのが榛名山ニツ岳（標高1,344m)。古墳時代の 6世紀初頭及び中

頃に、現在のニツ岳付近で 2度にわたる大規模な噴火を起こした。白井北中道III遺跡では、 6世紀初頭の降下火山

灰である FA(Hr-FA) と6世紀中頃の降下軽石である FP(Hr-FP)が認められる。特に、 FPは、 lm以上もの

厚さで堆積している。そのため、 6世紀中頃の生活面がそのまま保存されていた。中央部下の白線が、白井北中道

III遺跡。

第 2章写真 1 白井北中道III遺跡空撮



第2章地理的・歴史的環境

第 1節遺跡の位置と周辺の地形
白井北中道III遺跡は、群馬県の中央部やや北寄り

に位置する渋川市白井［調査時は子持村白井：平成

18 (2006)年 2月市町村合併］に所在している。渋

川市北部の旧子持村は新潟へ向かう国道17号と長野

方面に向かう国道353号の分岐点にあたり、交通の要

衝となっている。

旧子持村は東に赤城山、西に榛名山、北に子持山・

小野子山と三方を山に囲まれ、関東平野の北端部に

位置している。また北から利根川、北西から吾妻川

が流下し、村の南端部でそれらが合流する。

山地から平野那への変換点にあたる村の南部で

は、利根川と吾妻川により形成された河岸段丘が発

達している。これらの段丘面は形成年代の古い順に、

雙林寺面・長坂面・西伊熊面・白井面 ・浅田面と呼

ばれており、白井北中道III遺跡は白井面に立地して

いる。

白井北中道III遺跡付近は標高207~210mで、北西

ゑ函廂蒻攣疇‘｛~ん）
第2章第 1図 段丘面分類図（「子持村誌・上巻」を改変）
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に隣接する上位段丘の長坂面との比高はおよそ20m

である。白井北中道III遺跡付近の白井面は概ね平坦

であるが、北から南へ向かって徐々に標高が低く

なっている。また、上位段丘に近い西から下位段丘

に近い東に向かっても緩やかに下っている。

白井面の形成された年代は、段丘礫層上に浅間山

起源の浅開板鼻黄色軽石 [As-YP]が部分的に認め

られることから、およそ1.4~1.3万年前頃と考えら

れる。

この地域は、古墳時代に 2度の大きな火山災害に

見舞われたことが特筆される。いずれも榛名山の噴

火によるもので、 6世紀初頭の噴火に伴う降下火山

灰は、 FA(Futatsudake Ash) ［榛名ニツ岳渋川テ

フラ (Hr-FA)]と呼ばれ、 6世紀中葉の噴火に伴う

降下軽石は、 FP(Futatsudake Pumice)［榛名ニッ

岳伊香保保テフラ (Hr-FP)]と呼ばれている。 FP

は、東北地方南部まで分布が確認されている。

FAは主に火山灰と火砕流堆積物で、白井北中道

III遺跡付近では最大でも厚さ 10cm程度であるが、南

に行くほど厚くなり、約2.5km南の白井二位屋遺跡で

は約40cm堆積している。 FPは主に軽石で、白井北中

道III遺跡付近では厚さ100~150cmが残存している。

子持村は FPの降下した範囲の中心軸上に位置して

おり、黒井峯遺跡では最大200cmに及ぶ堆積が認めら

れる。なお、白井北中道III遺跡は噴火口から東北東

へ約10kmの位置に所在している。

この地域の主な産業はこんにゃくの生産と軽量ブ

ロックの製造である。これらは FP層の存在による

ものである。なぜなら、 FP軽石は、水はけが良いた

めにこんにゃくの生産に適し、火山性軽石である

FP軽石内には気泡が多く存在するために軽量ブ

ロックの製造に適しているからである。

白井北中道III遺跡の西およそ1.5kmには、この軽石

層に埋もれた古墳時代のムラ、黒井峯遺跡（国指定

史跡）がある。ちなみに、この黒井峯遺跡は、軽量

ブロックの原料として FP軽石を採取中に発見され

ている。



第 2節周辺の遺跡
白井北中道III遺跡が所在する旧子持村とその周辺

では、数多くの遺跡が調査されている。

1. 旧石器時代

この地域での旧石器時代の遺跡の存在は、長い間

知られていなかった。実際、1987（昭和62)年に出

版された『子持村誌』上巻では、 1974（昭和49)年

に子持山麓での表面採集石器と1984（昭和59)年の

押出遺跡出土細石核石器の 2点が紹介されているの

みである。その後、見立溜井遺跡 ・諏訪西遺跡 ・中

畦遺跡 ・房谷戸遺跡等の発見により事例が追加され

ている。また、吹屋犬子塚遺跡で浅間白糸降下軽石

[As-Sr]下及び浅間板鼻褐色軽石 [As-BP]下石

器群が、吹屋中原遺跡で浅間板鼻黄色軽石［As-YP]

下石器群が確認されている。

国道17号鯉沢バイパス関連でも、吹屋遺跡で浅間

板鼻黄色軽石 [As-YP]下、中郷遺跡で浅間板鼻褐

色軽石［As-BP]下、上白井西伊熊遺跡で浅間白糸

降下軽石 [As-SR]から浅間板鼻褐色軽石［As-BP]

にかけての石器群が検出されている。特に、上白井

西伊熊遺跡では、瀬戸内技法を使用した石器約6,000

点が検出されており、注目されている。

ちなみに、それぞれのテフラの年代は、浅間板鼻

褐色軽石 [As-BP]が約 2~1.8万年前、浅間白糸降

下軽石[As-SR]が約1.6万年、浅間板鼻黄色軽石［As

-YP]が約1.4~1.3万年前である（小菅 ・大工原 ・

麻生、 2004)。

白井北中道III遺跡においては、旧石器時代の遺物

及び遺構は出土しなかった。

2.縄文時代

(1) 縄文草創期

縄文草創期の遺跡は、旧石器同様に長い間知られ

ていなかった。実際、 1987（昭和62)年に出版され

た『子持村誌 ・上巻』には、縄文草創期の遺跡は紹

介されていない。縄文草創期の遺跡として、白井北

中道遺跡、吹屋伊勢森遺跡、中郷田尻遺跡が知られ

ている。本白井北中道III遺跡では、明確な縄文草創

第 2節周辺の遺跡

期の遺物及び遺構は検出されていないが、調査区北

部のV区と道をはさんで位置する白井十二遺跡で

は、草創期の遺物として、約4,650点の土器片及び黒

曜石製石鏃が検出されている。

(2) 縄文前期

縄文前期の遺跡は、この地域から多数調査がなさ

れている。吹屋犬子塚遺跡、吹屋中原遺跡、吹屋伊

勢森遺跡、吹屋遺跡、中郷遺跡、上白井西伊熊遺跡、

黒井峯遺跡、押出遺跡等が知られている。また、利

根川対岸には、見立溜井遺跡、諏訪西遺跡、中畦遺

跡、 三原田城遺跡等で集落が検出されている。

白井北中道III遺跡でも住居跡が 6軒出土してい

る。なお、この縄文時代の遺構及び遺物は、次回に

出版する 『白井北中道III遺跡（2)』で報告する。

(3) 縄文中期

縄文中期の遺跡は、中郷遺跡で集落が出土してお

り、利根川の対岸には三原田遺跡や房谷戸遺跡等が

ある。

3.弥生時代

弥生時代の遺跡は、長い間、知られていなかった。

実際、 1987（昭和62)年に出版された『子持村誌 ・

上巻』によると、弥生時代の遺構は無く、黒井峯遺

跡・押出遺跡・白井の大宮姫神社前等で、弥生後期

の櫛描文土器の遺物の出土があるのみである。利根

川対岸にある渋川市［旧赤城村］樽遺跡では、1938（昭

和13)年に明治大学の杉原荘介による発掘で「樽式

土器」として命名され、群馬県における弥生時代後

期の指標土器となった。

白井北中道III遺跡からも、樽式土器を伴う弥生時

代終末期～古墳時代初頭に属する竪穴式住居 6軒が

出土している。これだけまとまった数の出土は、旧

子持村地区では初めてのことである。

4. 古墳時代

本地域は、古墳時代の遺構が多数検出されている。

特に、 6世紀初頭の FA及び 6世紀中頃の FPに埋
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もれた遺構が特筆される。

(1) FA下遺構

6世紀初頭の榛名山の噴火による FAの遺構とし

ては、 FA下水田が有名である。この FA下水田が出

土した遺跡として、吹屋犬子塚遺跡 ・中郷恵久保遺

跡・吹屋三角遺跡 ・中郷田尻遺跡 ・吹屋糀屋遺跡 ・

北牧大境遺跡 ・吹屋瓜生田 ・鯉沢瓜生田遺跡 ・北牧

相ノ田遺跡 ・畑中遺跡・坂之下遺跡がある。

(2) FP下遺構

6世紀中頃の榛名山の噴火による FP下の遺構と

しては、集落 ・ 古墳 ・ 畠 • 水田・放牧地がある。

・集落

FP下集落が出土した遺跡として、黒井峯遺跡、西

組遺跡、押出遺跡、田尻遺跡、八幡神社遺跡、吹屋

恵久保遺跡がある。

• FP下畠

FP下畠が出土した遺跡として、吹屋伊勢森遺跡、

白井北中道II遺跡、吹屋中原遺跡、中郷恵久保遺跡、

西組遺跡、押出遺跡、田尻遺跡、八幡神社遺跡、中

組遺跡、池田沢東遺跡、猫持久保遺跡、宮田諏訪原

遺跡、吹屋恵久保遺跡がある。

• FP下水田

FP下水田が出土した遺跡として、中郷恵久保遺

跡、吹屋三角遺跡、中郷田尻遺跡、吹屋糀屋遺跡、

北牧大境遺跡、吹屋瓜田・鯉沢瓜田遺跡、西組遺跡、

北牧相ノ田遺跡、畑中遺跡、後田遺跡、宮田畦畔遺

跡がある。

• FP下放牧地

この FP下放牧地は、多くの遺跡が調査されてい

る。白井十二遺跡、吹屋伊勢森遺跡、吹屋遺跡、中

郷遺跡、上白井西伊熊遺跡、白井北中道II遺跡、白

井北中道遺跡、白井丸岩遺跡、白井南中道生、白井

二位屋遺跡、白井大宮遺跡、吹屋犬子塚遺跡、吹屋

中原遺跡、源光寺裏遺跡、白井佐叉遺跡がある。白

井北中道III遺跡でも、道 ・畦・立木 ・倒木等が出土

している。

• FP下古墳

FP下の古墳として、中ノ峯古墳、浅田遺跡、伊熊・

12 

有瀬古墳群、丸子山遺跡等が調査されている。

(3) FP上遺構

昭和10(1935)年に、県下全域にわたって古墳の

分布調査が実施され、昭和13(1938)年に出版され

た 『上毛古墳綜覧』に よると、旧子持村では、合計

47基の古墳が記載されている。

白井北中道III遺跡では、この 『上毛古墳綜覧』に

記載されていない、 7世紀終末期の円墳が 1基出土

している。本古墳は、 FPを掘りこんで構築している

が、昭和10(1935)年の調査時にはすでに墳丘部が

削平されていたために、認識されなかったものと推

定される。なお、『上毛古墳綜覧』に記載された大塚

（稲荷塚） ［長尾村14号］ ・痒塚［長尾村15号］は、

古墳でない可能性もある。

5.古代

白井南中道遺跡 ・ 白井二位屋遺跡で、奈良 • 平安

時代の集落が、北牧大境遺跡 ・中郷田尻遺跡で、平

安時代の集落が出土している。また、平安時代の製

鉄遺跡である金井製鉄遺跡は保存されている。

白井北中道III遺跡では、須恵器を伴う平安時代の

竪穴住居が 1軒出土している。

6.中・近世

中世の城跡として、仁位屋城、白井上城遺跡があ

る。また、白井城跡は、中近世の城跡である。

参考文献
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第2章第 2図周辺遺跡位置図 （S= 1 : 25,000) 
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第2章表 1 周辺遺跡一覧表

No 遺跡名 概 要

白井北中道［II遺跡 縄道文・F前P期下住放居牧、地弥、生7～C古古墳墳集、落平、安F住P下居

l上白井西伊熊遺跡 旧石器、縄文前期集落、 FP下放牧地

2中郷遺跡 縄文前 ・中期集落、 FP下放牧地

3吹屋遺跡 縄文前期集落、 FP下放牧地

4吹屋伊勢森遺跡 縄文草創期遺物 ・前期集落、 FP下畠

5白井十二遺跡 縄文草創期・月IJ期、 FP下放牧地

6白井北中道II遺跡 FP下畠・放牧地

7白井北中道遺跡 縄文草創期遺物、 FP下放牧地

8白井丸岩遺跡 FP下放牧地

9白井南中道遺跡 FP下放牧地、奈良平安集落

10白井二位屋遺跡 FP下放牧地、奈良平安集落

11白井大宮遺跡 FP下放牧地

12渡屋遺跡 古墳前期集落

文献

本書

35 • 36 

35 • 36 

20 

14 

19 

6 

9 • 10 

9 • 10 

8 • 10 

5 • ll 

7 

50 

13吹屋犬子塚遺跡 縄文前期集落、FA下水田、FP下放牧地 6

14吹屋中原遺跡 縄文前 ・中期集落、 FP下畠 ・放牧地 6 

15中郷恵久保遺跡 4~5 C集落、 FA・ FP下水田・畠

16吹屋三角遺跡 FA下水田、 FP下水田

17中郷田尻遺跡 縄文草創期遺物、 5C集落、FA・FP下水田

18吹屋糀屋遺跡 5C集落、 FA・ FP下水田

19北牧大境遺跡 FA• FP下水田、平安集落

20吹屋瓜田・鯉沢瓜田遺跡 FA下水田、 FP下水田

21黒井峯遺跡 縄文集落、 FP下集落

22西組遺跡 FP下集落・水田・畠

23押出遺跡 縄文集落、 FP下集落 ・畠

24館野遺跡 FP下畠

25田尻遺跡 縄文集落、 FP下集落 ・古墳・畠

26八幡神社遺跡 FP下集落・畠

27中組遺跡 FP下道・畠

28池田沢東遺跡 FP下道・畠

29丸子山遺跡 FP 下 •FP 上古墳
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5 群埋文 1994 「白井遺跡群：集落編 I」

13 

16 

18 

15 

12 
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42 

43 
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Na 遺跡名 概 要

30北牧相ノ田遺跡 FA下水田、 FP下水田

31畑中遺跡 FA下水田、 FP下水田

32後田遺跡 FP下水田

33源空寺裏遺跡 FP下放牧地

34浅田遺跡 FP下古墳

35白郷井中学校校庭遺跡 古墳時代集落

36猫持久保遺跡 FP下道・畠

37宮田諏訪原遺跡 FA下祭祀、 FP下道 ・畠

38宮田畦畔遺跡 FP下水田

39見立溜井遺跡 旧石器、縄文削 ・中期集落

40諏訪西遺跡 旧石器、縄文前 ・中期集落

41中畦遺跡 旧石器、縄文前期集落

42三原田城遺跡 縄文前期集落

43房谷戸遺跡 旧石器、縄文中期集落

44三原田遺跡 縄文前期～後期集落

45樽遺跡 弥生時代集落

46坂之下遺跡 FA下水田

47中ノ峯古墳 FP下古墳

48白井古墳群 FP上古墳

49伊熊・有瀬古墳群 FP下古墳

50河岸古墳群 FP上古墳

51坂下町古墳群 FA下古墳

52大塚（稲荷塚）遺跡 FP上古墳？ （長尾村14号）

53痒塚遺跡 古墳？ （長尾村15号）

54金井製鉄遺跡 平安製鉄跡

55東町関下遺跡 中近世水田

56白井城遺跡 中近世城跡

57仁位屋城跡 中世城跡

58白井上城跡 中世城跡

59白井佐叉遺跡 FP下放牧地

60吹屋恵久保遺跡 FP下集落・畠

30 （財）群馬県埋蔵化財調査事業団 1999 「年報18」

31 （財）群馬県埋蔵化財調査事業団 2000 「年報19」
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36 （財）群馬県埋蔵化財調査事業団 2005 「年報24J

37 群馬県 1938 「上毛古墳綜覧J
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44 子持村誌編さん室 1987 「子持村誌上巻」

45 子持村教育委員会 1991 「黒井峯遺跡J

46 子持村教育委員会 2000 「鯉沢瓜田遺跡」
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第 3節基本土層
白井北中道III遺跡では、段丘礫層を基盤とし、そ

の上に砂礫層、ローム層、黒ボク土が堆積し、さら

にHr-FAと厚い Hr-FPが堆積している。

I層：黒褐色土。現在の耕作土で Hr-FPを含む。層

厚約30cm~60cm。

II層：榛名ニツ岳伊香保テフラ (Hr-FP、6世紀中

頃）。層厚約100cm~150cm。

III層：黒褐色土。榛名ニツ岳渋／1|テフラ(Hr-FA、

6世紀初頭）降下後から、榛名ニツ岳伊香保

テフラ (Hr-FP)降下までの約30年間に堆積

した層。層厚約 5cm~10cm。

IV層：榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA、6世紀初

頭）。道下や畦状遺構下等に、部分的に残存。

V層：黒色～黒褐色土。

白色軽石、黄褐色軽石を含む。

VI層：黒褐色～暗褐色土。淡色黒ボク土。白色軽石、

黄褐色軽石を含む。

VII層：黒褐色～暗褐色土。ローム漸位層。部分的に

白色軽石、黄褐色軽石を含む。

VIII層：暗褐色～黄褐色土。ローム層。軟質。部分的

に明黄褐色軽石を含む。

IX層：褐色～明黄褐色土。ローム層。硬質。 As-YP

を含む。

X層：砂礫層。シルト層、細粒～粗粒砂層、拳大の

礫を含む層まで様々な層の互層。

第 3節基本土層
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第2章第 3図 白井北中道III遺跡土層柱状図
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第 2章地理的・歴史的環境

第2章表 2 鯉沢パイパス（その 2) 面積一覧表

遺跡 地区
土地 地区面積

遺跡 地区
土地 地区面積

遺跡 地区
土地 地区面積

遺跡 地区
土地 地区面積

遺跡 地区
土地 地区面積

番号 m' 番号 m' 番号 m' 番号 m' 番号 m' 

i 
1 

<貸
49 

i 
＇ 105 吹 』 儡 三翌＿

2 し ＇ 106 
屋

＇ 167 ＇ 219 

1 □ 3,461.3 し (13) 』 (3,914 9) 26 三 230.7 互
4 52 108 172 旱

Ill (32) (4,940.8) 

B 
5 し翌＿ 109 174 旱

し 54 
14 旱 493.8 」 ロ翌

7 55 111 ＇ 168 三丑

'＇ 一8 

＇ 直 岱 旱 27 直 3,574.7 225 

2 4,751.3 56 15 直 687.5 直 旱
10 ＇ 56-2 114 173 旱

111 2 L 旱 畠 28 」互 1,182.5 こ翌
58 旱 176 二16 3,075.6 

13 61 117 
29 ＇ 177 511.0 

230 

13-2 62 118 177-2 l 231 

14 ， 63 6,337.4 17 119 27 3 178 232 

3 
15 

5,958.2 ＇ 64 120 180 233 

16 し 121 184 234 

17 66 122 186 i 235 

18 67 123 189 236 

19 し 124 191 : 239 

20 69 18 125 3,926 9 30 196 4,338.3 33 : l 240 8,548 9 

21 70 126 199 241 

22 し 127 201 ロ翌
23 71-1 128 201-1 三竺＿

4-1 
24 

7,390.5 
72 129 205 ＇ 244 

25 L 130 206 244-2 

26 74 131 207 245 

227 8 
75 132 179 246 

76 133 181 247 

29 59 134 182 248 

2299--2 1 
60 19 135 3,976.0 183 249 

77 136 185 250 

29-3 78 137 187 251 

4-2 
2299--6 4 

2,545.1 79 138 188 
34 

237 
187.6 

80 139 190 238 

29-8 81 140 192 上 260 

5 2299--5 7 48.5 10 
82 

6,798.5 20 
141 

1,698.7 
193 昇 i 261 

83 ＇ 142 31 旦 3,068.5 ， 35-4 □竺＿ 1,751.3 ， ＇ 30 ＇ 84 143 ＇ 195 ＇ 263 
30-1 し 旦 旦 264 

31 ＇ 86 ＇ 145 ＇ 197-2 已
32 87 146 198 

35-5 ＇ 266 2,064.2 
言 ＇ ＇ 

し 21 旦 2,570.2 出 い翌
34 ＇ 89 ＇ 148 『 200 268 

< 90 □ じ 畠35-6 じ翌 177.8 

91 150 巳 270 

6 37 8,080 9 ＇ 92 ＇ 151 ＇ 204 ； 巳
し 巳旦 22 □竺＿ 36.9 じ ピ

39 93 153 209 
35-2 □竺＿ 3,676 4 

40 
11 ＇ 94 5,289.6 ＇ 154 ＇ 210 悶 且

41 旦 23 旦 2,164.4 211 274 
l ＇ ＇ 
42 95 156 厚 275 

45 二笹＿ ＇ 157 ＇ 213 ＇ 253 
戸 二 旦 32 旦 4. 940.8 い
, 46 98 

24 ＇ 159 544.7 厚 35-1 虞 2,233.5 

7 
43 

153.8 
12 99 39.9 ＇ 160 ＇ 216 ＇ 256 

l 

44 100 旦 凹 じ

8 
47 

2,764.8 ＇ 101 162 217 258 

48 13 102 3,914.9 
25 し 1,473.2 

35-3 259 705.5 
l 

103 164 

104 

註：白井北中道III遺跡の地区名と調査区名は、以下のように対応する。 1→ 1区、 2→II区、 3→III区、 4-1→IV区、 4-2→V区。なお、「 5」は、土地の

形状が細長く面積が狭いため調査は実施できなかった。
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

1面は、 6世紀中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP(Hr-FP)層の上面である。したがって、時代は

6世紀中頃～近代までとなる。 I区では、掘立柱建物 1棟 ・土坑112基・ピット 8基が検出された。 II区では、土坑

87基 ・溝 2条が検出された。 III区では、伏窯 1基 ・土坑89基 ・溝 4条が検出された。 IV区では、古代の住居 1軒 ．

掘立柱建物 1棟 ・伏窯 2基 ・土坑224基 ・溝 2条が検出された。 V区では、掘立柱建物 1棟 ・土坑111基 ・ピット62

基が検出された。 1面の合計で、住居 1軒 ・掘立柱建物 3棟 ・伏窯 3基 ・土坑624基 ・ピット 70基 ・溝 8条の遺構が

検出された。

第3章写真 1 1面 (Hr-FP上面）全景空撮



第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第 1図 1面 (Hr-FP上面）全体図
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第 1節 I区 1面の遺構と遺物
I区は、調査区の一番南にある。総面積は、3,461.3

吋である。 1面は、 6世紀中頃に榛名山が噴火して

降下した軽石である FP(Hr-FP)層の上面である。

したがって、時代は 6世紀中頃～近代までとなる。

但し、ほとんどの遺構は中世～近代であると推定さ

れる。 I区1面では、掘立柱建物 l棟・土坑112基・

第1節 I区1面の遺構と遺物

ピット 8基が検出された。なお、 I区及びII区の間

の農道下から、墳丘部を削平された古墳が検出され

ているが、 I区と II区のどちらにも入らず、しかも

時代も古墳時代であるために、章を別にして第 4章

で報告している。

第3章写真 2 I区1面空撮［上が北］
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

85 83 81 79 77 75 73 71 69 67 

｛
‘
＿

-

Bb 

／
 

／
 

Ay 

／
 

＼ヅ

Aw 

／
 

Au 

／
 

／
 

／
 

＼

ー

／ ／ ／ 

／
 

＼ツ／ ／
 

＼ツ

／
 

1 | As 

／ ＼ツ

／ 
Aq 

ヽ ］ 
Ao 

Am 

Ak 

Ai 

Ag 

Ae 

Ac 

Aa 

‘‘‘ 

第3章第 2図 I区 1面 (Hr-FP上面）遺構全体図
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第3章第 3図 I区 1面 (Hr-FP上面）遺構位置図(1)
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第3章 1面(Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第 4図 I区 1面（Hr-FP上面）遺構位置図（2)

22 



第 1節 I区1面の遺構と遺物
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第3章第 5図 I区 1面 (Hr-FP上面）遺構位置図（3)
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第3章 l面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

1.掘立柱建物（PL.1 • 2) 

I区1面から、掘立柱建物が 1棟検出された。本

1号掘立柱建物は、調査区の北部の中央に位置する。

規模： l間X3間の規模である。柱穴の中心から

計測して、桁行（長軸）約 5m • 同様に梁行（短軸）

約3.25mである。

柱穴： 柱穴は、全部で 7基検出された。南東隅の

柱穴は、 79号土坑（旧111号土坑）と重複しているた

め、検出されなかった。しかしながら、南西隅の柱

穴p1の南側には連続する柱穴の痕跡は検出されな

かったため、元々は 8基の柱穴を持つ構造であった

と推定される。なお、柱穴の直径は約0.36m～約0.66

mであり、深さは約0.25m～約0.55mである。

桁間： 桁間は、柱穴の中心で計測して、約1.6m~

約1.7mである。

梁 間： 梁間は、柱穴の中心で計測して、約3.25m

である。

溝 ：雨落溝のような溝は、検出されなかった。

入 口： 入口を特定することはできなかった。

遺物：遺物は、検出されなかった。

時期： 時期を推定できる遺物は検出されなかった

ため、時期は不明である。しかしながら、恐らく、

中世～近世であると推定される。

重複 ： 79号（旧111号）土坑 • 80号（旧78号）土坑 ・

81号（旧104号）土坑の、 3基の土坑と重複が認めら

れた。この内、 79号土坑は、柱穴p8があるべき位

置と重複しており、新旧関係は、 79号土坑の方が新

しいと推定される。また、 80号土坑と81号土坑は、

1号掘立柱建物の内部にかかっているため、新旧関

係は、 79号土坑と同様に、 2基の土坑の方が新しい

と推定される。なお、この80号土坑と81号同士も重

複しており、この 2基の土坑の新旧は、 80号土坑の

方が81号土坑よりも新しいと推定される。

第3章表 1 I区1面1号掘立柱建物柱穴計測表

柱穴Nu 直 径 深 さ

p 1 36cm~40cm 25cm 

P2 48cm~50cm 40cm 

P3 40cm~50cm 30cm 

P4 42cm~54cm 25cm 

P 5 46cm~66cm 40cm 

P6 50cm 55cm 

p 7 (42cm) 30cm 
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第3章第 6図 I区1面1号掘立柱建物
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第 1節 I区1面の遺構と遺物

2.土坑 （PL.1) 

I区1面から、土坑が112基検出された。これらの

土坑は、時代を特定できる出土遺物もほとんどない

ため、構築時期は不明であるが、ほとんどが中世～近

代であると推定される。白井地区ではこんにゃく栽

培が盛んであり、こんにゃく芋を冬期に保存する際、

穴を掘って埋めたと言われている。これら土坑の多

くは、この痕跡であると推定される。

ここでは、 112基の土坑中、 12号 ・22号 ・24号 ・31

号 ・ 58号 ・ 60号 ・ 61号 • 62号 • 69号 ・ 70号 ・ 71号 ・

78号 • 96号 • 98号 • 99号 ・ 100号土坑の16基の土坑に

ついて、平断面図を示した。なお、平面図の縮尺は

1 /100で、断面図の縮尺は 1/50で示している。

A
-

12 • 22号土坑

＼
 

△’ 

A.. 22土 12土・△'

〔
L =202. 60m 

I区 l面12(23) •22 (24)号土坑

1.黒褐色土 FPを多量に含む。粒径 2~5cmのものが主。

2.黒色土 FPの混じる塁がやや少ない。

3.黒色土 FPを多量に含む。 (1層より少ない）粒径 2

~5 cm堆積。

4.黒色土 粒径 l~2cm程度の FPの混じる量がやや少

ない。

24号土坑

＼
 

培1-11 31号土坑

A A' 

.!1.... ．△ 

／ 

A バ
一

58号士坑

A' 

11.. △ 

口
口 □□ 
L =202. 70m 

I区 1面24(26)号土坑

1. FP(¢,5cm以下）を主体とし、

黒褐色土を少量含む。

2.黒褐色土、 FP(ef,lcm以下）を

少量含む。

L =202. 70m 
I区 1面31(31)号土坑

1.表土

2. FP 

3.にぶい黄褐色土汚れた FP、</,1~3 

cmのものが主体であるが、下部には 4
10cmを超えるものも含む。

4.黒褐色土 FPの混じる量が少ない。

L =203. 80m 
I区 1面58(53)号土坑

1.黒褐色土 FPを多量に含む。粒径0.5~1cm 

程度のものが主。

2.汚れた FP にぶい黄褐色、粒径 1~3cm。

3. 1層と同じ。

4. 2層と同じ。

5.黒褐色土 FPを多量に含む。粒径 l~5cm 

程度。

6. 汚れた FP にぶい黄褐色、粒径 3~5cm。

O 1: 100 4m 

゜
1 : 50 2m 

第3章第7図 I区1面土坑（1)
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第3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

60-62号士坑
69-71号土坑

ヘ

＼ ］ n ＼ 

△ ¥ ¥¥¥¥ (I―ll A 

公；

¥ I 11 I I Ul I I 
ト` 池X

八ぎ

A_' 
卜゚ 11 I I / 

△ 70土 69土 71士

~\ 

△ 62士 60土 61土 △’ 

L -203. 20m 

I区 1面60(55)号土坑

1. FP(ef,5cm以下）を主体とし、黒褐色土を少量含む。

2.黒褐色土 FP(ef, 2cm以下）を含む。（耕作痕）

3.FP(ef,5cm以下）を主体とし、黒褐色土を少塁含む。

4.黒褐色土 FP(ef, 1 cm以下）を少量含む。

I区 l面61(62)号土坑

1. 60号土坑の 1よりやや黒褐色土の割合が多い。

2. 60号土坑の 2と同じ。

78号士坑

戸／1亥
△ △’ 

L =203. 40m 
I区 1面70(75)号土坑

1.黒褐色土 FP(ef, 5cm以下）を多く含む。

I区 1面69(64)号土坑

1. FP(ef, 5cm以下）を主体とし、黒褐色土を多く含む。

2.黒褐色土 FP(ef,3cm以下）をやや多く含む。

98-100号土坑

96号士坑

口］△
L =203. 50m 

I区 1面96(86)号土坑

1.にぶい黄褐色土汚れた FP、

上部と下部に粒径の大きい(¢,

3 ~5cm)FPあり。¢,1~2 cm 

のFPが主。

2.黒色土 FPの混じる屈がやや

少ない。

＼
 

戸 1Aャ

A' 

△ l00土 98土 99土 △’ 

L =203. 50m 

I区 1面78(79)号土坑

1. FP(ef, 3cm以下）を主体とし、黒褐色土を少量含む。

2. FP(ef, 5 cm以下）を主体とし、黒褐色土、礫をごく少量含む。

3.黒褐色土 FP(ef,3cm以下）を少量含む。

゜
I: 100 4m 

L =203. 40m 4 

I区 1面98(90) • 99 (91) • 100 (89)号土坑

1.黒褐色土 FPを多量に含む。¢,2~5 cmが主。

2.黒色土 1層より FP含有鼠が少ない。 FP¢,1~2 cmが主。

3. 1層と同じ

4. 2層と同様だが、 FP¢,2~3 cmが主。

5.にぶい黄褐色土 汚れた FP、¢,2~7 cmと、やや大きめ。

6. 4層と同様。 O 1: so 2m 

第3章第 8図 I区 1面土坑（2)
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第 1節 I区1面の遺構と遺物
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第3章第 9図 I区 1面出土陶磁器

第3章表 2 I区 1面出土陶磁器観察表 （PL.2) 

番号 遺構名 旧遺構番号 種器 種別 計(c測m値) 残存状態 成・整形技法の特徴 備 考

1 1号土坑 1号土坑 陶器 残高 • 7.2 頸部～胴部 外面錆色の鉄釉。肩部下位に指頭圧痕状の凹 瀬戸・美濃
徳利？ 破片 みめぐる。 17世紀か

2 6号土坑 6号土坑 陶器 残高• 4 . 7 体部破片 口縁部外面飴釉？を流す。 瀬戸・美濃
腰折碗 18世紀中～19世紀中

3 27号土坑 29号土坑 陶器 底 • 5.4 体部～底部 内面～体部外面灰釉。 瀬戸・美濃
碗 残高 • 4.0 1 / 3 17世紀か

4 43号土坑 38号土坑 陶器 ロ・(11.0) 口縁部破片 陶胎染付、火入れ又は香炉。内面口縁部下無 肥前
火入れか 残高 • 6. 1 釉。漆継ぎの可能性あり。 江戸時代
香炉

5 58号土坑 53号土坑 磁器 底・(64) 体部～底部 体部上位輪花状としたようで、残存部上位が 肥前
皿 残高・1.7 破片 波状を呈する。 江戸時代

6 59号土坑 54号土坑 陶器 ロ・(11.0) 口縁～体部 焼成不良。長石釉か。 瀬戸・美濃
丸皿 残高・1.8 破片 17世紀

7 60号土坑 55号土坑 磁器 ロ・(51) 口縁～底部 底部外面以外施釉。型作り。白磁。 肥前
ミニチュアか 底・(3.1) 1/ 4 江戸～近代か
紅皿 残高・27 

8 68号土坑 63号土坑 陶器 底・(5.0) 体部～底部 陶胎染付。呉須の発色良い。 肥即
碗 残高 • 4. 1 17世紀後～18世紀前， 68号土坑 63号土坑 陶器 底 • 5 .1 体部～底部 内面～体部外面下位飴釉。 瀬戸・美濃
茶碗 残高• 3.9 1/ 4 尾呂茶碗。 18世紀中～後

10 表土 青磁 底・(5.3) 底部 高台内無釉。内面底部ヘラによる施文。 龍泉窯系
稜花皿か 残高・12 15世紀か
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第3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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一第3章第10図 I区1面出土金属・石製品

第3章表3 I区1面出土金属製品遺物観察表（PL.2) 

番号 遺構名 旧遺構番号 器種
計 測 値

長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm)

1 29号土坑 22号土坑 鎌の刃部 (13.8) 3.3 0.1~0.5 

2 55号土坑 99号土坑 五寸釘？ (10.5) 7.0 5.0 

3 65号土坑 l58号土坑 l火箸 (18.0) 0.9 0.9 

4 65号土坑 158号土坑2火箸 (15.8) 0.6 0.9 

5 72号土坑 66号土坑 切釘？ 3.3 0.6 0.5 

6 I区表土 I区表土 2中鎌の刃部 17. 7 3.5 0.3 

7 I区表土 I区表土 3銭貨 直径2.3 0.1 

第3章表4 I区1面出土石製品遺物観察表（PL.2) 

番号 1 遺構名 1旧遺構番号 1 器種

1 I 56号土坑 52号土坑 砥石

石材 特徴

流紋岩 I 1面のみ良く使用

28 

重量(g)

31 

14 

36 

17 

2 

45 

2.9 

長さ (cm)

6. 7 

残存状態 備 考

1 / 2 ? 鉄錆付着

4 I 5 ? 鉄錆付着

1/ 2? 同一個体の頭部～体部。鉄錆付着

1/2? 同一個体の尖端部。鉄錆付着

ほぼ完形 鉄錆付着

ほぽ完形 鉄錆付着

完形 寛永通宝。銅銭

計測値

幅(cm) I厚さ (cm) I重量{g)
残存状態

3.0 2.0 62 I 1 / 2 ? 



第3章表 5 I区 1面土坑計測表

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

1 不明 不明 陶器徳利？ 1 

2 北北東～南南西 長方形 (2. 70) 0.80 2 

3 不明 不明 3 

4 不明 不明 4 

5 北北東～南南西 長方形 (1.00) C0.50) 6号土坑 5 

6 北北東～南南西 長方形 2.90 0.70 陶器腰折碗 5号土坑 6 

7 不明 不明 7 

8 楕円形 1.40 0.80 1 • 2号ピット 11 ， 不明 不明 ， 
10 不明 不明 8 

11 北北東～南南西 長方形 2.60 0. 70 3号ピット 10 

12 不明 不明 0.30 23 

13 楕円形 1.60 1.20 25 

14 西北西～東南東 長方形 2 20 0.70 13 

15 北北東～南南西 長方形 2 50 0.80 15 

16 西北西～東南東 長方形 3.40 0.90 17号土坑• 4号ピット 16 

17 円形 (0 60) 0.60 16号土坑． 4号ヒ°ット 17 

18 不整円形 1 50 1.00 18 

19 北北東～南南西 長方形 3.00 0. 70 21号土坑 19 

20 北北東～南南西 長方形 2. 70 0 70 20 

21 西北西～東南東 長方形 3.00 0. 70 19号土坑 21 

22 北北東～南南西 長方形 1.10 0.30 24 

23 西北西～東南東 長方形 0.70 27 

24 北北東～南南西 長方形 6.10 0.80 0.70 26 

25 円形 0 80 0.80 46 

26 北北東～南南西 長方形 2.90 0.70 27号土坑 101 

27 北北東～南南西 長方形 6.10 0.80 陶器碗 26号土坑 29 

28 北北東～南南西 長方形 6.40 0.50 28 

29 北北東～南南西 長方形 15.50 0.50 鉄製品鎌 30号土坑 22 

30 不整円形 1. 70 0 90 29号土坑 30 

31 西北西～東南東 長方形 (2.80) 0.80 0. 72 31 

32 不明 不明 32 

33 不明 不明 33 

34 不明 不明 34 

35 円形 0.80 0.80 35 

36 方形 1.40 1.20 36 

37 北北東～南南西 長方形 2 80 0. 70 38号土坑 37 

38 北北東～南南西 長方形 2.30 (0.60) 37号土坑 105 

39 西北西～東南東 長方形 4.20 0.80 42 

40 方形 1.30 0 80 41号土坑 47 

41 円形 0. 70 0.70 40号土坑 41 

42 西北西～東南東 長方形 2.20 0.70 43 

43 北北東～南南西 長方形 4.00 0.70 陶器香炉か火入れ 38 

44 楕円形 0.90 0. 70 44 

45 西北西～東南東 長方形 2 40 0.60 45 

46 西北西～東南東 長方形 2.00 1.00 47号土坑 40 

47 西北西～東南東 長方形 (2.10) 0 70 46号土坑 39 

48 北北東～南南西 長方形 3.70 0.70 48 

49 西北西～東南東 長方形 6. 70 0.90 49 

50 北北東～南南西 長方形 1. 90 0. 70 51号土坑 50 

51 西北西～東南東 長方形 3 80 0.50 50号土坑

52 西北西～東南東 長方形 3.30 0.40 

53 北北東～南南西 長方形 3.00 0.70 100 

54 西北西～東南東 長方形 1. 70 0.80 106 

55 西北西～東南東 長方形 1.80 0.90 鉄釘 99 

56 北北東～南南西 長方形 1.80 0.80 52 

57 北北東～南南西 長方形 2.20 0.80 51 

58 北北東～南南西 長方形 4.50 0.80 0.90 磁器皿 53 

59 北北東～南南西 長方形 3.40 0.60 陶器丸皿 60号土坑 54 

60 北北東～南南西 長方形 7.20 0 70 0.50 磁器紅皿？ 59 • 61号土坑 55 

61 北北東～南南西 長方形 3.30 C0.60) 0.40 60号土坑 62 

62 北北東～南南西 長方形 4.50 0.60 0.50 61 

63 西北西～東南東 長方形 3.20 0.70 砥石 56 
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第3章 l面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

64 西北西～東南東 長方形 3. 70 0.70 57 

65 西北西～東南東 長方形 8.40 0.70 鉄製品火箸 5 • 6号ピット 58 

66 北北東～南南西 長方形 6.90 0.50 60 

67 北北東～南南西 不整長方形 3. 70 0.40 59 

68 北北東～南南西 長方形 3.10 0.70 陶器碗・茶碗 63 

69 北北東～南南西 長方形 4.50 0.70 0 60 70号土坑 64 

70 北北東～南南西 長方形 3.40 0.70 0.48 69号土坑 75 

71 北北東～南南西 長方形 3.40 0.70 0.68 65 

72 西北西～東南東 長方形 3.20 0.80 鉄釘 66 

73 北西～南東 長方形 2.00 0. 70 77 

74 西北西～東南東 長方形 2.00 0.80 76 

75 方形 1.80 0.80 108 

76 西北西～東南東 長方形 1. 90 0.80 77号土坑 109 

77 西北西～東南東 長方形 (1.50) 1.00 76号土坑 110 

78 北北東～南南西 長方形 4 50 0.80 0.82 79 

79 北北東～南南西 長方形 4.50 0.70 7号ピット 111 

80 北北東～南南西 長方形 2.40 0.60 81号土坑 78 

81 北北東～南南西 長方形 1.60 (0.50) 80号土坑 104 

82 北北東～南南西 長方形 2.50 0.80 83号土坑 73 

83 北北東～南南西 不明 (0.30) (0.40) 82 • 84号土坑 72 

84 北北東～南南西 長方形 2.40 0.60 82号土坑 71 

85 北北東～南南西 長方形 2.20 0.70 85 

86 西北西～東南東 長方形 0.60 87号土坑 69 

87 西北西～東南東 長方形 0.50 86号土坑 68 

88 西北西～東南東 長方形 3.80 0. 70 70 

89 西北西～東南東 長方形 2.20 0. 70 80 

90 西北西～東南東 長方形 2.20 0.60 82 

91 西北西～東南東 長方形 1.60 0.60 81 

92 西北西～東南東 長方形 2.00 0.60 83 

93 西北西～東南東 長方形 (1.00) 0.50 84 

94 北北東～南南西 長方形 2.70 0.60 74 

95 北北東～南南西 長方形 1.90 0.70 102 

96 北北東～南南西 長方形 2.30 0.80 0.64 86 

97 北北東～南南西 長方形 3.00 0.70 87 

98 北北東～南南西 不整長方形 0. 70 0.24 99 • 100号土坑 90 

99 北北東～南南西 長方形 2.30 0.60 0.64 98 • 100号土坑 91 

100 北北東～南南西 長方形 0.70 0.30 98 • 99号土坑 89 

101 北北東～南南西 長方形 2.90 0.65 92 

102 北北西～南南東 長方形 2.40 0 70 88 

103 北北西～南南東 長方形 5.50 0.85 112 

104 北北東～南南西 長方形 3 25 0. 70 113 

105 北北東～南南西 長方形 6.00 0. 70 94 

106 北北東～南南西 長方形 4. 70 0.60 93 

107 北北東～南南西 長方形 2.20 0. 70 98 

108 方形 (1.30) 1.10 107 

109 方形 (1.50) 1 50 97 

llO 北北東～南南西 長方形 2.60 0. 70 96 

lll 北北東～南南西 長方形 (2 80) 0 60 95 

112 方形 (0.90) 1.00 114 

第3章表 6 I区 1面ピット計測表

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

1 西北西～東南東 楕円形 0.55 0.49 

2 北～南 楕円形 0.49 0.37 

3 北北東～南南西 不明 C0.41) 0.31 

4 北北東～南南西 不明 (0.37) 0.37 

5 北北東～南南西 楕円形 0.42 0.29 

6 北～南 楕円形 0.40 0.30 

7 北～南 楕円形 0.58 (0.40) 67号土坑

8 西北西～東南東 楕円形 0.47 0.40 103号土坑
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第 2節 II区1面の遺構と遺物
II区の総面積は、 4,751.3面である。 1面は、 6世

紀中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP

(Hr-FP)層の上面である。したがって、時代は 6

世紀中頃～近代までとなる。但し、ほとんどの遺構

は中世～近代であると推定される。 II区1面では、

土坑87基・溝 2条が検出された。なお、 I区及びII

第 2節 II区1面の遺構と遺物

区の間の農道下から、墳丘部を削平された古墳が検

出されているが、 I区と II区のどちらにも入らず、

しかも時代も古墳時代であるために、章を別にして

第 4章で報告している。

第3章写真3 II区1面空撮［上が北］
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第3章 I面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第 2節 II区 1面の遺構と遺物
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第3章 1面(Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

1.土坑（PL.3 • 4) 

II区 1面から、土坑が87基検出された。これらの

土坑は、時代を特定できる出土遺物もほとんどない

ため、構築時期は不明であるが、ほとんどが中世～近

代であると推定される。白井地区ではこんにゃく栽

培が盛んであり、こんにゃく芋を冬期に保存する際、

穴を掘って埋めたと言われている。これら土坑の多

くは、この痕跡であると推定される。

ここでは、 87基の土坑中、 38号 ・ 75号 •77号 ・ 78

号 •79号 ・ 80号 ・ 83号 •84号 ・ 85号土坑の 9 基の土

坑について、平断面図を示した。なお、平面図の縮

尺は 1/100で、断面図の縮尺は 1/50で示している。
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II区 1面85(1)号土坑

1．黒色土 FPを多く含む。しま

りなくやわらかい。壁

際に拳大の FPを多く

含む。時期不明、陶磁

器片出土。

第3章第15図 II区1面土坑
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第 2節 II区1面の遺構と遺物
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第3章第16図 II区 1面出土陶磁器

第 3章表 7 II区 1面出土陶磁器観察表 （PL.4) 

番号 遺構名 旧遺構番号
種別 計測値

残存状態 成・整形技法の特徴 備 考器種 (cm) 

1 3号土坑 67号土坑 陶器 ロ・(23.6) 高 •4.9 口縁～底部 見込み銅緑釉の文様あり。内面底部と体 瀬戸・美濃
鉢 底・(13.0) 破片 部接段差。内面～高台脇灰釉。 17世紀

2 3号土坑 67号土坑 陶器 残高 • 5.3 胴部破片 常滑

甕 中世か

3 13号土坑 31号土坑 陶磁器 底・(6.0) 残高・1.05 底部破片 染付。 中国
皿 中世

4 FP 磁器 ロ・(14.0) 底・(7.2) 口縁～底部 蛇ノ目釉判ぎ。見込み五弁花コンニャク 肥即、波佐見系

皿 残高 • 3.2 1 / 2 判。 18世紀中～19世紀前

5 1号古墳 磁器 底・ (46) 残高・2.3 体部～底部 見込み蛇ノ目釉判ぎ。コンニャク判によ 肥前、波佐見系
碗 る見込み五弁花小さい。 18世紀後～19世紀前
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第3章第17図 II区 1面出土金属製品

第3章表 8 II区 1面出土金属製品観察表 （PL.4) 

番号 遺構名 旧遺構番号 器種
計測値

残存状態 備考
長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g)

1 84号土坑 2号土坑 鎚（かすがい） (2.9) 3.9 0.7 7 3 / 4 ? 鉄錆付着

2 By-58グリッド By-58グリッド 鎌の刃部？ (5.8) (3.5) 0.3 19 破片 鉄錆付着

3 I • II区中間 1号土坑 100号土坑 1 切釘？ (8.1) (0.8) (0 5) 7 ほぽ完形？ 鉄錆付着

4 I • II区中間 3号土坑 98号土坑 l 丸釘？ 7.0 0.5 0 6 5 ほぼ完形 鉄錆付着

37 



第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

第3章表 9 II区 1面土坑計測表

麟 長軸方向 平面形状
長径

1 西北西～東南東 長方形 3.80 

2 西北西～東南東 長方形 (4. 70) 

3 西北西～東南東 長方形 (6.40) 

4 北北東～南南西 長方形 (2.50) 

5 北北東～南南西 長方形 (5 40) 

6 北北東～南南西 長方形 (3 90) 

7 北東～南東 不明 (1 90) 

8 北北東～南南西 長方形 2.50 ， 北北東～南南西 長方形 3 00 

10 北北東～南南西 長方形 2.90 

11 北北東～南南西 長方形 2.50 

12 円形 1 20 

13 西北西～東南東 長方形 4.00 

14 西北西～東南東 （長方形） (2.10) 

15 西北西～東南東 長方形 3.00 

16 北北東～南南西 長方形 2.80 

17 北北東～南南西 長方形 3.30 

18 西北西～東南東 方形 1.40 

19 西北西～東南東 長方形 3.00 

20 北北東～南南西 長方形 1. 70 

21 西北西～東南東 長方形 (2 60) 

22 西北西～東南東 長方形 3 50 

23 西北西～東南東 長方形 4.90 

24 北北東～南南西 長方形 2 70 

25 西北西～東南東 長方形 3.80 

26 西北西～東南東 長方形 6. 70 

27 西北西～東南東 長方形 4.00 

28 北北東～南南西 長方形 (1.90) 

29 北北東～南南西 長方形 3.70 

30 北北東～南南西 長方形 5.10 

31 北北東～南南西 長方形 (2.20) 

32 北北東～南南西 長方形 2.40 

33 北北東～南南西 長方形 5. 70 

34 北北東～南南西 長方形 2.60 

35 西北西～東南東 楕円形 1.60 

36 西北西～東南東 長方形 1.60 

37 西北西～東南東 長方形 2.30 

38 北～南 楕円形 1.30 

39 西北西～東南東 長方形 2.50 

40 西北西～東南東 長方形 4.40 

41 西北西～東南東 長方形 3.50 

42 西北西～東南東 長方形 2.60 

43 西北西～東南東 長方形 2 10 

44 北北東～南南西 長方形 2.60 

45 西北西～東南東 長方形 1 20 

46 西北西～東南東 長方形 2.00 

47 北北東～南南西 長方形 4.60 

48 北北東～南南西 長方形 2.00 

49 北北東～南南西 不整長方形 2.90 

50 北北東～南南西 長方形 3.60 

51 北北東～南南西 長方形 1.90 

52 西北西～東南東 長方形 2.90 

53 西北西～東南東 長方形 3.50 

54 西北西～東南東 長方形 2.20 

55 西北西～東南東 長方形 2.20 

56 西北西～東南東 長方形 3 00 

57 西北西～東南東 長方形 3 40 

58 西北西～東南東 長方形 2.60 

59 北東～南東 長方形 2.20 

38 

規模 (m)
出土遺物 重 複 旧番号

短径 深さ

0.90 70 

0 90 3号土坑 63 

0 80 陶器鉢 ・甕 2号土坑 67 

0 70 5号土坑 66 

0. 70 4 • 6号土坑 77 

0 70 5号土坑 76 

(0 90) 65 

1.10 64 

0 60 75 

0.80 74 

0.60 71 

1.20 72 

0. 70 陶磁器皿 31 

0.60 15号土坑 30 

0.80 14号土坑 29 

0.90 78 

0.80 73 

1 30 62 

0 70 28 

0.80 61 

0 60 22 • 23号土坑 83 

0 90 21 • 23号土坑 60 

0.90 21 • 22号土坑 56 

0. 70 57 

0 70 26号土坑 59 

0 90 25号土坑 58 

0. 70 28号土坑 27 

0.80 27号土坑 54 

0.50 52 

0.60 31号土坑 53 

0.80 30号土坑 82 

0. 70 44 

0.60 43 

0.80 42 

0.80 26 

0.70 41 

0.90 40 

0.80 0.26 99 

0.90 51 

0.60 45 

0.90 38 

0.40 48 

0 40 47 

0.60 50 

0 80 79 

0 90 80 

0. 70 49 

0. 70 46 

1.30 81 

0.80 39 

0.60 23 

0.90 53号土坑 20 

0.70 52号土坑 21 

0.50 22 

0 60 37 

0 70 19 

0 80 18 

0 70 36 

1.10 35 



翡 長軸方向 平面形状
規模 (m)

長径 短径

60 西北西～東南東 長方形 2.00 0.70 

61 西北西～東南東 長方形 5.20 0.60 

62 北北東～南南西 長方形 3.80 0.90 

63 北北東～南南西 長方形 3.50 0.70 

64 北北東～南南西 長方形 4.00 0.80 

65 北北東～南南西 長方形 4.00 0. 70 

66 北北東～南南西 長方形 1 90 0 70 

67 北北東～南南西 長方形 3.90 0.60 

68 西北西～東南東 （長方形） (3.30) 0. 70 

69 西北西～東南東 （長方形） (2 00) 0.90 

70 西北西～東南東 長方形 (3.00) 0.90 

71 西北西～東南東 長方形 1.90 0 70 

72 西北西～東南東 長方形 0.70 0 50 

73 西北西～東南東 長方形 4.10 0. 70 

74 西北西～東南東 長方形 4.30 0 70 

75 西北西～東南東 長方形 3.60 0.90 

76 西北西～東南東 長方形 3.00 1.00 

77 西北西～東南東 長方形 2.10 0.70 

78 北北東～南南西 長方形 (2.80) 0.70 

79 北北東～南南西 長方形 4.00 1.00 

80 北北東～南南西 長方形 2.60 0.80 

81 北北東～南南西 長方形 (1 70) 0.60 

82 北北東～南南西 長方形 (1.80) 0.80 

83 北北東～南南西 長方形 2 10 0.50 

84 北北東～南南西 長方形 3 10 (0.80) 

85 北北東～南南西 長方形 3.00 0.80 

86 北北東～南南西 長方形 2 40 0.90 

87 北北東～南南西 （長方形） (1.00) 0.90 

2.溝 （PL.4) 

II区1面では、溝が 2条検出された。この 1号及

び2号溝は、調査区の北西角で検出されている。

1号溝は、北北東～南南西にかけてほぽ直線に約

37m走行する。規模は、幅約1.2m~1.6m・深さ約

0.35m~0.9mである。南から約1/3の地点の西側

で2号溝の起始部と重複する。覆土は、汚れた FPが

主体であり、底部に砂等の堆積は認められず、水が

流れた痕跡は認められない。従って、溝と言うより

も長くて大きい土坑という様相を呈している。なお、

遺物は検出されていない。

第 3章表10 II区 1面溝計測表

遺構名 走行方向
規 模

全長 幅

深さ

0.58 

0 36 

0.60 

0.68 

0. 70 

0.26 

0.48 

0. 70 

深さ

第 2節 II区1面の遺構と遺物

出土遺物 重 複 旧番号

91 

89 

84 

90 

14 

13 

24 

85 

87 

70号土坑 17 

69号土坑 6 

8 

7 ， 
10 

76号土坑 11 

75号土坑 12 

15 

25 

16 

34 

82号土坑 5 

81号土坑 4 

84号土坑 3 

金属製品鎚 83号土坑 2 

1 

33 

32 

2号溝は、 1号溝の南部1/3の地点の西側でほぼ

直角に北西～南東に走行する。 2号溝の起始部は、

1号溝と重複する。規模は、幅約1.5m~2m・深さ

約0.45m~0.6mである。しかしながら、一部しか検

出されておらず、全容は不明である。この 2号溝も、

1号溝と同様に、覆土は汚れた FPが主体であり、底

部に砂等の堆積は認められず、水が流れた痕跡は認

められない。従って、溝と言うよりも長くて大きい

土坑という様相を呈している。なお、遺物は検出さ

れていない。

遺物 重 複

1号溝 北北東～南南西 約37m 約1.2m~16m  約0.35m~0.9m 無し 2号溝

2号溝 北西～南東 約5m 約1.5m~2m 約0.45m~0.6m 無し 1号溝
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第3章 l面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第18図 II区 1面 1号・ 2号溝
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第 3節 III区 1面の遺構と遺物
III区の総面積は5,958.2面である。 1面は、 6世紀

中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP

(Hr-FP)層の上面である。したがって、時代は 6

世紀中頃～近代までとなる。但し、ほとんどの遺構

は中世～近代であると推定される。 III区1面では、

伏窯 1基 ・土坑89基 ・溝 4条が検出された。なお、

第3節 III区1面の遺構と遺物

I区及びII区の間の農道下から、墳丘部を削平され

た古墳が検出されているが、 I区と II区のどちらに

も入らず、しかも時代も古墳時代であるために、章

を別にして第 4章で報告している。

第3章写真4 III区1面南部空撮［上が北］
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第3章第19図 III区 1面 (Hr-FP上面）遺構全体図
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第 3節 III区l面の遺構と遺物
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第3章第20図 III区 1面 （Hr-FP上面）遺構位置図（1)
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第3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第21図 III区 1面 (Hr-FP上面）遺構位置図（2)
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第 3節 Ill区1面の遺構と遺物
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第 3章第22図 III区 1面（Hr-FP上面）遺構位置図（3)
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第3章 1面(Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第23図 III区 1面 (Hr-FP上面）遺構位置図（4)

46 



［

‘＿ 

I
‘
―
 

e
 

乾
し

[
¥
¥
¥
/
 

゜
1 : 200 5m 

第 3章第24図 III区1面（Hr-FP上面）遺構位置図(5)

1.伏 窯（PL.5) 

伏窯が、調査区南側で 1韮検出された。

伏窯は、

この 1号

1号溝の北部起始部と重複して検出されて

いる。規模は、長軸（南北）約3.15m・短軸（東西）

約2.35m・深さ約0.3mであり、平面形は長方形を呈

する。土層中に炭化物を多量に含んでおり、 その検

出状況から、「伏焼法」で焼き、炭を作った伏窯跡で

あると推定された。

なお、本遺構で検出された炭 3点は、炭化材樹種

同定の分析で、

いる。

3占北
‘’’‘ノヽヽ コナラであると推定されて

Ill区 1面 1号伏窯

1.黒色土 FP(¢,3cm以下）を少戴、炭化物（長軸15cm以下）を多鼠に含む。

2. 黒色土 FP(¢,8cm以下）を多量、炭化物（長軸 3cm以下）を少輩含む。

※ FPは赤褐色に焼けているものを含む。

塁＼

_1,1 

~I 

W
0
8
 "
£
O
Z
1
1
T
 

゜
1 : 50 2m 

第 3章第25図

<I 
III区1面 1号伏窯
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

2.土坑（PL.5) 

III区1面から、土坑が89基検出された。これらの

土坑は、時代を特定できる出土遺物もほとんどない

ため、構築時期は不明であるが、ほとんどが中世～近

代であると推定される c 白井地区ではこんにゃく栽

培が盛んであり、こんにゃく芋を冬期に保存する際、

穴を掘って埋めたと言われている。これら土坑の多

くは、この痕跡であると推定される。

ここでは、89基の土坑中、 1号 ・4号 ・12号 ・14

号 ・ 2 1号 ・ 3 1号 ・ 34号 ・ 49号 • 50号 ・ 5 1号 ・ 52号 ・

54号 • 77号 • 78号 • 83号土坑の15基の土坑について、

平断面図を示した。なお、平面図の縮尺は 1/100で、

断面図の縮尺は 1/50で示している。

12号土坑

入
14号土坑

／ 

／

△

 ロロ
A
-

A. 

L =203. 60m 

Ill区 1面 1(54)号土坑
1. FP(¢, 5cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を含む。
2.黒褐色土 FP(¢, 2cm以下）を多く含む。
3. FP(¢,3cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を含む。
4.黒褐色土 FP(¢,0.5cm以下）を含む。

4号士坑／ヤオー

A' 

.A. A' 

口］
L -203. 80m 

21号士坑

ノ／グ

lII区 1面4(51)号土坑

1.黒褐色土 FP(</, 5 cm以下）を

多く含む。

△ ．△’ 

A
-ハA-

A A' ..  

口
L =203. 80m 

III区 1面12(58)号土坑

1.黒褐色土 FP(<f> 3 cm 

以下）を多

く含む。

2. FP(</> 3 cm以下）を主

体とし、黒褐色土粒を

含む。

3.黒褐色土 FP(</> 3 cm 

以下）を多

く含む。

2JJIニ
L =203. 70m 

III区 1面14(60)号土坑

1.黒褐色土 FP(<f> 3 cm以

下）を多く含

む。

2. 黒褐色土 FP(<f>0.5cm 

以下）を少量

含む。

△. .△ 

口
A. A' 

L -203. 90m 

III区 1面21(66)号土坑

1.黒褐色土 FP(<f> 2 cm以

下）を多く含

む。

2.FP(<f>3cm以下）を主体

とし、黒褐色土粒を含む。

3.黒褐色土 FP(<f> 1 cm以

下）を多く含 ° 
む。

4.黒褐色土 FP(<f> 1 cm以 0 

下）を少量含

む。

ロ △

L =204. 20m 

III区 1面31(70)号土坑

1.黒褐色土 FP(ef, 2 cm以下）

を含む。
l : 100 4m 

1: so 2m 

第3章第26図 ［II区 l面土坑(1)
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第 3節 III区1面の遺構と遺物

34号士坑

A... ．△ 

口 A
-

L =204. 30m 

III区 1面34(64)号土坑

1. 暗褐色土 FP(,f, 2 cm以下）を含む。

2.暗褐色土 FP(,f,lOcm以下）を多く

含む。

3.黒褐色土 FP(,f, 1 cm以下）を少量

含む。

54号土坑

．△ 

50 • 51 • 52号士坑

A./ /51/ /茫 IK.△
＼ 

A 51土 52土 50土 .A

入 l '「

9 4 

A
-

A' 

L ~204_ 70m 

□□ 
L -204. 30m 

III区 1面49(5)号土坑

1.汚れた軽石層。

2.黒褐色土軽石少量

含む。

III区 1面54(4)号土坑

1.褐色土 軽石と土の混合層。

2.黒褐色土軽石少量含む。

△ 11 I I △ .△ 

L =204. 60m 

III区 1面78(36)号土坑
1.軽石と褐色土の混合層。
2.黒褐色土軽石少鑓含む。

第3章第27図 III区 1面土坑（2)

L =204. 50m 

III 区 1 面51(2)•52(3)号土坑

1.黒褐色土軽石やや多く含む。

2.褐色土 軽石多く含む。

3.黒色土 軽石少量含む。

4.黒褐色土軽石多く含む。

77号土坑 83号土坑 ＼ 

穴□］△ 

A
-

L =204. 70m 

III区 1面77(22)号土坑

1. 汚れた軽石層。

゜

•• 

L -204. 50m 

Ill区 1面83(38)号土坑

1.汚れた軽石層 黒く変色。黒色土混

じる。

2.汚れた軽石層 褐色。褐色土混じる。

3.汚れた軽石層褐色。

4.汚れた軽石層黒色土少量混じる。

A. ・△’ 

口
I: JOO 4m 

゜
1: 50 2m 
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第 3章 第28図 []]区 1面出土陶磁器

第 3章表11 Ill区 1面出土陶磁器観察表 (PL.6) 

番号 遺構名 旧遺構番号 種器 別種 計測巳 残存状態 成・整形技法の特徴 備 考(cm 

1 16号土坑 79号土坑 陶器 底・ (70) 残高・2.5体部下位～ 灰釉に銅緑釉を流す。 瀬戸・美濃

菊皿 底部破片 17世紀か

2 39号土坑 93号土坑 磁器 底・（7.0) 残高・1.3底部破片 胎土やや灰色味を帯びる。内面染付。 肥前

皿 17世紀

3 表採 磁器 ロ・(70) 残高 • 3 .0 口縁～体部 焼成不良。 製作地不詳

仏飯器 1/ 3 17世紀末～19世紀中
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第 3章第29図 III区 1面出土金属製品・鉄滓

第 3章表12 Ill区 1面出土金属製品遺物観察表（PL.6) 

番号 遺構名 旧遺構番号 器種
計測値

残存状態 備考
長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重箪(g)

1 20号土坑 65号土坑 鎌の刃部 (4.5) (1. 7) (0. 7) 7 破片 鉄錆付着

4 Cy-51G Cy-51G-10 鉄釘 (4. 7) 0.65 0.4 6 1 / 2 ? 鉄錆付着

第 3章表13 III区 1面出土鉄滓観察表（PL.6) 

番号 遺構名 旧遺構番号 遺物名
計測値

重星(g)磁着度 メタル度 特 徴
長さ 幅厚 さ

2 53号土坑 88号土坑 椀形鍛冶滓（小） 6 9 (4 8) 3.2 158.0 3 銹化（△） 残存約 2/3。やや厚手の椀形鍛冶滓。裏面に発

泡した炉床土が付着。滓質は密。

3 Cy-51G Cy-51G-10 椀形鍛冶滓（極小） 4.5 4.1 1.9 45 0 1 M（◎） ほぽ完形。粘土質溶解物主体であるが、残存金

属鉄が比較的多い。滓質はやや密。
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第 3節 III区1面の遺構と遺物

第3章表14 lil区 1面土坑計測表

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

1 西北西～東南東 長方形 2.00 1 30 0 70 54 
2 西北西～東南東 長方形 (2. 70) (0 80) 52 

3 西北西～東南東 長方形 (2.50) (0.60) 53 
4 西北西～東南東 長方形 2 20 0.80 0.50 51 
5 北北東～南南西 長方形 3 10 (0.60) 74 

6 北北東～南南西 長方形 1 80 0.80 73 
7 北北東～南南西 長方形 2 95 0.55 75 
8 北北東～南南西 長方形 3 20 0.50 76 ， 北北東～南南西 長方形 1.80 0.70 77 

10 北北東～南南西 不明 2.35 0.90 
11 北北東～南南西 長方形 2.10 0.70 57 
12 西北西～東南東 長方形 4.00 0.60 0.84 58 
13 西北西～東南東 長方形 1.60 0.50 59 
14 西北西～東南東 長方形 6.30 0.60 0.28 60 
15 北北東～南南西 長方形 6.40 0.70 78 
16 北北東～南南西 長方形 3.10 0.60 陶器菊皿 79 
17 西北西～東南東 （長方形） 1.80 0.70 62 
18 西北西～東南東 長方形 6.40 0.70 61 
19 西北西～東南東 長方形 3.70 0 60 63 
20 北北東～南南西 長方形 2.50 0.60 鎌 65 
21 西北西～東南東 長方形 2.00 0. 70 0 50 66 
22 西北西～東南東 長方形 3.20 0. 70 67 
23 西北西～東南東 長方形 3.30 0.60 68 
24 西北西～東南東 長方形 1 70 0 65 69 
25 北～南 方形 1 65 1 30 3号溝 80 
26 西北西～東南東 長方形 2.20 0 75 81 
27 西北西～東南東 （長方形） (2.10) 0 80 33号土坑 82 
28 北北東～南南西 長方形 2 40 0 55 84 
29 北北東～南南西 長方形 2 15 0 65 30号土坑 85 

30 北北東～南南西 長方形 (3 15) 0 60 29号土坑 86 
31 北北東～南南西 長方形 4.30 0.80 0.84 70 
32 北北東～南南西 不整楕円形 3 45 0 50 87 

33 北北東～南南西 長方形 16 95 0 55 83 
34 北北東～南南西 長方形 2. 75 0 80 0.80 64 
35 西北西～東南東 （長方形） (1 10) 0.70 94 
36 西北西～東南東 長方形 (1 85) 0 85 37号土坑 92 
37 西北西～東南東 長方形 (1 70) 0.95 36号土坑 91 

38 西北西～東南東 長方形 3 65 0.65 90 
39 西北西～東南東 長方形 3 20 0.75 磁器皿 93 
40 北北東～南南西 長方形 4 15 0.65 13 
41 西北西～東南東 長方形 2.85 0.60 45号土坑 40 
42 西北西～東南東 長方形 4.35 0.70 11 

43 西北西～東南東 長方形 3.75 0.60 ， 
44 西北西～東南東 長方形 7.45 0.75 10 
45 北北東～南南西 長方形 7.90 0.60 41 • 46号土坑 12 
46 北北東～南南西 長方形 2.80 0.50 45号土坑 32 
47 西北西～東南東 長方形 1.65 0 90 7 
48 西北西～東南東 長方形 1. 90 0.85 8 
49 西北西～東南東 不整長方形 3.30 0.50 0.80 5 
50 北北東～南南西 長方形 5.70 0.60 51 • 52号土坑 1 
51 北北東～南南西 長方形 2 00 (0.45) 0.38 50 • 52号土坑 2 
52 北北東～南南西 長方形 2.15 0.85 0.42 50 • 51号土坑 3 
53 北北東～南南西 長方形 5.35 0.75 椀形鍛冶滓 54号土坑 88 
54 北北東～南南西 長方形 3.65 0.65 0.58 53号土坑 4 
55 北北東～南南西 長方形 2 35 0.60 6 
56 北北東～南南西 長方形 3.00 0.75 14 

57 北北西～南南東 長方形 2.15 0.65 29 

58 北北西～南南東 長方形 1 90 0.70 95 
59 北～南 長方形 1 60 0.75 99 
60 西北西～東南東 （長方形） (3 90) 0.75 98 
61 西北西～東南東 長方形 2 70 1.00 97 
62 西北西～東南東 長方形 2 00 0. 70 

63 西北西～東南東 長方形 5 15 0.65 30 
64 北北東～南南西 長方形 4 75 0.55 21 
65 北北東～南南西 長方形 2.45 0.60 16 
66 北北東～南南西 長方形 3.30 0.55 17 
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

蒻 長軸方向 平面形状
規模（m)

長径 短径

67 西北西～東南東 長方形 2.50 0.60 

68 西北西～東南東 楕円形 1.40 0.90 

69 北北東～南南西 長方形 2.50 0. 70 

70 北北東～南南西 長方形 3.70 0.65 

71 北北東～南南西 長方形 3.85 0.75 

72 西北西～東南東 （長方形） (2.30) 0.90 

73 西北西～東南東 長方形 3.55 0 55 

74 西北西～東南東 長方形 1.25 0 70 

75 北～南 長方形 1. 90 0.55 

76 北北東～南南西 長方形 1. 70 0.45 

77 北北東～南南西 長方形 12.90 0.55 

78 西北西～東南東 長方形 5.05 1.00 

79 北北東～南南西 長方形 5.45 0.85 

80 北北東～南南西 方形 1.60 1.00 

81 北北東～南南西 長方形 4.50 0.75 

82 西北西～東南東 長方形 4.25 (0.80) 

83 西北西～東南東 楕円形 1.45 0.75 

84 西北西～東南東 長方形 1.90 0.65 

85 北北東～南南西 長方形 2.45 0.80 

86 北北東～南南西 長方形 10.45 0.75 

87 西北西～東南東 長方形 2.00 0.60 

88 北北東～南南西 長方形 2.15 0.50 

89 北北西～南南東 楕円形 1.15 1.00 

3.溝（PL.5 • 6) 

III区1面では、溝が 4条検出された。 1号溝及び

2号溝は、調査区の南東隅で検出されている。 3号

溝は、調査区の南から約 1/ 3の地点で検出されてお

り、 4号溝は、調査区の北西隅近辺で検出されている。

1号溝は、北北東～南南西にかけて一部蛇行しな

がら走行する。規模は、長さ約39m・幅約50cm~4.5

m・深さ約 5cm~40cmである。北部の起始部で 1号

伏窯と重複し、北部 1/ 3の地点の西側で 2号溝と重

複する。覆土は黒褐色土•FP・黄褐色砂質土である。

底部に砂質土や川砂の堆積があるため、水が流れた

痕跡が認められる。遺物は、検出されなかった。

2号溝は、 1号溝の北部1/3の地点で分岐し、北

～南にかけて走行する。規模は、長さ約 6m・幅約

40cm~70cm・深さ約40cmである。覆土は、黒褐色土

やFPであり、砂等の堆積は無いため、水が流れた痕

跡は認められなかった。遺物は、検出されなかった。

第3章表15 III区1面溝計測表

遺構名 走行方向
規 模

全長 幅

1号溝 北北東～南南西 約39m 約50cm~4.5m

2号溝 北～南 約 6m 約40cm~70cm

3号溝 北西～南東 約3.2m~24m 約50cm~80cm

4号溝 北西～南東 約7.5m 約60cm~70cm

52 

深さ

0.78 

1.14 

0.96 

出土遺物 重 複 旧番号

68号土坑 41 

67号土坑 15 

18 

19 

20 

89 

25 

26 

23 

24 

4号溝 22 

36 

33 

34 

35 

37 

38 

39 

87号土坑 28 

86号土坑

42 

43 

3号溝は、調査区の南部から約1/3の地点を横切

るように、北西～南東に断続的に 3条が認められた。

西側の溝は、長さ約9.5m・幅約50cm~80cmである。

25号土坑と重複する。中央部の溝は、長さ約24m• 

幅約50cm~80cm・深さ約15cmの規模である。重複は、

認められなかった。東側の溝は、長さ約3.2m・幅約

50cm~60cm・深さ約60cmの規模である。重複は、認

められなかった。覆土は黒褐色土や FPであり、砂等

の堆積は無いため、水が流れた痕跡は認められな

かった。遺物は、検出されなかった。

4号溝は、調査区の北西隅近辺で、北西～南東に

かけて走行する。規模は、長さ約7.5m・幅約60cm~70

cm・深さ約10cmである。南東部の起始部で、 77号土

坑と重複する。覆土は黒褐色土であり、砂等の堆積

は無いため、水が流れた痕跡は認められなかった。

遺物は、検出されなかった。

深さ
遺物 重 複

約 5cm~40cm 無し 2号溝・ 1号伏窯

約40an 無し 1号溝

約15cm~60cm 無し 25号土坑

約10cm 無し 77号土坑



第 3節 III区1面の遺構と遺物
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第 3章 l面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

A-

B-

1号溝

L ~203. 70m 

A' III区 1面 1号溝

A-A' 

1.黒褐色土 FP(<f,4cm以下）を含み、や

わらかくしまりがない。

B' 

B-B' 

1. FP(<f, 2 cm以下、黄褐色に変色

している）と川砂の互層。

L =203. 70m 

C-

L =203. 60m 

C' 

C -C' 

1. FP(</, 1 cm以下、黄褐色に変

色している）を主体とし、小

礫（</,0.5cm以下）を含む。

2.川砂を主体とし、 FP(</,0.5

cm以下、黄褐色に変色してい

る）を少量含む。

D

＿
 

D' 

L =203. 40m 

E' 

D-D' 

1. FP(<f, 1cm以下、黄褐色に変色している）を主体と

し、小礫（<f,0.Scm以下）を含む。底部に川砂が堆積

している。

2.黄褐色砂質土 FP(<f,0.Scm以下、黄褐色に変色し

ている）を少鼠含み、かたくしま っている。

3. FP(<f, 1cm以下、黄褐色に変色している）と川砂の

互層。

E

＿
 

E-E' 

1. FP(<f, 1 cm以下、黄褐色に変色している）を主体とし、小礫（<f,0.5cm

以下）を含む。底部に川砂が堆積している。

2. FP(<f, 1cm以下、黄褐色に変色している）を主体とし、川砂を含む。

L -203. 40m 

2号溝

△ .△ 111区 1面 2号溝｀ `色土 FP(</, 3 cm以下）を多く含む。
2.FP(¢,5cm以下、黄褐色に変色している）

L =203. 60m を主体とし、黒褐色土粒を含む。

A

＿
 

3号溝

L =203. 90m 

Ill区 1面 3号溝

A-A' 

1.黒褐色土 FP(ef,5crn以下）を

含み、やわらかくし

まりがない。

B
-

バ一

三
B' 

A 
4溝

バ
一

ー＼—ー―一／一

L =205. OOm 

Ill区 1面 4号溝

1.黒褐色土 FP(</,3cm以下）を多く含む。

※水が流れたような痕跡は見られない。

すぐ南側で平行するように硬化面があ

るが、それとの関係はわからない。

B-B' 
L ~204. !Om 

1.黒褐色土 FP(ef, 3cm以下）を含み、やわ

らかくしまりがない。

2. FP(ef, 1cm以下）を主体とし、黒褐色土粒

を含む。

3.黒褐色上 FP(ef, 3 cm以下）を多く含み、

やわらかくしまりがない。

第3章第31図 III区 1面 1号～ 4号溝断面

゜
1 : 50 2m 
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第4節 IV区1面の遺構と遺物
IV区の総面積は7,390.5m'で、調査区の中では最大

の面積である。 1面は、 6世紀中頃に榛名山が噴火

して降下した軽石である FP(Hr-FP)層の上面であ

る。したがって、時代は 6世紀中頃～近代までとな

る。但し、ほとんどの遺構は中世～近代であると推

定される。 IV区1面では、古代の住居 1軒 ・掘立柱

第4節 IV区1面の遺構と遺物

建物 1 棟 ・伏窯 2 基 • 土坑224基 ・ 溝 2 条が検出され

た。なお、 I区及びII区の間の農道下から、墳丘部

を削平された古墳が検出されているが、 I区と II区

のどちらにも入らず、しかも時代も古墳時代である

ために、章を別にして第 4章で報告している。

第3章写真5 N区1面東部空撮［上が北］
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物
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第3章第33図 N区 l面 (Hr-FP上面）遺構位置図(1)
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第 3章 1面(Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第34図 w区 1面 (Hr-FP上面）遺構位置図（2)
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物
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第 3章第35図 N区 1面（Hr-FP上面）遺構位置図（3)
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第3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第36図 W区 1面 (Hr-FP上面）遺構位置図(4)
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物
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第3章第37図 N区 1面 （Hr-FP上面）遺構位置図（5)
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第3章 1面 (Hr-FP上面） の遺構と遺物
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第3章第38図 N区 1面 (Hr-FP上面）遺構位置図（6)
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物
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第3章第39図 N区 l面（Hr-FP上面）遺構位置図（7)
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

1.住居（PL.7) 

IV区1面の北東部から、平安時代の住居 1軒が検

出された。このIV区1面 1号住居は、 6世紀中頃の

榛名山噴火による降下軽石である FP軽石を掘り込

んで構築している。なお、今回の調査区の I区～v
区で検出された平安時代の住居はこの 1軒のみであ

る。

平面形状：平面形状は、長方形である。

規 模：規模は、長軸方向（南北）約3.75m・短

軸方向（東西）約 3m・深さ約40cm～約50cmである。

面 積：面積は、約11.46mである。

覆 土：覆上は、主に 3層に分かれる。

床 面：床面は、ほぼ平坦である。

鼈（カマド）：竃は、東壁の中央やや南よりに検出され

た。突出部約50cm・両袖方向約80cmの規模である。

竃の覆土は、主に 5層に分かれる。

方位： N-105°-E 

貯蔵穴：貯蔵穴は、検出されなかった。

柱 穴：柱穴は、検出されなかった。

床下土坑：床下土坑は、検出されなかった。

周 溝：周溝は、検出されなかった。

遺 物：遺物は、須恵器碗 2点が検出された。こ

の須恵器 2点は、竃周辺と住居南の床面から検出さ

れている。

時 期：出土遺物の須恵器碗より、時期は、 10世

紀前半の平安時代に比定されている。

重 複：重複は、認められなかった。

4'.I 

： 
且＼l 

口 一 ｀ 砕 ＇ ： 苓'i

）し

］ 
喜

姜
II 

一
<!;I ~1 

且

ロ こ二こ
B' 

L =205. OOm 

N区H1号住居

A-A'、B-B'

1.黒褐色土 FPを含む。

2.黒褐色土 FPを多 く含み、部分的に FPの

プロックが見られる。

3.黒褐色土 FPを含む。

゜
1 : 60 2m 

第3章第40図 N区H1号住居
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物

~I 

ー
o:i I 

A

＿
 

△’ 

C' 

E
0
6
 ・,
o
z
=
'l 

叫

A
-

叫

竃 A-A'、8-8'
1.黒色土 FPを含む。

.A'._ 2.黒褐色土 FP主体。
3.暗褐色土 FP主体。
4.暗褐色土粒の小さな FPを含み、

粘質性あり。
4'.暗褐色土 4層より FPを多く含

む。 4層より黒みがかる。
5.暗褐色土 ¢, 2~3 cmの小 さな FP L =204. 90m 

を多く含む。

L =204. 90m 

C
-

第 3章第41図 N区H1号住居鼈（カマド）

C' 

゜
1: 30 lm 

第3章写真 6 N区H1号住居鼈 （カマド）

□ --
2
 

゜
1 : 3 10cm 

第3章第42図 N区H1号住居出土遺物

第 3章表16 N区H1号住居出土遺物観察表 (PL.7) 

三下ごご覧I：三」言竺囀言云言戸青□
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第3章 1面(Hr-FP上面）の遺構と遺物

2.掘立柱建物

IV区1面から、掘立柱建物が 1棟検出された。本

1号掘立柱建物は、調査区北部に位置する。

規 模： 1間X 3間である。柱穴の中心から計測

して、桁行（長軸）約7.8m・梁行（短軸）約4.8m

である。

柱 穴： 柱穴は、全部で 7基検出された。北東隅

の柱穴は、検出されなかった。第 1次調査と第 2次

調査の境にあたるため、表土掘削の際に破壊され認

識されなかったものと推定される。恐らく 、元々は

8基の柱穴を持つ構造であったと推定される。柱穴

の大きさは、直径約40cm～約50cmであり、深さ約40

ー、g

In 

l9ニ「

［ 
l l 

蓋

「 P6 ゜ :::—-·----イ戸' P5 ヨ

ぶゞ°

h.... 10Jp4 し
P3 

で） in 

L =205. !Om 

cm～約45cmである。

桁 間： 桁間は、柱穴の中心で計測して、約2.5m

～約2.6mである。

梁 間： 梁間は、柱穴の中心で計測して、約4.8m

である。

遺 物： 遺物は、検出されなかった。

時 期： 時期を推定できる遺物は検出されなかっ

たため、時期は不明である。しかしながら、恐らく 、

中世～近世であると推定される。

重 複： 重複は、柱穴の P5が一部199号土坑と重

複している。新旧関係は、 P5の方が新しい。

Pl 
uoI SOt= 1 

D 言1 Dゞ' 

g 
L =205 !Om 

Pit 1 D-D' 

1.黒褐色土 FP(¢ 1 cm以下）
多く含む。

P7 2. FP(<f, 1 cm以下）を主体とし、

｛□-E' 
黒褐色土粒を多く含む。

E -•一 3. FP(<f, 2 cm以下）を主体とし、- g 
黒褐色土粒をやや多く含む。

..E.. 
P7 

．上'

＼ 3--0賢 2

L=205 !Om 

Pit 7 E-E' 

1.黒褐色土 FP(</, 1 cm以下）を

多く含む。

2. FP (¢,0 5cm以下）を主体とし、

黒褐色土粒を多く含む。

3. FP(<f, 3 cm以下）を主体とし、黒

褐色土粒を多く含む。

◎ 
よ．

こ）知
P2 Pl 

A' 

0 1 : so 2m 

第3章第43図 w区 1面 1号掘立柱建物
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3.伏窯（PL.8) 

伏窯が、調査区南側で 2基重複した状態で検出さ

れ、 1号伏窯・ 2号伏窯と命名した。なお、調査時

は、それぞれ、 118号土坑・ 119号土坑と命名したが

報告書作成の際に名前の変更を行った。

(1) 1号伏窯 ［118号土坑］

第 4節 IV区1面の遺構と遺物

叫 ul 

1号伏窯は、 2号伏窯と重複した状態で検出され △ 

た。 1号伏窯は、 2号伏窯の北側に位置する。新旧

関係は、 1号伏窯の方が 2号伏窯よりも新しい。

規 模：規模は、長軸（南北）約 3m．短軸（東

西）約2.6m・深さ約0.2mである。

形 状：平面形状は、方形を呈する。

遺 物：遺物は、炭化材が多く検出されている。

なお、炭化材樹種同定の結果、クヌギ（コナラ属コ

ナラ亜属クヌギ節）と同定されている。詳細は、自

△’ 

然科学分析を参照されたい。 B 
B' 

その他：本遺構は、「伏焼法」でクヌギを焼き、炭

を作った伏窯跡であると推定される。

(2) 2号伏窯 ［119号土坑］

2号伏窯は、 1芳伏窯と重複した状態で検出され

た。 2号伏窯は、 1号伏窯の南側に位置する。新旧

関係は、 2号伏窯の方が 1号伏窯よりも古い。

規 模：本 2号伏窯の北部が 1号伏窯と菫複して

いるため、正確な規模は不明である。現状で、長軸

（南北）約2.9m・短軸（東西）約 2m・深さ約0.2

mである。

形 状：本 2号伏窯の北部が 1号伏窯と重複して

いるため、正確な形状は不明である。形状は、恐ら

く、長方形を呈すると推定される。

遺 物：遺物は、炭化材が多く検出されている。

なお、炭化材樹種同定の結果、クヌギ（コナラ属コ

ナラ亜属クヌギ節）と同定されている。詳細は、自

然科学分析を参照されたい。

その他：本遺構は、「伏焼法」でクヌギを焼き、炭

を作った伏窯跡であると推定される。

]~ 
喜

奇
II 
....l 

ul ul 

L ~204. 50m 

w区 1面 l号・ 2号伏窯

A-A' 

1.黒色土 FP(ef, 3 cm以下）を少量、炭化物（長軸 3cm以下）を多量に含む。

旦こ二こ二三旦'

L ~ 204. 50m 

B-B' 

1.黒色土 FP(q, 3 cm以下）を少量、炭化物（長軸 5cm以下）を多量に含む。

2.黒色土 FP(ef, 3 cm以下）を非常に多く含む。

C-C' 

1号伏窯

1.黒色土 FP(q, 3cm以下）を少量、炭化物（長軸 3cm以下）を多量に含む。

2.黒色土 FP(q, 3cm以下）を非常に多く含む。

2号伏窯

l．黒色土 FP(ef,3cm以下）を少量、炭化物（長軸 5cm以下）を多量に含む。

2.黒色土 FP(q,3cm以下）を非常に多く含む。

※ 2号伏窯の 1層は 1号伏窯の 1層より黒味が強い。

※ FPは赤褐色に焼けているものを含むが、その割合は 1号伏窯より 2

号伏窯のほうが多い。 O 1:so 2m 

第3章第44図 N区1面1号・ 2号伏窯
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

4.土坑（PL.9) 

IV区1面から、土坑が224基検出された。これらの

土坑は、時代を特定できる出土遺物もほとんどない

ため、構築時期は不明であるが、ほとんどが中世～近

代であると推定される。白井地区ではこんにゃく栽

培が盛んであり、こんにゃく芋を冬期に保存する際、

穴を掘って埋めたと言われている。これら土坑の多

くは、この痕跡であると推定される。

ここでは、 224基の土坑中、 4号・ 5号 ・39号 ・42

号・ 49号・ 50号 •89号 •90号・ 91号 •93号・ 134号・

135号・ 147号・ 149号・ 172号土坑の15基の土坑につ

いて、平断面図を示した。なお、平面図の縮尺は 1/ 

100で、断面図の縮尺は 1/50で示している。

A 

一←十一

4・5号土坑

ノぶ／

A 5士吐 A' 

A-
口

L =204. 60m 

w区 1面4(115) • 5 (114)号土坑

1.黒褐色土 FP(¢,2cm以下）を

非常に多く含む。

2. FP(</, 3cm以下）を主体とし、

黒褐色土を多く含む。

3.黒褐色土 FP(¢,lcm以下）を

少量含む。

4. 黒褐色土 FP(¢,5cm以下）を

含む。 (4号土坑）

39号土坑

ロ ／

.A. 

42号土坑

ー，一
A 

一←十一
89号土坑

A' 

．△’ 

A.II I I~ こ
L =204. 60m 

N区 1面49(116)• 50(117)号土坑

1.黒褐色土 FP(<f, 1 cm以下）を含

む。

2. 黒褐色土 FP(r/, 5 cm以下）、礫

(<{,15cm以下）を含む。

w区 l面39(113)号土坑

1.黒褐色土 FP(<f, 2 cm以下）

を非常に多く含

む。

2. FP(r/, 3 cm以下）を主体と

し、下部に黒褐色土層（厚さ

A A' 
- - へ

<
L ~204. 70m 

w区 1面42(112)号土坑

1.黒褐色土 FP(<f>lcm以

下）を非常に

多く含む。

2. 黒褐色土 FP(<f>2cm以

下）を非常に

多く含む。

3. 黒褐色土 FP (</> 0. 5cm 

以下）を非常

A
-

△’ 

L =204. 80m 

w区 1面89(109)号土坑

A- A 1cm以下）が見られる。 に多く含む。 1. 作業途中でベルトが崩れたもの。

3.FP(<f,4cm以下）を主体と 4.黒褐色土 FP(<f,lcm以 分層の記録は写真のみ。

し、下部に黒褐色土層（厚さ 下）を多く含

2 cm以下）が見られる。 む。

4. FP(<f,5cm以下）を主体と 5. FP(<f,lcm以下）を主体

し、黒褐色土粒を少量含む。 とし、黒褐色土粒を含 ° 
5.黒褐色土 FP(<f, 1 cm以下） む。

を少量含む。 O 

I : JOO 4m 

1 : 50 2m 
L =204. 50m 

第3章第45図 N区1面土坑（1)
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物

：｀：土 坑

A A' . .  

L ~204. 70m 

w区 1面90(111) • 91 (110)号土坑

1.黒褐色土 FP(ef, 2 cm以下）をやや多く含む。

2. FP(ef, 5cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を非

常に多く含む。

3. 黒褐色土 FP(ef, 3cm以下）を多く含む。

A. fl II A' 

□]△ 

」

134 • 135号土坑

¥1、]ミ

△’ 

L =204. 70m 

147号士坑

w区 1面93(108)号土坑

1. FP(¢, 3cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を含む。

2.黒褐色土 FP(¢, 1cm以下）を多く含む。

3. FP(¢, 5 cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を少量含む。

4.FP(¢,3cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を多く含む。

5. 黒褐色土 FP(¢, 1cm以下）を少量含む。

149 • 150号土坑

——+— 
A' 

L ~205. 20m 

w区 1面134(69)• 135(67)号土坑
1.暗褐色土 FP(<{, 1 cm以下）をやや多く

含む。
2.FP(<{,4cm以下）を主体とし、黒褐色土粒

を多く含む。
3.黒褐色土 FP(<{, 5 cm以下）を多く含む。
4. FP(<{,3cm以下）を主体とし、黒褐色土粒

をやや多く含む。

△ I¥ ¥l △’ 

△ 

口
△’ 

L ~204. 80m 

N区 1面147(107)号土坑

1. FP(q, 4 cm以下）を主体と

し、黒褐色土粒を含む。

2. 黒褐色土 FP(</,lcm以下）

を多く含む。

3.黒褐色土 FP(ef,Zcm以下）

を多く含む。

4. 黒褐色土 FP(</,lcm以下）

を少量含む。

A
-

L ~204. 80m 

N区 1面149(106)号土坑

I.黒色～黒褐色土段丘崖際のみに残存。 FP

を含む。

1.FP(<f>3cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を含

む。

2. 黒褐色土 FP(<f> 1 cm以下）をやや多く含む。

3. 黒褐色土 FP(<f>2cm以下）を多く含む。

4. 黒褐色土 FP(<f> 1 cm以下）を少量含む。

5. FP(<f> 4 cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を少

量含む。

A' 

L ~205. 30m 

w区 1面172(55)号土坑

1.黒褐色土 FP(r/, 1cm以上）を多く含む。

2.黒褐色土 FP(r/, 1cm以上）を非常に多く含む。

3. FP(¢,6cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を多く含む。

4. 黒褐色土 FP(¢,2cm以下）を非常に多く含む。

5. 黒褐色土 FP(r/, 2cm以下）をやや多く含む。

6. FP(r/, 3 cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を少量含む。

0 I : JOO 4m 

゜
1: 50 2m 

第3章第46図 N区 1面土坑（2)
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第 3章 l面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

慧］
゜

1 : 3 10cm 

第3章第47図 N区 1面出土陶磁器

第3章表17 N区 1面出土陶磁器観察表（PL.9) 

番：日：巴主
計測値

四
ロ・36.95 高・10.45
底・20.90

ロ・ 6.4 高 • 5.0
底・(3.7) 

残存状態 成・整形技法の特徴 備考

口縁～底部外面煤付着。口縁端部平坦。 在地

三百霜ば霜賢9言口こ讐；用：の間1三三

2
 

， 
0 1:1 2cm 

ー第3章第48図 N区 1面出土金属製品

第3章表18 N区 1面出土金属製品観察表 （PL.9) 

番号 遺構名 旧遺構番号 遺物の種類
計測値 (cm)

重量(g) 残存状態 備 考
直径 厚さ

1 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.4 0.1 3 4 完形 冗祐通宝。銅銭。北宋。冗祐冗年。 1086年

2 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.4 0.15 3.4 完形 元農通宝。銅銭。北宋。元豊冗年。 1078年。

3 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.45 0.1 3 2 完形 皇宋通宝。銅銭。北宋。宝冗 2年。 1039年。

4 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.5 0.1 3.6 完形 治平冗宝。銅銭。北宋。治平几年。 1064年。

5 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.5 0.1 3 6 ほぼ完形 天聖冗宝。銅銭。北宋。天聖冗年。 1023年。

6 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.45 0.1 3.8 完形 宣和通宝。銅銭。北宋。宣和冗年。 1119年。

7 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.5 0.1 3 5 完形 元豊通宝。銅銭。北宋。冗豊元年。 1078年。

8 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.5 0.1 3.4 完形 天聖冗宝。銅銭。北宋。天聖冗年。 1023年。， 186号土坑 120号土坑 銭貨 2.4 0.1 3.8 完形 冗豊通宝。銅銭。北宋。元豊元年。 1078年。
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物

第3章表19 N区 1面土坑計測表

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

1 北北東～南南西 長方形 2.60 0.70 172 
2 北北東～南南西 長方形 3.50 0.65 3号土坑 171 
3 西北西～東南東 （長方形） (2.10) 0.65 2号土坑 170 
4 西北西～東南東 長方形 3.10 0.55 0.40 5号土坑 115 
5 西北西～東南東 長方形 6.00 0.80 0.64 4号土坑 114 
6 西北西～東南東 長方形 2.90 0.60 7号土坑 175 
7 西北西～東南東 長方形 4.65 0.80 6号土坑 174 
8 北北東～南南西 長方形 2.20 0 60 173 ， 北北東～南南西 長方形 1.90 0.45 178 
10 北北東～南南西 長方形 1.95 0.50 177 
11 西北西～東南東 長方形 2.95 0.65 176 
12 西北西～東南東 長方形 2.25 0.55 180 
13 西北西～東南東 長方形 2.15 0.65 179 
14 西北西～東南東 長方形 4.05 0.60 181 
15 西北西～東南東 不整長方形 1.85 0.50 182 
16 西北西～東南東 不整長方形 1. 95 0.50 197 
17 西北西～東南東 長方形 (3.20) 0.70 20号土坑 183 
18 西北西～東南東 （長方形） (0.95) 0.50 19号土坑 185 
19 北北東～南南西 長方形 3.60 1 05 18号土坑 186 
20 北北東～南南西 長方形 4 80 0 65 17号土坑 184 
21 北北東～南南西 長方形 1 80 0 60 188 
22 北北東～南南西 長方形 3 65 0.70 187 
23 西北西～東南東 長方形 (2.20) 0 65 23 
24 西北西～東南東 長方形 2.15 0.75 24 
25 西北西～東南東 （長方形） (4.10) 0.60 22 
26 北北東～南南西 長方形 5.90 0.65 165 
27 北～南 楕円形 1.25 0.90 164 
28 北北西～南南東 円形 1 55 1.30 163 
29 西北西～東南東 長方形 4.55 0.80 162 
30 北北東～南南西 方形 1.30 0.95 202 
31 北北東～南南西 長方形 2.60 0.55 161 
32 西北西～東南東 長方形 1.90 0.75 33号土坑 199 
33 西北西～東南東 長方形 4.40 0.65 32号土坑 200 
34 西北西～東南東 長方形 3.35 0 60 190 
35 西北西～東南東 長方形 (1. 75) 0.85 36 • 37号土坑 169 
36 西北西～東南東 長方形 1 65 0 65 35 • 37号土坑 168 
37 西北西～東南東 長方形 3.55 0.80 35 • 36号土坑 167 
38 西北西～東南東 長方形 3 10 0.65 166 
39 西北西～東南東 長方形 10 00 0 80 0.98 113 
40 北北東～南南西 長方形 2 40 0.60 160 
41 西北西～東南東 長方形 3.25 0.70 159 
42 西北西～東南東 （長方形） (4.25) 0 65 0.42 112 
43 西北西～東南東 （長方形） (4 05) 0 70 44号土坑 196 
44 西北西～東南東 長方形 4.45 0.75 43号土坑 195 
45 北北東～南南西 長方形 4.65 0.80 201 
46 北北東～南南西 長方形 4.55 0.75 158 
47 西北西～東南東 長方形 3.75 0.65 194 
48 北北西～南南東 楕円形 1.45 0.95 203 
49 北北東～南南西 長方形 2 50 0 70 0.32 50号土坑 116 
50 北北東～南南西 長方形 2.50 (0.55) 0.48 49号土坑 117 
51 北北東～南南西 長方形 6.55 0 65 189 
52 西北西～東南東 長方形 6 40 0 75 19 
53 北北東～南南西 楕円形 1.15 0 60 25 
54 西北西～東南東 楕円形 0.80 0.55 18 
55 西北西～東南東 長方形 2.60 0 65 21 
56 西北西～東南東 長方形 (1.50) 1.01 20 
57 北北東～南南西 長方形 2.15 0.45 17 
58 北北東～南南西 長方形 1. 75 0.50 16 
59 北北東～南南西 長方形 1.15 0.55 15 
60 北～南 長方形 3.20 0.60 14 
61 北北東～南南西 長方形 1.35 0.45 62号土坑 12 
62 （楕円形） (0.65) 0.60 61号土坑 13 
63 北北東～南南西 長方形 2.25 0 75 11 
64 東～西 長方形 10 75 0 90 軟質陶器鍋 10 
65 北北東～南南西 長方形 10 00 0 75 ， 
66 北北東～南南西 長方形 1 40 0.65 157 
67 北北東～南南西 長方形 3 00 0.75 156 
68 西北西～東南東 長方形 3.10 0.65 69号土坑 153 
69 西北西～東南東 長方形 (2. 40) 0.40 68号土坑 154 
70 北北東～南南西 長方形 1.80 0.65 155 
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第 3章 l面 (Hr-FPJ:面）の遺構と遺物

蒻 長軸方向 平面形状
規模（m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

71 北北東～南南西 長方形 1.10 0.50 198 

72 東～西 （長方形） (0.95) 0.63 73 • 74 • 75号土坑 144 

73 北北東～南南西 （長方形） (0.55) 0.40 72 • 74 • 75号土坑 145 

74 北北東～南南西 （長方形） (3.85) (0. 75) 72 • 73 • 75号土坑 143 

75 北北東～南南西 不整長方形 6.40 0.50 72 • 73 • 74舟土坑 142 

76 西北西～東南東 長方形 1.18 0.50 193 

77 西北西～東南東 長方形 1.40 0.60 152 

78 東～西 長方形 1.08 0.45 79号土坑 151 

79 西北西～東南東 長方形 (2.00) 0.55 78 • 80号土坑 150 

80 西北西～東南東 長方形 1 20 0.45 79号土坑 149 

81 北北東～南南西 長方形 2.15 0. 75 148 

82 北北東～南南西 長方形 2.10 0 70 147 

83 東～西 楕円形 1 05 0.60 192 

84 西北西～東南東 長方形 2 45 0 65 146 

85 東～西 長方形 1.50 0 60 191 

86 北北東～南南西 長方形 5.10 0.75 141 

87 西北西～東南東 長方形 (3. 70) 0.75 88号土坑 140 

88 西北西～東南東 長方形 (3.45) 0.75 87号土坑 139 

89 西北西～東南東 長方形 (6.00) 0 75 1 10 109 

90 東～西 （長方形） (0.90) 0.65 0 14 111 

91 西北西～東南東 楕円形 1.85 1.35 1 16 110 

92 北北東～南南西 長方形 1.98 0.70 135 

93 西北西～東南東 長方形 4.65 0.65 0 82 108 

94 西北西～東南東 長方形 1. 78 0.55 134 

95 西北西～東南東 長方形 3.90 0.75 90 

96 西北西～東南東 長方形 5.45 0.75 89 

97 西北西～東南東 長方形 (2 90) 0.65 98 • 99号土坑 94 

98 北北東～南南西 長方形 2 00 0.85 99号土坑 95 

99 西北西～東南東 長方形 5 30 0.80 98号土坑 93 

100 西北西～東南東 長方形 3.95 0.95 5 

101 西北西～東南東 長方形 13 10 0.80 4 

102 北北東～南南西 楕円形 1.10 0.85 7 

103 北北東～南南西 長方形 2.60 0.75 8 

104 円形 0 90 0.85 6 

105 東北東～西南西 長方形 10 90 0.75 2 

106 東北東～西南西 長方形 (1 80) 0. 70 1 

107 北北東～南南西 長方形 1 25 0.55 254 

108 東北東～西南西 長方形 2.35 0.65 255 

109 北西～南東 長方形 1 50 0 65 llO号土坑 256 

110 北～南 不明 (0 65) 0.80 109号土坑 257 

111 北北東～南南西 長方形 1 40 0. 75 258 

112 北北東～南南西 長方形 1.40 0.55 259 

113 北～南 長方形 2.00 0.80 261 

114 西北西～東南東 長方形 6.50 0. 75 116号土坑 260 

115 北北東～南南西 長方形 1.40 0.50 2号溝 264 

116 西南西～東北東 長方形 14 10 0 70 2号溝、 114号土坑 263 

117 西南西～東北東 長方形 2.80 0 50 265 

118 北北東～南南西 長方形 2 45 0 65 119号土坑 91 

119 西北西～東南東 長方形 2 45 0 80 磁器碗 118号土坑 92 

120 北西～南東 長方形 1 80 0.65 97 

121 西北西～東南東 長方形 1 50 0 50 96 

122 西北西～東南東 長方形 1. 75 0.60 85 

123 西北西～東南東 長方形 2.10 0 65 125号土坑 87 

124 西北西～東南東 長方形 2.25 0.65 88 

125 西北西～東南東 （長方形） (6 20) 0.70 123号土坑 86 

126 西北西～東南東 （長方形） (7.60) 0 70 128 • 132号土坑 83 

127 北北東～南南西 長方形 2 35 0.50 2号溝 84 

128 北北東～南南西 （長方形） (1.30) 0.55 129 • 132号土坑 74 

129 北北東～南南西 長方形 1.15 0. 70 128 • 132母土坑 73 

130 西北西～東南東 不明 2. 70 (0.35) 63 

131 北北東～南南西 長方形 2.30 0.55 132号土坑 72 

132 北北東～南南西 長方形 10.35 0.65 2号溝、 128• 129号土坑 71 

133 北～南 長方形 (2 25) 0 55 135号土坑 68 

134 西北西～東南東 長方形 (2.80) 0.65 133 • 135号土坑 69 

135 東～西 長方形 2.30 0.90 0.68 133号土坑 67 

136 北西～南東 長方形 0.80 0.45 62 

137 東～西 長方形 (2 15) (0.65) 66 

138 北北西～南南東 長方形 1.85 0.70 65 

139 東北東～西南西 長方形 2.30 0.55 61 

140 北北東～南南西 長方形 5 80 0.65 64 

141 北西～南東 長方形 1.15 0.55 59 

142 北北東～南南西 長方形 1 65 0.50 60 
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第4節 IV区1面の遺構と遺物

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

143 北北東～南南西 長方形 1.55 0.40 268 
144 北北東～南南西 長方形 1.30 (0.35) 271 
145 北北東～南南西 長方形 3 30 1.45 266 
146 北北東～南南西 長方形 2 10 0.65 267 
147 北北東～南南西 長方形 2 25 0.58 0.50 107 
148 西北西～東南東 （長方形） (1 90) 0 70 132 
149 西北西～東南東 （長方形） (2.60) 0 75 0 94 106 
150 北北東～南南西 長方形 2.25 0 49 131 
151 北北東～南南西 長方形 (4.25) 0.55 152号土坑 137 
152 西北西～東南東 長方形 (15.30) 0.75 151 • 153号土坑 133 
153 西北西～東南東 長方形 6.25 0.65 152号土坑 82 
154 北北東～南南西 長方形 4 35 0.50 81 
155 北北東～南南西 長方形 8.40 0.85 77 
156 北北東～南南西 長方形 4.25 0.65 79 
157 北北東～南南西 長方形 2.00 0.55 78 
158 北北東～南南西 長方形 2.10 0.90 75 
159 北北東～南南西 不明 1.10 76 
160 西北西～東南東 長方形 2.80 0.60 80 
161 北東～南西 長方形 3.45 0.55 136 
162 西北西～東南東 長方形 4.68 0.55 129 
163 西北西～東南東 長方形 3.42 0. 70 130 
164 北北東～南南西 不明 (1.65) 0 70 127 
165 北北東～南南西 長方形 4.55 0.55 1号溝 128 
166 北北東～南南西 （長方形） (3.00) 0.60 126 
167 北北東～南南西 長方形 2.50 0.65 1号溝 54 
168 北北東～南南西 長方形 4.25 0.55 58 
169 北東～南西 長方形 5.25 0.60 1号溝、 170号土坑 56 
170 東～西 長方形 2.80 0.85 169号土坑 57 
171 東北東～西南西 不整長方形 1.90 0 45 70 
172 北東～南西 方形 2.25 1.65 0 92 1号溝 55 
173 西北西～東南東 長方形 8. 75 0.65 174号土坑 269 
174 西北西～東南東 長方形 2.10 0.70 173号土坑 270 
175 西北西～東南東 長方形 1.50 0.45 1号溝 272 
176 北北東～南南西 長方形 12.30 0.85 177号土坑 273 
177 北東～南西 長方形 (2.40) 0.85 176号土坑 274 
178 西北西～東南東 長方形 4 70 0.70 179号土坑 51 
179 西北西～東南東 長方形 (3 55) 0. 75 178 • 180号土坑 52 
180 西北西～東南東 長方形 4 65 0 70 179号土坑 53 
181 北北東～南南西 長方形 5.65 0 70 50 
182 北東～南西 長方形 3 90 0 65 49 
183 北北東～南南西 長方形 4 75 0.50 47 
184 東北東～西南西 長方形 4 00 0.60 46 
185 西北西～東南東 長方形 (4.00) 0.60 125 
186 北北東～南南西 長方形 (1 25) 0 60 銭貨 187号土坑 120 
187 西北西～東南東 長方形 1.40 0 55 186号土坑 124 
188 北北東～南南西 長方形 2 00 0 65 123 
189 北～南 方形 1. 70 1.20 122 
190 西南西～東北東 長方形 (2.25) 0.85 121 
191 北東～南西 長方形 2.30 0.60 48 
192 北北東～南南西 長方形 4.40 0.70 193号土坑 44 
193 北北東～南南西 不明 0 55 (0.30) 192号土坑 45 
194 北西～南東 長方形 1.50 0 40 43 
195 北北東～南南西 長方形 2 80 0 45 197号土坑 42 
196 北西～南東 長方形 3.50 0 45 198号土坑 41 
197 北西～南東 長方形 3 85 0.50 195 • 198号土坑 40 
198 北東～南西 長方形 (1. 75) 0.55 196 • 197号土坑 39 
199 西北西～東南東 長方形 4.15 0.65 37 
200 北北東～南南西 長方形 3.90 0.65 201 • 203号土坑 36 
201 西北西～東南東 長方形 (1.00) 0.65 200 • 203号土坑 35 
202 西北西～東南東 長方形 3.10 0.60 200 • 201 • 204号土坑 38 
203 西北西～東南東 長方形 5.15 0.70 203号土坑 34 
204 東～西 長方形 1.65 0 75 33 
205 北北東～南南西 長方形 2 00 0 50 32 
206 西北西～東南東 長方形 11.40 0 70 207 • 210 • 211号土坑 30 
207 北北東～南南西 長方形 (7 15) 0 50 206 • 208 • 209号土坑 26 
208 円形 0.95 0.85 207 • 209号土坑 27 
209 西北西～東南東 長方形 (2.50) 0. 70 207 • 208号土坑 28 
210 北北東～南南西 長方形 6 00 0. 70 206号土坑 29 
211 北北東～南南西 長方形 (3. 70) 0 65 206号土坑 287 
212 西北西～東南東 長方形 2 10 0.45 284 
213 西北西～東南東 長方形 5.45 0.65 31 
214 西北西～東南東 長方形 (1.95) 0.55 278 
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第3章 l面(Hr-FP上面）の遺構と遺物

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

215 西北西～東南東 長方形 5. 75 0.80 216号土坑 276 

216 西北西～東南東 長方形 (2.80) 0 70 215号土坑 277 

217 西北西～東南東 長方形 2.55 0.40 1号溝 275 

218 西北西～東南東 長方形 3.95 0.85 219号土坑 279 

219 西北西～東南東 長方形 3.95 0.60 218号土坑 280 

220 西北西～東南東 長方形 (2.65) 0 95 1号溝、 221号土坑 281 

221 東～西 長方形 (1.55) 0 80 1号溝、220号土坑 282 

222 北北東～南南西 長方形 2.65 0 65 285 

223 北北東～南南西 長方形 6.25 0.65 286 

224 北北東～南南西 不明 (0. 70) (0. 75) 284 

5.溝

IV区1面では、溝が 2条検出された。 1号溝及び

2号溝共に、「く」の字型を呈する。 1号溝は連続し

ているが、 2号溝は一部断続的である。

1号溝は、まず北北東～南南西に走行する部分と

北西～南東に走行する部分に分かれる。北北東～南

南西に走行する部分の規模は、全長約30m・幅約50

cm~80cm・深さ約25cm~60cmである。重複は、 220号・

221号 ・217号土坑と認められたが、新旧関係は溝の

方が古く土坑の方が新しい。北西～南東に走行する

部分の規模は、全長約55m・幅約60cm~1.8m・深さ

約25cm~60cmである。重複は、 165号・167号・169号・

172号土坑と認められたが、新旧関係は溝の方が古く

土坑の方が新しい。

第3章表20 N区l面溝計測表

2号溝は、 1号溝と同様に、まず北北東～南南西

に走行する部分と北西～南東に走行する部分に分か

れる。北北東～南南西に走行する部分の規模は、全

長約20m・幅約40cm~80cm・深さ約15cm~50cmであ

る。重複は、 115号 ・174号 ・175号土坑と認められた

が、新旧関係は溝の方が古く土坑の方が新しい。北

西～南東に走行する部分の規模は、全長約58m・幅

約60cm~1.6m・深さ約15cm~50cmである。重複は、

96号 ・116号 ・127号 ・132号土坑と認められたが、新

旧関係は溝の方が古く土坑の方が新しい。 1号溝及

び2号溝共に、覆土は、黒褐色土及び FPであり、底

部に砂等の堆積が無いため、水が流れた痕跡は認め

られない。

遺構名 走行方向
規 模

全長 幅 深さ
遺物 重 複

1号溝 北北東～南南西 ・北西～南東 約30m~55m 約50cm~1.8m 約25cm~60cm 無し
165号・167号・169号・172号・217号・220
号・221号土坑

2号溝 北北東～南南西 ・北西～南東 約20m~58m 約40cm~1.6m 約15cm~50cm 無し
96号・115号・116号・127号・132号・174号・
175号土坑

△ 
1号溝

C- 旦
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ヘ ＼

L=206. l0m 

L =205. 20m 

.ll..’ 

C-C' 

1.黒褐色土 FP混じり、黒色土。

B-

L =205. OOm 

••' N区 1面 1号溝
A-A' 

I. 黒色～黒褐色土段丘崖際のみ
に残存。 FPを含む。

1. 黒褐色土 FP(</, 1 cm以下）を

非常に多く含む。

2.黒褐色土 FP(¢, 2 cm以下）を
多く含む。

3.黒褐色土 FP(¢, 2 cm以下）を
やや多く含む。

4. FP(¢, 1 cm以下）を主体とし、黒

褐色土粒を多く含む。

B-B' 

1.黒褐色土 FP(¢,3cm以下） を多く含む。

2.FP(¢,3cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を多 く含む。

゜
1: 50 2m 

第3章第49図 N区1面 1号溝断面
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第 4節 IV区1面の遺構と遺物
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2号溝 (88土坑）
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3. FP(</>2cm以下）を主体とし、黒褐色土粒

を多く含む。
L -204. 80m 

A
-

△ C
-

三
L =205. OOm 

w区 1面 2号溝

A-A' 

I. 黒色～黒褐色土 段丘崖際のみに残存。 FPを含む。

1. 黒褐色土 FP(<f,2cm以下）を多く含む。

2.黒褐色土 FP(</,3cm以下）を非常に多く含む。

3.FP(</,2cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を多く含む。

丘'

＿ユーノ

L =206. !Om 

C-C' 

1. 黒褐色土 FP混じり、黒色土。

゜
1 : 50 2m 

第3章第50図 w区 1面 1号・ 2号溝、 2号溝断面
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第3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

1号溝出土馬歯 （PL.8) 

IV区 1面の 1号溝から、馬歯が検出された。本 1

号溝は、 IV区の北側に位置し、「く」の字型を呈して

いる。本馬歯は、北西から南東にかけて続く溝の東

側で検出されている。

自然科学分析によると、本馬歯は、上顎左右のM

1 （第 1大臼歯） ～M3 （第 3大臼歯）の 6本であ

る。同一個体のもので、性別不明で約 3歳～ 4歳の

幼齢馬であると推定されている。

｀` 

ー`
一

No. 4 

NN0[久□°17

N o. 2 N o. 5 

ヽ

‘ 

゜
l : 20 50cm 

第3章第51図 N区l面 1号溝出土馬歯

第3章写真7 N区1面 1号溝出土馬歯 第3章写真8 N区1面1号溝出土馬歯
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第 5節 V区 1面の遺構と遺物
V区の総面積は2,545.lrriて＼調査区の中では最小

の面積であり、 2箇所に分かれる。 1面は、 6世紀

中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP

(Hr-FP)層の上面である。したがって、時代は 6

世紀中頃～近代までとなる。但し、ほとんどの遺構

は中世～近代であると推定される。 V区1面では、

第5節 V区1面の遺構と遺物

掘立柱建物 1棟・土坑111基・ピット 62基が検出され

た。なお、 I区及びII区の間の農道下から、墳丘部

を削平された古墳が検出されているが、 I区と II区

のどちらにも入らず、しかも時代も古墳時代である

ために、章を別にして第 4章で報告している。

第3章写真 9 V区1面空撮［上が北］
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第 3章 l面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物
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第3章第54図 V区 1面（Hr-FP上面）遺構位置図（2)
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第 5節 V区1面の遺構と遺物
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第3章第55図 V区1面 (Hr-FP上面）遺構位置図（3)
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

1. 掘立柱建物 (PL.11) 

V区1面から、掘立柱建物が 1棟検出された。本

1号掘立柱建物は、調査区南部中央に位置する。

規 模： 基本は、 1間X 3間であるが、変則的に

ピットが 2基認められる。柱穴の中心から計測して、

桁行（長軸）約6.2m・梁行（短軸）約3.6mである。

柱 穴： 柱穴は、全部で10基検出された。柱穴の

大きさは、直径約40cm～約1.45mとばらつきがあり、

深さ約15cm～約55cmでばらつきがある。

桁 間：桁間は、柱穴の中心で計測して、約 lm

～約1.2mである。

梁 間： 梁間は、柱穴の中心で計測して、約3.6m

である。

遺 物： 遺物は、検出されなかった。

時 期： 時期を推定できる遺物は検出されなかっ

たため、時期は不明である。しかしながら、恐らく、

中世～近世であると推定される。

重 複： 重複は、柱穴の P8と15号土坑に認めら

れた。新旧関係は、 P8の方が新しい。また、本掘

立柱建物の内部に、 14号土坑と16号土坑が検出され

た。本掘立柱建物と関連するのかどうか及び新旧関

係も不明である。

叫）090Z~ 1 

V Td Zd Sd ヤd
、V ＼ 

In ol ò| 

てi
u 

トー』 V 、V
2., 

P3 ぶ｝ P4 P5 
•ヽ グ‘

災
r→ 

II 

彗

魯

§ 

“ 〕姜

且こ只□三 し こ B' a 
勺 l l 

に゚一~

一
I~ 

2| 叫

p 10 pg P8 
且． P7 P6 

L~206.00m 15土坑

V区 1面 1号掘立柱建物

A-A'、B-B' 

1.黒褐色土 FP混土。やわらかい。

2.黒褐色土 FP混土。FP多く、やや明るい色調。

3. にぶい黄褐色土 FP混土。 FP主体。

15(31)号土坑

黒褐色土 FP少ない。黒色土主体でフカフカした土。

第3章第56図 V区1面1号掘立柱建物
゜

1 : 80 2m 
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第 5節 V区1面の遺構と遺物

2.土坑（PL.10) 

V区1面から、土坑が111基検出された。これらの

土坑は、時代を特定できる出土遺物もほとんどない

ため、構築時期は不明であるが、ほとんどが中世～近

代であると推定される。白井地区ではこんにゃく栽

培が盛んであり、こんにゃく芋を冬期に保存する際、

穴を掘って埋めたと言われている。これら土坑の多

くは、この痕跡であると推定される。

ここでは、 111基の土坑中、 10号・ 11号・ 13号・ 14

号・ 17号・ 29号・ 30号・ 35号 •97号・ 107号・ 108号

土坑の11基の土坑について、平断面図を示した。な

お、平面図の縮尺は 1/100で、断面図の縮尺は1/50

で示している。

ヽ
10 • 11号土坑

-A 

△ 

L =205. 80m 

14号土坑

A A' ． ．  

V区 1面14(30)号土坑

1.黒褐色土 フカフカしてやわら

かい。 FPごく少星。

2. FPの崩落土

3.暗褐色土 FP主体。

4.黒色土 FP少量混入する。

A-

L =205. 70m 

A' 

△’ 

L ~ 205. 80m 

V区 1面10(89) • 11 (81)号土坑

1. FP主体粒小さい。砂利のよう。

2. FP主体粒大きい。¢,2~3 cm程度。
3. FP主体 ¢, 2 cm程度。
4, FP主体黒色土が混じる。

5. FP主体粒大きい。¢,2~3 cm程度。
6.黒色土粒の小さな FPを含む。

7. FP主体砂利のような FP。
8. FP主体砂利のような大きさに、¢,2 cm 

程度の FPが少し混じる。

9. FP主体砂利のよう。

10. FP主体 ¢, 2 cm程度。
ll．黒色土粒の小さな FPを含む。

17号土坑

＼
 

•
し
,

ー

_
1

A-

V区 1面13(44)号土坑

1. FP主体粒大きい。<f>5 cm程。汚れて

いる。

2.黒色土 FP混土。 FPは羅少ない。

3. FP主体 粒小さい。</>1 cm程。汚れて

いる。

4.黒色土 FP少ない。 2層と同様の土。

A △ 

L ~206. OOm 

V区 l面17(28)号土坑

1.暗褐色土汚れた FP主体層。

゜
I : 100 4m 

゜
1: 50 2m 

第3章第57図 V区1面土坑（1)
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第 3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

29 • 30号土坑

35号土坑

A- △ 

A

＿
 

バ
一

97号土坑

30土 29土
公． ぶ

ベ
L ~206. OOm 

V区 1面29(11) • 30 (10)号土坑

1. 暗褐色土 FP混土（少量）新しそう。 FPがわずかに

互層して入る。

2. FP主体 汚れた FP

3.黒色土 FP混土。黒色土主体。

A △’ 

L =206. 40m 

V区 1面35(15)号土坑

1.暗褐色土 FP混土、黒色土主体。

2.汚れた FP

＼
A
-

吐

゜
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〉゚

ー7
 ゜

ー

△ 
107士 108士

六

＼
 

△ 

△’ 

△ 

L =205. 40m 

A' 

V区 1面97(108)号土坑

1. FP(<f,lOcm以下）を主体とし、礫(¢,20cm以下）を非常に

多く含む。

2. FP(¢,3cm以下）を主体とし、黒褐色土粒を多く含む。

107土

L =206. OOm 

V区 1面107(120) • 108 (121)号土坑
1.黒褐色土 FP(</,3cm以下）を多く含む。
2.黒褐色土 FP(</,3cm以下）、礫（</,5~20cm)を含む。

第 3章第58図 V区 1面土坑（2)
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゜
1: 50 2m 

84 



第 5節 V区1面の遺構と遺物

1
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第3章第59図 V区 1面出土陶磁器・金属製品

第3章表21 V区 1面出土陶磁器観察表（PL.11) 

番号 遺構名 旧遺構番号 種別・器種 計測値(cm) 残存状態 成・整形技法の特徴 備 考

1 28号土坑 12号土坑 軟質陶器 残高 • 4.6 体部破片 耳部残存しないが、器厚から内耳鍋と判断した。 在地。中世

内耳鍋

2 77号土坑 57号土坑 陶器 底・(143) 底部破片 体部外面灰釉。 瀬戸・美濃

植木鉢 残高•36 18世紀～19世紀

3 77号土坑 57号土坑 陶器 底・(14.0) 底部破片 内面使用により磨滅。 堺•明石。江戸時代
擢り鉢 残高 • 3.0

4 表採 磁器 底・(2.2) 体部～底部 型作り。紅皿と同様な作り。釉調であるが、深い 肥前

ミニチュアか、紅皿 残高・2.3 碗形を呈する。江戸時代から明治初期であろう。 江戸～明治初期

第3章表22 V区 1面出土金属製品観察表（PL.11) 

番：I83:::1]::::号1:：の種類

第3章表23 V区 l面土坑計測表

計測値 (cm)

直径 I 厚さ
重量(g) I残存状態 備 考

2.3 0.1 1. 7 Iほぼ完形 I表面の腐食により不読。銅銭。

翡 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

1 北北東～南南西 楕円形 1.20 0.70 
2 北北東～南南西 長方形 1.80 0.70 86 
3 西北西～東南東 長方形 1. 70 0.60 90 
4 円形 1.15 1.00 85 
5 西北西～東南東 長方形 2.70 0.75 84 
6 北北東～南南西 長方形 1.95 0.65 83 
7 北北東～南南西 長方形 5 40 8 • 9号土坑 42 
8 長方形 7 • 9号土坑 91 ， 長方形 0.10) 1.00 7 • 8号土坑 82 
10 北北東～南南西 （長方形） (6.95) 1.45 11号土坑 89 
11 北北東～南南西 長方形 1.00 10号土坑 81 
12 西北西～東南東 楕円形 1.65 0.80 43 
13 北北東～南南西 長方形 (8.60) 1.00 0.98 44 
14 西北西～東南東 長方形 2.50 1.10 0. 72 30 
15 西北西～東南東 不明 (0.80) 1.00 1号掘立柱建物 P8 31 
16 北北東～南南西 長方形 1.90 0.95 32 
17 北北東～南南西 長方形 5.50 0.85 0.60 22号ピット 28 
18 北北東～南南西 長方形 1.30 0 65 41 
19 北北東～南南西 長方形 (3.95) 1 00 20 • 21号土坑 40 
20 長方形 (3.60) 0.90 19 • 21号土坑 38 
21 長方形 4.10 0.85 19 • 20号土坑 39 
22 北北東～南南西 長方形 2.95 0.60 26 
23 北北東～南南西 長方形 4.10 0.60 45 
24 西北西～東南東 長方形 1.55 0.50 46 
25 北北東～南南西 長方形 2.00 0.95 26号土坑
26 北北東～南南西 長方形 3.40 0.80 25号土坑 29 
27 北北東～南南西 長方形 1.85 0.75 14 
28 西北西～東南東 長方形 5.50 0.85 軟質陶器内耳鍋 12 
29 北北東～南南西 長方形 2.50 0.85 0.50 11 
30 北北東～南南西 長方形 12.30 1. 70 0.16 31 • 32号土坑 10 
31 西北西～東南東 長方形 (3.50) 0.90 30 • 32号土坑 8 
32 西北西～東南東 長方形 (1.90) 0.70 30 • 31号土坑 ， 
33 西北西～東南東 長方形 2.35 0.90 13 
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第3章 1面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

34 西北西～東南東 楕円形 1 50 0 65 
35 北北東～南南西 長方形 6 95 1 95 0.38 15 

36 北北東～南南西 長方形 2 50 0 85 16 

37 西北西～東南東 長方形 3 65 0 85 17 

38 西北西～東南東 不整長方形 1.80 0 65 39号土坑 35 

39 西北西～東南東 不整長方形 1 90 0 70 38号土坑 34 

40 北西～南東 勾玉形 1.50 0.55 
41 北北東～南南西 楕円形 3.20 1.20 37 

42 北北東～南南西 不整長方形 2.15 0.45 
43 北北東～南南西 （長方形） (1.50) 0.50 80 

44 円形 1.50 1.35 25 

45 北北西～南南東 楕円形 1.90 1.10 24 

46 北北東～南南西 長方形 2.15 0.65 47号土坑 19 

47 北北東～南南西 長方形 3 45 0.80 46号土坑 18 

48 北北東～南南西 長方形 11.95 1.15 49号土坑 3 

49 北北東～南南西 長方形 (2. 70) 0.85 48号土坑 2 

50 北北東～南南西 長方形 3.85 0.95 33 

51 北北東～南南西 長方形 12.65 0.80 52号土坑 4 

52 西北西～東南東 長方形 1 80 0.95 51号土坑 5 

53 北北東～南南西 不整形 4 40 1 95 41~44号ピット 6 

54 北～南 楕円形 1.10 0.85 79 

55 西北西～東南東 長方形 (1. 95) 0.90 78 

56 北北東～南南西 長方形 2.00 0.80 57号土坑 77 

57 北北東～南南西 長方形 (1.80) 0.60 56 • 58号土坑 76 

58 北北東～南南西 長方形 (4.80) 0.85 57号土坑 75 

59 不明 (0. 70) 0.70 60号土坑 88 

60 円形 0.75 0.70 59号土坑 87 

61 不明 1.00 0.45 
62 北北西～南南東 楕円形 1.45 1.30 23 

63 北北東～南南西 長方形 4 75 0 75 73 

64 北～南 （長方形） (1 40) 1.30 65号土坑 21 

65 西北西～東南東 長方形 2.85 0.65 64号土坑 20 

66 北北東～南南西 長方形 3 95 0 75 1 

67 西北西～東南東 長方形 1.60 0.80 68 

68 北北東～南南西 長方形 3.25 0. 70 67 

69 円形 0.70 0. 70 71 

70 楕円形 0 85 0.45 70 

71 不明 (0.40) 0.80 
72 北北東～南南西 長方形 (3.40) 0.30 64 

73 西北西～東南東 長方形 1.85 0. 70 55 

74 西北西～東南東 楕円形 1.55 0.90 53 

75 西北西～東南東 長方形 1.90 0.95 49 

76 西北西～東南東 長方形 2.30 0.80 48 

77 北北東～南南西 （長方形） (3.85) 1.15 陶器植木鉢 ・播鉢 78 • 79 • 80 • 81号土坑 57 

78 不明 77 • 79 • 80 • 81号土坑 56 

79 不明 77 • 78 • 80 • 81号土坑 59 

80 不明 77 • 78 • 79 • 81号土坑 58 

81 不明 77 • 78 • 79 • 80号土坑 60 

82 西北西～東南東 長方形 3.15 0 85 50 

83 西北西～東南東 （長方形） (2.25) 0.75 銭貨 84号土坑 52 

84 不明 (1.00) 0.40 83 • 85号土坑 51 

85 西北西～東南東 （長方形） (3.10) 0.80 84号土坑 47 

86 西北西～東南東 長方形 1.85 0.65 97 

87 北北東～南南西 不明 0 70 (0.40) 99 

88 円形 1.25 1.10 98 

89 西北西～東南東 不整形 0 95 0.45 100 

90 西北西～東南東 不明 0 80 (0.35) 101 

91 北北東～南南西 （長方形） (3 70) 0. 75 125 

92 北北東～南南西 長方形 1 60 1.00 102 

93 北～南 長方形 1.00 0.65 103 

94 西北西～東南東 長方形 1 05 0.40 104 

95 西北西～東南東 長方形 2.15 1 25 106 

96 西北西～東南東 長方形 1.60 0.55 107 

97 北北東～南南西 方形か (2.65) 2 15 0 54 98号土坑 108 

98 西北西～東南東 長方形 2 45 0 65 97号土坑 109 

99 東北東～西南西 （長方形） (1.00) 0 70 110 

100 北北東～南南西 （長方形） (1.20) 0 70 102号土坑 114 

101 東～西 不明 (0.65) 0.60 102号土坑 115 

102 西北西～東南東 長方形 2.60 0.50 100 • 101号土坑 113 

103 北北東～南南西 不明 (0.55) 0.60 111 

104 北北東～南南西 （楕円形） (1.80) 0.70 119 

105 北北東～南南西 （長方形） (2.65) 0.95 106号土坑 117 

106 西北西～東南東 （長方形） (1.25) 1.35 105号土坑 ll8 
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第 5節 V区1面の遺構と遺物

蒻 長軸方向 平面形状
規模 (m)

出土遺物 重 複 旧番号
長径 短径 深さ

107 北北東～南南西 長方形 3.00 0 85 0.28 108号土坑 120 
108 北北東～南南西 長方形 1.60 0.65 0.18 107号土坑 121 
109 北北東～南南西 長方形 3 00 0.65 122 
llO 北北東～南南西 不明 0 90 (0.30) 124 
111 北北東～南南西 不明 1.10 0 60 123 

第3章表24 V区 1面ピット計測表

ビット
長軸方向 平面形状

規模 (m)
出土遺物 重 複 旧番号番号 長径 短径 深さ

1 西南西～東北東 円形 0.57 0.50 
2 北～南 不整円形 0.60 0.38 
3 東～西 円形 直径 0 54 
4 北～南 円形 直径 0 44 
5 北～南 楕円形 0 44 0 35 
6 北北西～南南東 楕円形 0.56 0 35 
7 北北西～南南東 楕円形 0.58 0.30 
8 東～西 不整円形 0.38 0.28 ， 東～西 円形 直径 0 54 
10 東～西 不整形 0.68 0 48 
11 南西～北東 不整円形 0.60 0.48 
12 北～南 円形 直径 0.40 
13 北北東～南南西 楕円形 0.46 0.28 21号ピット
14 北北東～南南西 楕円形 0 61 0.28 22号ピット
15 東北東～西南西 楕円形 0.63 0 34 23号ピット
16 北北西～南南東 楕円形 0.88 0 42 11号ピット
17 円形 直径 0 44 1号掘立柱建物 P4 24号ピット
18 北北東～南南西 楕円形 0.56 0.30 10号ピット
19 北北東～南南西 不整形 0.92 0.31 9号ピット
20 北東～南西 楕円形 0.50 0.38 7号ピット
21 北東～南西 楕円形 0 52 0.31 8号ピット
22 不明 不明 (0 42) 17号土坑 14号ピット
23 北～南 楕円形 0 65 0 33 20号ピット
24 北北西～南南東 楕円形 0.39 0 27 19号ピット
25 北東～南西 楕円形 0.45 0.32 6号ピット
26 円形 直径 0.32 16号ピット
27 円形 直径 0 37 4号ピット
28 円形 直径 0 43 5号ピット
29 東北東～西南西 楕円形 0.55 0 33 2号ピット
30 北西～南東 楕円形 0.56 0 28 28号土坑 3号ピット
31 西北西～東南東 長円形 0.51 0. 28 
32 円形 直径 0.42 12号ピット
33 北北西～南南東 楕円形 0.68 0.48 1号ピット
34 北東～南西 楕円形 0 48 0.36 
35 北西～南東 不整形 1.08 0.53 26号ビット
36 西北西～東南東 楕円形 0.65 0 38 18号土坑 17号ピット
37 西北西～東南東 不整円形 0.56 0 53 
38 北西～南東 不整形 0.98 0 68 
39 北東～南西 楕円形 0.57 0.38 30号土坑 13号ピット
40 西北西～東南東 不整円形 0.48 0.30 
41 東～西 円形 直径 0.40 
42 東～西 円形 直径 0.38 
43 東～西 円形 直径 0.38 
44 北北東～南南西 長円形 0.65 0.34 
45 円形 直径 0.63 
46 北西～南東 長円形 0 72 0.40 22号土坑
47 東北東～西南西 楕円形 0.45 0.30 63号上坑
48 北～南 不整形 0 63 0.23 
49 北西～南東 楕円形 0 58 0.36 
50 北東～南西 楕円形 0.36 0 26 
51 西北西～東南東 楕円形 0.50 0.33 52号ピット
52 不明 (0.48) 51号ピット 72号土坑
53 北北西～南南東 長円形 0.65 0.32 69号土坑
54 北北西～南南東 楕円形 0.40 0.21 
55 東北東～西南西 楕円形 0.45 0.30 
56 北西～南東 楕円形 0 35 0.20 
57 円形 直径 0.65 54号土坑
58 円形 直径 0 43 
59 西北西～東南東 不整形 0.62 0.26 
60 北西～南東 楕円形 0.90 0.60 105号土坑
61 北西～南東 楕円形 0 70 0.60 112号土坑
62 西～東 円形 0 65 0 60 116号土坑
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第 3章 l面 (Hr-FP上面）の遺構と遺物

第 6節 1面(FP上）遺構まとめ
I区～v区の 1面 (FP上）の総調査面積は、

24,106.4面である。これら調査区からは、平安時代

住居 1軒・掘立柱建物 3棟・伏窯 3基・土坑624基・

ピット67基 ・溝 8条・道状硬化面 3条が検出された。

これらの遺構の時期は、特定できる遺物の検出が少

ないためそのほとんどが不明である。しかしながら、

恐らく、中世～近代に属すると推定される。

なお、 I区北部及びII区南部とその中間の村道下

から、 7世紀代の 1号古墳が 1基検出されているが、

FP軽石を掘り込んで構築しており、時期も他の 1

面遺構とは異なるために章を別立てにして報告して

いる。

1. I区1面まとめ [3,461.3rri汀

I区l面からは、掘立柱建物 1棟・土坑112基・ピッ

ト8基が検出された。

第3章表25 1面遺構まとめ

区 名 調査区面積 住居 掘立柱建物

I区 3,461.3m' 1棟

II区 4, 751.3m' 

III区 5, 958.2m' 

IV区 7,390.5m' l軒 1棟

V区 2,545.lm' l棟

総 計 24,106 4m' l軒 3棟

88 

伏窯

1基

2基

3基

2. II区l面まとめ[4, 751. 3rri汀

II区1面からは、土坑87基・溝 2条が検出された。

3. III区l面まとめ［5，958.2m汀

III区1面からは、伏窯 l基 ・土坑89基 ・溝 4条 ・

道状硬化面 2条が検出された。

4. IV区1面まとめ [7,390.5rri汀

IV区1面からは、平安時代の住居 1軒・掘立柱建

物 1棟 ・伏窯 2基・土坑224基・溝 2条が検出された。

5. V区1面まとめ [2,545.lm'] 

V区1面からは、掘立柱建物 1棟・土坑111基・ピッ

ト62基 ・道状硬化面 1条が検出された。

土坑 ピット 溝 道状硬化面

112基 8基

87基 2条

89基 4条 2条

224基 2条

111基 62基 1条

623基 70基 8条 3条



第 4章 I • II区間 1号古墳の調査

調査区の I区北部及びII区南部とその間に位置する農道下から、墳丘部を削平された古墳が 1基検出された。こ

の I・II区間 1号古墳（以下、 1号古墳）は、 I区と II区にまたがっており、しかも、 FP(Hr-FP)を掘り込んで

構築しており 1面や 2面とも時期が異なるため、章を別立てにした。

群馬県には、 1938（昭和13)年に県内8,423基の古墳を集成した 「上毛古墳総覧」があるが、この 1号古墳は総覧

に記載されていない。恐らく、調査時にはすでに墳丘部が削平されていたために認識されなかったと推定される。

1号古墳は、 6世紀中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP(Hr-FP)層を掘り込んで構築しており、年代

は約 7世紀後半の古墳終末期であると推定される。本 1号古墳の石室の規模は、全長3.2m・玄室長2.llm・羨道長

1.19m・玄室最大幅1.10m・羨道前幅0.79mである。墳形は円墳で、規模も約15m以下であると推定される。渋川

市の白井地区には、白井古墳群が存在するが、 1号古墳はこの古墳群の北側に位置することになる。なお、 1号古

墳の玄室からは、微細な破片の状態で人骨が検出されたが同定は不可能であった。また、遺物として土師器坪の他、

須恵器の台付碗 ・台付長頸壺 ・蓋 ・坪 ．塊 ・大甕が検出されている。

次頁からの原稿は、平成14年度の2003（平成15)年 2月～同 3月にかけて、当時遺跡発掘担当者として本 1号古

墳を調査した、現群馬県立歴史博物館学芸係専門員（学芸員）の杉山秀宏氏による。

第4章写真 1 I • II区間 1号古墳空撮［上が北］



第 4章 I • II区間 1号古墳の調査
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第 1節 白井北中道III遺跳 1号古墳
1. はじめに

白井地区には、白井古墳群と呼ばれるHr-FP降下

後の古墳が現在確認されている中で26基ある。

しかし、吾妻川・利根川の合流地点付近から南中道

までで、それより北側では確認されていなかった。

本古墳は、白井古墳群の最北端に位置するものであ

る。（第 2図）

当古墳は『上毛古墳総覧』にも載っておらず、調

査前にはその存在を一切認めなかった。軽石を剥い

でいく中で、石室の基底部がいきなり検出されたこ

とにより、初めて古墳と認定されたものである。

2.古墳の構築順から見た遺構の説明

今回の報告では、当古墳をその構築・使用順に沿っ

て遺構の説明をしていこうと思う。

構築の順序としてまず、①石室の掘り方を掘削す

る。②前庭設置予定地下部に深い土抗を掘り、黒土

を採取した後埋めて、石室掘り方土抗と同じレベル

に合わせて、黒土を前庭床面から羨道構築予定地の

南半分位まで敷きこむ。③奥壁、側壁の順に石を積

み上げ、控え積みの石を裏側にいくつか積み上げな

がら、墳丘の軽石を積み上げていく。④⑬）と併行し

て、玄室・羨道下部に平石を敷いた後、同じく、玄

室・羨道に小石を敷き詰める。⑤前庭に弱くハの字

形に拡がる石列を築く。⑥墳丘を仕上げる。⑦遺体

を納め、副葬品を置く。⑧石室を閉塞する。

以上のような大きく 8工程が考えられる。以下、

①～⑧までのエ程ごとの説明を行う。

①工程（石室の掘り方掘削）…第 3図、第11図①

古墳の石室を築こうとする地点に石室の掘り方の

土坑を掘削する。深さ約50cm、隅丸長方形で長辺8.4

m、短辺3.4mで、軽石層中位までで掘るのを止めて

おり、軽石面で、平坦面を形造る。この面には何ら

の造作もない。この上に直接石室の基底石を置いて

いる。

②工程（前庭下部土坑掘削・埋土・整形）

…第 3図、第 4図A断面図、第 5図F・G・H

断面図、第11図②工程—①②

第 1節 白井北中道III遺跡 1号古墳

南側の前庭となる予定の区域の下に深い土抗を掘

る。上坑は深さ lm、長径3.55m、短径3.40mを有

する不正円形で、その後に築かれた石室や前庭との

機軸線とは方角としてはやや東向きにずれている。

三段構造になっており、まず、やや緩やかな傾斜角

で、 lmほど掘削した後、少し平坦面を設け、北側

と南側両方に 2ヶ所、平面不整円形にさらに深く

0.25~0.3mほど掘り下げている。その一番深く掘り

下げた平坦面の底面に、複数の不整円形の径

0.7~1.2mの土坑があり、その土坑の底面には鋤先

の掘削痕跡がいくつか明瞭に残っており、整地をし

ようとする意識の無いことが分かる。なぜ、これほ

ど深く掘削したのかであるが、この深さまで掘るこ

とで初めて軽石下のかつて表土であった黒土が出土

するので、先ほど述べたような、整地をしようとす

る意識の無いことなども併せて考えてみると、黒土

を採取するために掘削したものであろう （注①）。その

第4章第 2図 白井古墳群分布図
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第 4章 I • II区間 1号古墳の調査
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第4章第 3図 I • II区間 1号古墳石室掘り方・前底部土坑
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色

土
が
混
じ
る
。

11
. 

F
P
軽

石
混

土
細

粒
の

軽
石

を
主

体
に

15
％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

12
.

暗
褐

色
土

や
や

硬
質

で
F
P
軽
石
を

35
％
含
む
。

13
.

 F
P
軽

石
混

土
粗

粒
の

軽
石

を
主

体
に

35
％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

14
.

 F
P
軽

石
混
土

大
粒

の
軽

石
を

主
体

に
10

％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

15
. 

F
P
軽

石
混

土
13

層
に
準
じ
る
。

16
.

黒
褐

色
土

6
層

に
準
じ
る
が
色
調
や
や
暗
い
。

17
. 

F
P
軽

石
混

土
細

粒
の

軽
石

を
主

体
に

45
％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

18
.

 F
P
軽

石
混

土
粗
粒

の
軽

石
を

主
体

に
30

％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

19
. 

F
P
軽

石
混

土
7
層
に
準
じ
る
が
大
粒
の
軽
石
が
下
半
部
に
集
中
。

20
.

黒
褐

色
土

や
や

軟
質

で
F
P
軽
石
を
一
部
プ
ロ
ッ
ク
状
に
集
中
し
て
含
む
。

21
.

 F
P
軽

石
混

土
粗

粒
の

軽
石

を
主

体
に

5
％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

22
.

 F
P
軽

石
混

土
大

粒
の

軽
石

を
主

体
に

5
％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

23
. 

F
P
軽

石
混

土
粗

粒
の

軽
石

を
主

体
に

25
％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

24
.

暗
灰

褐
色

土
や

や
軟

質
で

F
P
軽
石
を

1
0
%
、
F
A
火
山
灰
を

25
％
含
む
。

25
.

 F
P
軽

石
混

土
粗
粒

の
軽

石
を

主
体

に
15

％
の
暗
褐
色
土
が
混
じ
る
。

26
.

暗
灰

褐
色

土
24

層
に

準
じ

る
が

F
P
軽
石
が
比
較
的
多
い
。

27
.

 F
P
軽

石
混

土
大
粒

・
粗

粒
・
細

粒
の

軽
石

が
10

％
の
暗
褐
色
土
と
と
も
に
混
じ
る
。

28
.

暗
灰

褐
色

土
24

層
に
準
じ
る
。

29
.

黒
褐

色
土

3
層
に
準
じ
る
。

30
.

黒
褐

色
上

硬
質

で
F
P
軽
石
を

45
％
含
む
。

3
1. 

F
P
軽

石
混

土
11

層
に
準
じ
る
。

32
.

 F
P
軽

石
涅

土
10

層
に
準
じ
る
。

33
.

 F
P
軽

石
混

土
粗

粒
・
細

粒
の

軽
石

が
5
％
の
黒
褐
色
土
と
と
も
に
混
じ
る
。

34
.

黒
褐

色
土

硬
質

で
F
P
軽
石
を

35
％
含
む
。

35
.

黒
褐

色
土

30
層

に
準
じ
る
が
軽
石
の
粒
子
細
か
い
。

36
.

 F
P
軽

石
混

上
粗

粒
の

軽
石

を
主

体
に

40
％

の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

37
. 

F
P
軽

石
混

土
粗

粒
の

軽
石

を
主

体
に
40

％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。

38
. 

F
P
軽

石
混

土
粗
粒

の
軽
石
が
主
体
で
黒
褐
色
土
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。

39
.

 F
P
軽

石
混

土
大
粒

・
粗

粒
・
細

粒
の

軽
石

が
35

％
の
黒
褐
色
土
と
と
も
に
混
じ
る
。

40
.

 F
P
軽

石
混

土
7
層
に
準
じ
る
。

41
. 

F
P
軽

石
混

土
37

層
に
準
じ
る
。

42
.

 F
P
軽

石
混

土
］
4
層
に
準
じ
る
。

43
.

 F
P
軽

石
混

土
大
粒

・
細

粒
の

軽
石

が
50

％
の

黒
褐

色
土

と
と
も
に
混
じ
る
。

44
. 

F
P
軽

石
混

土
細

粒
の

軽
石

を
主

体
に

5
％
の
黒
褐
色
土
が
混
じ
る
。
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第 4章 I • II区間 1号古墳の調査
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第4章表 1 I • II区間 1号古墳石室使用石材一覧

石No 使用部位 石材 備考

OKOl 玄室 奥壁 鏡石 粗粒輝石安山岩

GEOl II 東側壁 2段目 II 

GE02 II II 3段目 溶結凝灰岩

GE03 JI II II 粗粒輝石安山岩

GE04 II 11 間詰 II 

GE05 II II 2段目 II 

GE06 II JJ II II 

GE07 II II 間詰 石英閃緑岩

GEOS ）） II 3段目 粗粒輝石安山岩

GE09 ）） II 2段目 II 

GElO II II II II 

GEll II II II II 

GE12 II II 根石 II 

GE13 II II II II 

GE14 II II II II 

GE15 II 11 II II 

GE16 II II 11 I/ 

GWOl II 西側壁 2段目 II 

GW02 II II 3段目 II 

GW03 II II 間詰 石英閃緑岩

GW04 II II 2段目 粗粒輝石安山岩

GW05 II II 間詰 石英閃緑岩

GW06 II II 2段目 粗粒輝石安山岩

GW07 II II 間詰 石英閃緑岩

GWO8 II II II II 

GW09 II II 2段目 粗粒輝石安山岩

GWlO II II II JI 

GWll II II II 砂岩

GW12 II II II 粗粒輝石安山岩

GW13 II II 間詰 石英閃緑岩

GW14 II II II II 

GW15 II II II 変質安山岩

GW16 II II II 未確認 逸散

後掘削した黒土が少し混じった FP軽石でこの土坑

を埋めていき、平坦地にする。この平坦面に厚さ10

cmほどの黒色土を敷くのである。この平坦面のレベ

ルは、石室の掘り方の床面に合わせている。

③工程（玄室 ・羨道の構築）

…第 3図、第 4図A~E断面図、第 5図F断面

図、第 6~10図、第11図③工程、表 1

横穴式石室の方位は南面し、 N-16°-Eを測る。

石室は、弱い両袖型を呈し、玄室部は弱い胴張りを

有するものである。

玄室 ・羨道ともに、基底石及び 2~3段までしか

残存しておらず、石室の石の配置順序に関しては

はっきりしない。ただ、通有、奥壁の基底石を置い

てそこを基点に構築する場合が多く、当古墳でもそ

のような構築方法と考えられる。石室全長は、表 1

にもあるように、全長3.2m、玄室長2.llm、羨道長

1.19m、玄室最大幅1.10m、羨道前幅0.79mである。

石の材質は、飯島氏に鑑定をしていただき、その

第 1節 白井北中道III遺跡 1号古墳

石No 使用部位 石材 備考

GW17 玄室 西側壁 根石 粗粒輝石安山岩

GW18 II II II II 

GW19 II II II II 

GW20 ）） ）） 11 変質安山岩

SEOl 羨道 東側壁 2段目 変質安山岩

SE02 II II II 石英閃緑岩

SE03 II II II 粗粒輝石安山岩

SE04 II II II II 

SE05 II II 根石 ）） 

SE06 II II II ｝｝ 

SWOl II 西側壁 2段目 II 

SW02 II II 3段目 II 

SW03 II II 4段目 石英閃緑岩

SW04 II II 3段目 粗粒輝石安山岩

SW05 II /} II 石英閃緑岩

SW06 JI 1/ 2段目 粗粒輝石安山岩

SW07 II II II II 

SW08 II II II 変質安山岩

SW09 II II 根石 粗粒輝石安山岩

SWlO II II II II 

SWll II II II II 

石NQ 使用部位 石材 備考

SmoOl 羨門 西側 粗粒輝石安山岩

Smo02 II 中央 II 

Smo03 II 東側 末確認 逸散

石NQ 使用部位 石材 備考

ZNOl 即 庭 西側壁 3段目 粗粒輝石安山岩

ZN02 II II 4段目 石英閃緑岩

ZN03 II II 2段目 変質安山岩

ZN04 II II 3段目 石英閃緑岩

ZN05 II II II II 

ZN06 II II 根石 粗粒輝石安山岩

ZN07 II II 2段目 II 

結果は表 l、第10図にある。いずれも、すぐ東を流

れる利根川の河原石である粗粒輝石安山岩や石英閃

緑岩を中心に使用している。奥壁 ・側壁ともに石を

置いた後ろ側に控え積みの小石を詰めるが、粗密が

あり、奥壁・玄室北東部コーナーあたりには多いが、

それ以外は少なく、構造的に少し弱かったと考えら

れる。控え積みの外側に黒褐色土を15％ほど混じっ

た軽石を墳丘として積み上げている。ただし、前庭

に近い羨道の南半分位までは、前庭下部より掘り上

げた黒土を中心に裏込めの土として使用しており、

（第 4図―E、第 5図ーFの 1層土）それより北側

の軽石を中心とした裏込めの土とは異なっている。

石積みは、平面形はゆるやかな胴張りで、奥壁は、

鏡石を立てかけるようにして置き、その裏側にやや

小振りの石を 3石置いて安定させている。側石基底

石は長側面を石室内面に向けて平置きに置き、第 2

石は、反対に短側面を石室内面に向けておくことで、

互い違いになっている。玄室の羨道よりの所には玄
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門の門柱石があったと思われる箇所に抜き取り痕跡

があり（第 3図、第 4図C断面B層）、本来は、石室

の調査途中で出土した棒状の石が 2点あり、それが

門柱石であった可能性が高い。

羨道は、非常に短く lm強で、末期の特徴を示し

ている。石積みの仕方は、玄室と同じく基底石は平

置きで、第 2段石は、長側面の方向が替わって互い

違いに置くようになっている。

④工程（玄室 ・羨道床面石 ・円礫の設置）

…第 4図ーB~D断面図、第 7• 8図

玄室・羨道をほぼ築いた段階で、玄室・羨道内に

平石を置いたものと思われる。羨門の所の床面には、

縦長に偏円形の平石を 3石並べている。また、玄門

の地点に横長の大石を桐石として石室主軸に直行す

る形で置いており、前述したようにその両側に門柱

石を置いていた。床石はすべて、奥 ・側壁の石と同

様に利根川の河原石を持ち込んだものである。その

後、玄室 ・羨道ともに径 2~10cmほどの円礫を平石

の上に敷き詰めている。

⑤工程（前庭の造作）…第 7• 8 ・12図

弱くハの字形に開く側石を数石置いて、前庭の空

間を造る。羨道に比べてやや小振りの、利根川から

持ってきた河原石を数段置いている。前庭の床面は、

当初、黒土で覆われていたものと思われる。前庭か

らの出土遺物は土師器と須恵器で、東側を中心に出

土している。ここで気をつけたいのは、羨門前東側

より床面上でほぼ完形の土師器坪が 1個出土してい

るが、これ以外は、床面下部や側壁の内側からの出

土で、古墳・石室の構築過程での土師器・須恵器の

破砕行為による祭祀がなされたことが伺える。この

ような行為の後に前庭が築かれたと考えられる。

⑥工程（墳丘仕上げ）…第11図⑥工程

墳丘は既に失われており、古墳の規模 ・墳形とも

に不明である。ただ、石室の規模や近隣の FP軽石降

下後の 7世紀代の古墳の様相を見る限り、墳形は円

墳で規模も15m以内の範囲に収まるものと推定され

る。墳丘の形を規定する堀も全く認められず、この

古墳の構築方法の想定も困難である。ただ、墳丘の

第1節 白井北中道III遺跡 1号古墳

あった地点に、葺石らしきものは一切認められな

かったこと、前庭下部の掘り込み土坑から採取した

と考えられる黒色土の量が少なく、墳丘の盛り土と

して使用できたとは考えられないことから、おそら

くこの古墳は、墳丘盛り土は膨大に堆積していた周

囲の軽石を広範囲に掬い取り墳丘を構成したものと

考えられる。堀を掘削して、その部分の軽石を使用

しようにも、崩壊してしまうことから、エ法を変え

たものと考えられる。

⑦工程（遺体 ・副葬品設置）…第12図

盗掘が激しいので、情報は限定されたものである。

玄室奥壁北東部を中心に80cmX90cmの不定方形状

に、骨が粉状になって分布しており、少なくとも遺

体がこの箇所に置かれていたことが分かる。副葬品

は、鍋子が 1個、玄室奥壁寄り東側壁脇より出土し

ている。また、大型刀子が玄室玄門寄り東側壁脇よ

り切先を西に向けて出土した。それ以外の遺物は、

石室内覆土をすべてフルイにかけて精査したが、発

見できなかった。盗掘により滅失した可能性もあり、

本来の副葬品の品目 ・量、追葬の有無は不明である。

羨道部からは何も出土しなかった。後に述べるよ

うに羨道床面上部に閉塞がなされており、羨道床面

への後世の攪乱はないので、追葬は羨道部では行わ

れなかったと思われる。

⑧工程（閉塞）…第13図

閉塞を行う。玄室への追葬の有無が不明なため、

閉塞は最終段階のものとして考えるしかない。羨道

部及び前庭の羨門寄りの部分に閉塞石が残存してい

た。径50cm未満の不整円形の亜角礫や亜円礫を 2~

3重に詰めていた。間には軽石と黒褐色土が入って

いた。この中からも、副葬品 ・土師器 ・須恵器は出

土しなかった。

以上のような工程で当古墳は構築された。副葬

品・石室形態より、 7世紀後半の築造と考えられる。

注① ただし、赤城山南麓に分布する前庭土坑については、この

ような解釈が成り立つこととは言えず、今後さらに検討して

いく必要がある。
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第 4章 I • II区間 1号古墳の調査
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第4章第15図 I • II区間 1号古墳出土鉄製品

第4章表 2 I • II区間 1号古墳出土土器観察表

NQ 種類
法屈 (cm)

出土位置
①胎土 ②焼成

成形 ・調整の特徴
口径 ・底径・器高 ③色調 ④残存

1 土師器 口径一 器高 玄門前前庭東 ①良好。細砂粒少凪含む ②酸化、 口唇部は、ほぽ垂直に立ち上がり、内面

坪 13 2 3.3 床面 良好 ③7.5YR6/6 ④3/4 には成形時に凹凸あり。外面は手持ちへ

ラケズリ。

2 須恵器 口径底径器高 前庭東壁内部 ①発泡した小穴多数あり。細砂粒 高めの付高台を有する碗。内面ロクロに

台付碗 17 0 13. 3 7 1 前庭東床面下 極少量含む ②還元 ③ N4/ よるヨコナデ、外面はロクロによるヘラ

④4/5 ケズリ。

3 須恵器 口基部径肩部径高台径器高 前庭東壁内部 ①良好。細砂粒極少量含む 粘土紐巻き上げ後、内外面ともにロクロ

台付長頸壺 7.3 20.2 [13.4] (15.0) 前庭東床面下 ②還元③ N7/ ④2/3 によるヨコナデ調整。大型の高台を付す。

4 須恵器 ロ 径頸部高胴部径器高 前庭東壁内部 ①良好。細砂粒少鼠含む ロクロ成形により、内面ヘラケズリ、外

台付短頸壺 9.9 1.0 20.7 12.1 ②還元 ③10Y6/l ④1/5 面ヨコナデ調整。本来付いていた高台は

外れて無い。

5 須恵器 つまみ径口径器高 前庭東壁内部 ①良好。細砂粒極少量含む 中くぼみのボタン状つまみつく。天井中

蓋 (5 3) 18.7 2.4 ②還元③10Y5/ ④3/4 央は平らで、緩やかに傾斜して端部のロ

唇は垂直に屈曲する。天井部ヘラケズリ。

6 須恵器 つまみ径 口径 器高 前庭東壁内部 ①良好。細砂粒少量含む ②還元 中＜ぽみのボタン状つまみつく。天井部

蓋 4.4 (15.4) (1.9) 前庭東床面下 ③5Y7/l ④2/3 分は全体に平坦で、端部近くに一条の隆

起線が巡る。口唇部欠失。

7 須恵器 口径 底径 器高 1号墳周辺 ①良好。細砂粒少鼠含む ②還元 口辺内外面ともにヨコナデ調整、下面回

坪 [13 5] [9 6] 4.0 ③7.5Y6/l ④1/6 転ヘラケズリ。

8 須恵器 口径底径器高 前庭東壁内部 ①良好。細砂粒極少最含む 口唇端部内側に少し傾斜。辺内外面とも

碗 [6 8] - (2 9) ②還元 ③2 5Y6/2 ④1/8 にヨコナデ調整。， 須恵器 長 幅 前庭南床面下 ①良好。細砂粒極少鼠含む 外面平行タタキ。内面ケズリ。（底部に近

大甕 (16.1) (20.1) ②還元③5Y6/l ④1/20 い破片）

10 須恵器 長 幅 前庭南床面下 ①良好。胎土精良 ②還元 内外面ともにナデ。特に外面は丁寧なナ

大甕 (9.2) (11.0) ③5Y6/2 ④1/20 デを施す。

11 須恵器 長 幅 1号墳南含土 ①良好。細砂粒少量含む ②還元 外面平行タタキ。内面ナデ。

大甕 (14. 5) (7. 4) 中 ③5Y6/l ④1/20 

第4章表3 I • II区間 1号古墳出土鉄製品観察表

N(l 種類
法量 (cm・g) 

出土位置 特 徴 成形 ・調整の特徴
長 ・幅 ・厚 ・重

1 鉄小刀 長 幅 厚 重 玄室南側東壁 切先と茎端部が欠損。ほぽ完形。

(19.7) 2.1 0.4 45 寄り 関は両関の可能性あり。

2 鉄製鍋子 長 幅 厚 重 玄室東壁奥壁 鉄製のピンセット。つまみ部の片 3と同一個体の可能性あり。

7 8 0.8 0 2 6 近く 側欠損。 2が欠損部の可能性あり。
つまみ部分は少し細く、薄くなっ

ている。

3 鉄鎌子片？ 長 幅 厚重 玄室東壁奥壁 1の錨子のつまみ部分の破片の可 2と同一個体の可能性あり。
(4.3) 0.8 0.2 2 近く 能性高い。
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第 1節 白井北中道III遺跡 1号古墳
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［重複遺構］

I • II区間 1号集石

I>, 4

l

 

今回、本古墳の調査に際してこれに重複

する後世の土坑 3基・溝 2条・集石 1箇所

を調査した。いずれも近世以降の所産とみ

られるが、具体的な時期細分については判

然としない。特に 2• 3号溝は、耕作時に

掘り出された古墳石材を廃棄するためのも
I ・II区間 2号溝

のと考えられ、共に内部に多量の礫が拡充 (4号溝）

された状態で検出されている。

゜
1 :40 lm 

I • II区間 3号溝
(3号溝）

・4..' 

第4章第16図 I • II区間 1号古墳重複遺構平面図

A 
L=203. 80m 

I ・Il区間 1号士坑
(98号土坑） ，

 
A-

I • II区間 2号土坑
A_. (101号土坑） ．A' 

L•203. 80m 

口
I • II区間 3号士坑

(loo号土坑）

L203＼□ 
I • II区間 3 (101)号土坑 A-A' 

1. B 2類。

△. 
I ・II区間 1号集石

L=203 8loom1土ジ戸三望三

I • II区中間 2 (98)号土坑 A-A' 

1. B 1類。

I • II区間 1 (3)号溝 A-A' 

1.黒褐色土軟質で、 FP軽石を25％含む、

礫片を10％含む。

I • II区間 4 (100)号土坑 A-A' 

1.暗褐色土 やや軟質で、 FP軽石を45％含む。 I • II区間 2 (4)号溝 A-A' 

2. 暗褐色土 1層よりやや暗く、 FP軽石を30％含む。 1．黒褐色土 軟質で、 FP軽石を15%

3.暗褐色土 やや軟質で、 FP軽石を 5％含む。 含む、礫片を 7％含む。
△ 

I • II区間 1号集石 A-A' 

1.暗褐色土色調暗く、軟質で FP軽石を15％含む、小礫を

40％含む。

第4章第17図 I • II区間 1号古墳重複遺構断面図

I • II区間 1号溝

A (3号溝） ．A' 
L=203．百畑・

亨

I • II区間 2号溝

A (4号溝） ．A' 

L•203こ｀グ

゜
1 :40 lm 
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第 4章 I • II区間 1号古墳の調査

゜
<a ロ

e 

l 
-() ， - -0 

1（砥石）
〇 金5

金6

゜
1 • 3 10cm 

第 4章第18図 I • II区間 1号古墳出土石器・金属製品

第 4章表 4 I • II区間出土石器・金属製品観察表

N(l 種類
法量 (cm・g) 

出土位置 特 徴 成形・調整の特徴
長 ・幅 ・厚 ・重

1 砥石 長 幅 厚重 1号墳周辺 粘板岩製の砥石。研磨痕跡はあま 古墳からの出土遺物の可能性もある。

4.4 2.5 1.2 21 り認められない。上部に 1孔を有

し、携帯用と考えられる。

4 鉄釘 全長頭部幅茎元幅頭部厚 1号墳周辺 和釘。茎端欠損するも、ほぼ完形。 古墳からの出土遺物の可能性もある。

(8.2) 1.8 1.0 1. 9 
茎元厚重

0.7 (43) 

5 鉄釘頭 全長頭部幅茎元幅頭部厚 1号墳周辺 釘の頭？。 古墳からの出土遺物の可能性もある。

(1.8) 1.3 0. 7 1.0 
茎元厚重

0.7 (0.8) 

6 鉄釘 長 幅 厚 重 1号墳南含土 釘の茎部？。 古墳からの出土遺物の可能性もある。

(4 0) (0.6) 0.15 1 
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

2面は、 6世紀中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP(Hr-FP)層の下面である。したがって、 6世紀

中頃の面が、約 lm~2mの軽石によりそのままパックされたことになる。 I区では、畦10条・立木跡 5箇所が検

出された。 II区では、畦 8条・立木跡 7箇所が検出された。 III区では、道 1条・畦 6条・倒木痕 3箇所・立木跡 5
箇所が検出された。 IV区では、畦10条 ・倒木痕 1箇所 ・立木跡 7箇所が検出された。 V区では、道 1条 ・畦 4条が

検出された。 2面の合計で、道 2条・畦38条・倒木痕 4箇所・立木跡24箇所が検出された。

第5章写真 1 2面（Hr-FP下面）全景空撮［上が北］



第 5章 2面（Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第 5章第 1図 2面（Hr-FP下面）全体図
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第 1節 I区2面の遺構と遺物
I区は、調査区の一番南にある。総面積は、3,461.3

面である。 2面は、 6世紀中頃に榛名山が噴火して

降下した軽石である FP(Hr-FP)層の下面である。

この FP軽石は、現地で約 lmも堆積しているため、

6世紀中頃の生活面がそのまま保存されている。 I

第 1節 I区2面の遺構と遺物

区2面では、畦状遺構10条 ・立木跡 5箇所が検出さ

れた。その他、一面に無数の馬蹄痕が検出されてい

る。但し、ここで記載した 4号畦は、3号立木跡に

立っていた木が倒れた倒木痕の可能性が高い。

第 5章写真 2 I区 2面空撮［上が北］
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第5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第5章第 2図 I区2面 (Hr-FP下面）遺構全体図
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第 1節 I区2面の遺構と遺物
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第5章第 3図 I区2面 (Hr-FP下面）遺構位置図（1)
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第5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第5章第4図 I区2面（Hr-FP下面）遺構位置図（2)
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第1節 I区2面の遺構と遺物
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第5章第 5図 I区2面 (Hr-FP下面）遺構位置図（3)

1.畦状遺構（PL.18 • 19) 

I区2面 (FP下）では、畦状遺構が10条検出され

た。これらの畦状遺構は、調査区外にかかっている

ものが多く、全容が判明したのは、 3 号・ 4 号• 6 

号畦の 3条の畦のみである。

これら10条の畦は、無秩序に形成されたものでは

第5章表 1 I区2面畦状遺構計測表

なく、人為的に構築されたものと推定される。実際、

5 号• 7号・ 9号畦の 3条の畦は、東西方向に平行

して走行している。また、 6号・ 8号の 2条の畦は

南北方向に平行して走行しており、 10号畦は、 8号

畦と続くように南北に走行している。

畦番号 旧畦番号 全長 幅 方向 検出状態 備 考

1号畦 1号畦 20.5m 1.3m~2m 北東～南西 一部 南西部で—又に分岐。
2号畦 2号畦 3m 0.8m~1.8m 東西 一部

3号畦 3号畦 18.5m lm~2.3m 北東～南西 全容 1号畦と平行して走行。

4号畦 4号畦 9m 1.5m~2m 北西～南東 全容 3.lL木の倒木痕と推定。

5号畦 5号畦 15m 1.2m~2.8m 東西 一部 中央部で、 6号畦と交差。西側で、 4号畦と重複。

6号畦 6号畦 30m 1.2m~1 6m 南北 全容 北部の起始部は 7号畦で、南部で 5号畦と交差。 8号畦と平行して走行。

7号畦 7号畦 27.5m 1.3m~3.3m 東西 一部 6号畦と 8号畦の起始部は、この 7号畦の南部。 9号畦と平行して走行。

8号畦 8号畦 6m 3m~3 6m 南北 一部 北部の起始部は 7号畦で、 6号畦と平行して走行。

9号畦 9号畦 28m 1 2m~2.6m 東西 一部 7号畦と平行して走行。 10号畦の起始部は、この 9号畦。

10号畦 10号畦 19m 2m~2.8m 南北 一部 南部の起始部は、 9号畦。
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6号畦

＼ 三二三△
L -202. 20m 

I区2面 6号畦 A-A' 

Al.あまり央雑物を含まない。

A 2.炭化物を含む。

A3. FAプロックを含む。

B 3. FAプロックを含む。
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I区2面5号畦 A-A' 

A 2.炭化物を含む。 A 4.炭化物・ FAプロックを含む。

A 4'.やや黒味強い。

C 2.黒褐色土を含む。 C 3.暗褐色土を含む。

5号畦
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Cl A3 Bl Al C3 A3 B3 
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FA混黒

A3 B4 A3 B' 

L =202. 20m 

I区2面 5号畦 B-B' 

Al.あまり央雑物を含まない。 A3. FAプロックを含む。

A 4.炭化物・ FAプロックを含む。

B 1.あまり爽雑物を含まない。 B 3. FAプロックを含む。

B 4.炭化物・ FAプロックを含む。

C 1.あまり灰雑物を含まない。 C 3.暗褐色土を含む。

゜
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| | | 

第5章第 6図 I区2面 l~8号畦、 5 • 6号畦断面
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第 1節 I区2面の遺構と遺物

A
-

1号畦
A4 

B3 B4 A2 

L=20!.80m 

A' 

I区2面 1号畦 A-A' 

Al.あまり央雑物を含まない。 A 2.炭化物を含む。 A 4.炭化物・ FAプロックを含む。

B 3. FAブロックを含む。 B 4. 炭化物 •FA ブロックを含む。

C 1.あまり央雑物を含まない。 C 3.暗褐色土を含む。 C 4.炭化物 ・黒褐色土を含む。

2号畦

三`ロニニー△
L =201. 80m 

I区2面 2号畦 A-A' 

A 2.炭化物を含む。 A 4.炭化物・ FAプロックを含む。

B 3. FAプロックを含む。 B 4. 炭化物 •FA プロックを含む。

C 1.あまり灰雑物を含まない。 C 2.黒褐色土を含む。 C 3.暗褐色土を含む。

C2 
3号畦 1号畦

B I _ 八LJ^ム B1 /。,A2 B3. •1 '~A1/ F D浬 Ji'

I区2面 1• 3号畦 B-8' 

1.暗褐色土 FP、FAを含む。しまりない。 2.暗褐色土 しまりなく、やわらかい。

3.黒褐色土 VI層主体で FA粒を多く含む。しまりなくやわらかい。

Al.あまり央雑物を含まない。 A 2.炭化物を含む。

B 1. あまり央雑物を含まない。 B 2.炭化物を含む。 B 3. FAプロックを含む。 B 4.炭化物・ FAプロックを含む。

C 1.あまり突雑物を含まない。 C 2.黒褐色土を含む。 C 3.暗褐色土を含む。

7号畦

□`三 三二三△
L =202. 30m 

I区2面 7号畦 A-A' 

A 2.炭化物を含む。 A 4.炭化物・ FAプロックを含む。

B 1.あまり央雑物を含まない。 B 3. FAプロックを含む。 B 4.炭化物 ・FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。 C 3.暗褐色土を含む。

7号畦
Al 

B-
且'

L =202. 30m 

I区2面 7号畦 B-B' 

A 1. あまり突雑物を含まない。 A 2.炭化物を含む。 A3. FAプロックを含む。

B 3. FAブロックを含む。 B 4.炭化物 ・FAプロックを含む。

C 1.あまり央雑物を含まない。 C 2.黒褐色土を含む。 C 3.暗褐色土を含む。

8号畦

＼三三三二三三三△
L =202. 80m 

I区2面8号畦 A-A' 
Al.あまり灰雑物を含まない。 B 3. FAプロックを含む。
C 1.あまり灰雑物を含まない。

第5章第 7図 I区2面 1~3• 7 • 8号畦゚

1 : 50 2m 
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第 5章 2面（Hr-FP下面）の遺構と遺物

Ba―碍

令
患゚
＼

Av―閂―

¥tJl, 
令

l
l
し、

一

Av―呵一

0 1 : 250 5 m 
| | | 

△-
9号畦

A3 

＿ー一------------r-
L =202. 90m 

△ 

I区2面 9号畦 A-A' 

A 3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

B
-

B' 

A3忌正至云云云羞云三呈三三日三こ三云一云正至二三云i
L ~ 202. 60m 

I区2面9号畦 B-B' 

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

△ 
10号畦 Al ．△’ 

••• 」・ヤ ・̀ ”`^.・し 1.9.9 べ 9,-.，` ぺ9 A3 ぷ· 匹‘人．』入• •• .. -、9V・ ベ‘^ •9合応べ改ぶ泣；芯年溶,.,，
ー プ

L = 203. OOm VJ 

I区2面10号畦 A-A' 

Al.あまり央雑物を含まない。 FA粒を少贔含む。 A 3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

上 ・ ．旦’

- -- -～丸．歪亨疇三芦戸――'四：ti名＝ぬ＝字'i匹

L~202 . 90m VJ 

I区 2面10号畦 8-8' 

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

第5章第 8図 I区2面9号・ 10号畦 ゜
l : 50 2m  
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第 1節 I区2面の遺構と遺物

沙‘

午j-78ミ／

ジ' 第5章写真 3

窃

I区2面4号畦［南東→］

心／

l

|
丁

B2 干i-78

△ C2 B4Al皇二苔己詞忘三こユヘ4.A'

--= L =202. OOm 
叫

I区2面4号畦 A-A' 

3.焼土と炭化物 Al.炭化物を含む。

A 4.炭化物・ FAプロックを含む。 B 2.炭化物を含む。

C 1.あまり灰雑物を含まない。 C 2.黒褐色土を含む。

B 4.炭化物・ FAプロックを含む。

C 3.暗褐色土を含む。

B
-

， 
B4 B2 B' 

L ~202. OOm 

I区2面4号畦 B-B' 

1.暗褐色土 FPや細かい炭化材を多く含む。

A 2.炭化物を含む。 A 3. FAブロックを含む。 A 4.炭化物・ FAプロックを含む。

B 2.炭化物を含む。 B 4'.やや赤味をおびる。細かな空隙があり、わずかに軽石が混じる。

C 2.黒褐色土を含む。 C 3.暗褐色土を含む。

上 三三二:/¥3Bl...Q.'. 

L =202. OOm 

I区2面4号畦 C-C' 

1.暗褐色土 FPや細かい炭化材を多く含む。

A 4.炭化物・ FAブロックを含む。

B 1.あまり灰雑物を含まない。

B 2.炭化物を含む。 B 4.炭化物・ FAプロックを含む。 B4'.やや赤味をおびる。細かな空隙があり、わずかに軽石が混じる。

C 1.あまり灰雑物を含まない。 C 2.黒褐色土を含む。 C 3.暗褐色土を含む。

第5章第 9図 I区2面4号畦

゜
l : 50 2m 
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

2.立木（PL.19) 

I区2面 (FP下）では、立木痕が 5箇所検出 され

た。但し、 5号立木は詳細な図面が無いため、不明

である。これら、 5箇所の立木痕の内、 1号 ・2号 ・

4 号• 5号の 4箇所には倒木痕が認められなかった。

これら 4箇所は、 FP降下前に伐採されたか、あるい

は FP降下時には立木があり、 FPによって埋まっ

1号立木

A. 

A- Bl 

1,― 

△’ 

△’ 

I区2面 1号立木 A-A' 
1.黒褐色土 FPを多量に含む。しまりなく、崩れやすい。
2.黒色土 地山のVI層主体。しまりなく、崩れやすい。
3.暗褐色土 地山のVil層主体。しまりなく、崩れやすい。
4.黒褐色土 FPやVI層のプロッ クを含む。しまりなし。
A 1. あまり央雑物を含まない。
B 1.あまり央雑物を含まない。

3号立木

△ □t.~ 

A一□羹冒［／
A
-

I区2面3号立木
1.黒褐色土 FPを多塁に含む。しまりなく、崩れやすい。
2. にぶい黄褐色土 FAブロックを含む。しまりなく、崩れやすい。
3.黒色土地山のVI層主体であるが、固くしまっている。
4.暗褐色土 FPを少量含む。しまりなく、崩れやすい。

たために立ち枯れした可能性がある。

一方、 4号畦として記載した畦は、 3号立木に立っ

て いた木が FP降下前に倒木したのか、あるいは伐

採したままの状態であった可能性がある。

なお、 2号立木及び 4号畦は、炭化材の樹種同定

により、コナラ属コナラ亜属コナラ節と同定されて

いる。

A-
A' 

A
-

I B4 、A'

VII L=201.80m 

I区2面2号立木 A-A' 
1．黒褐色土 FPを多量に含む。しまりなく、崩れやすい。
2.黒褐色土 しまりなく、崩れやすい。
3.暗褐色土黒褐色土プロックを含む。しまりなし。
4.黒色土 地山VI層主体だが、しまりなく崩れやすい。
B 4.炭化物 ・FAプロックを含む。
C 1.あまり灰雑物を含まない。

△-

4号立木 —+-— 

¥△’  

A

＿
 

，
 

△ ： 二3△

I区2面4号立木 A-A' 
1.黒褐色土 FPを多量に含む。しまりなく、崩れやすい。
2.黒色土 VI層主体。粒状の FA含む。しまりない。
3.黒色土 VI層主体。しまりない。
4.暗褐色土 FAを多く含む。しまりなく、崩れやすい。
B 4. 炭化物 •FA プロックを含む。
C 3.暗褐色土を含む。

1 
L =202. 20m 

I区2面 l~4号立木共通土層
VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。
VII.黒褐色～暗褐色土 淡色黒ボク土。白色軽石、黄褐色軽石を含む。

第 5章第10図 I区2面立木゜
1 : 50 2m 

第 5章表 2 I区2面立木計測表

立木番号 旧立木番号 平面形状
規 模

長軸 短軸 深さ

1号立木 1号立木 不整形 2 15m 1.7m 70cm 

2号立木 2号立木 不整形 l.lm lm 50cm 

3号立木 3号立木 楕円形 90cm 80cm 50an 

4号立木 4号立木 不整形 l.lm 85cm 40cm 

116 

備 考

重複無し。

重複無し。

重複無し。但し、 4号畦はこの 3号立木が倒れた倒木痕の可能性が高い。

重複無し。



第 2節 II区2面の遺構と遺物
II区の総面積は、 4,751.3面である。 2面は、 6世

紀中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP

(Hr-FP)層の下面である。この FP軽石は、現地

で約 lmも堆積しており、 6世紀中頃の生活面がそ

第 2節 II区2面の遺構と遺物

のまま保存されている。 II区2面では、畦状遺構 8

条・立木跡 7箇所が検出された。その他、一面に無

数の馬蹄痕が検出されている。

第5章写真4 II区2面空撮［上が北］
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第5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第5章第11図 II区2面 (Hr-FP下面）遺構全体図

118 



第 2節 II区2面の遺構と遺物
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第5章第12図 II区 2面（Hr-FP下面）遺構位置図（1)
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第 5章 2面(Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第5章第13図 II区2面 （Hr-FP下面）遺構位置図（2)
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

1.畦状遺構（PL.20~22) 

II区2面 (FP下）では、畦状遺構が 8条検出され

た。 これらの畦状遺構は、調査区外にかかっている

ものが多く 、 全容が判明したものは 4 号 • 8号の 2

条の畦のみである。

これら 8条の畦は、無秩序に形成されたものでは

なく 、人為的に構築されたものと推定さ れる。

。。
，，， 

＼
乱⑭

l
 

゜

第5章表3 II区2面畦状遺構計測表
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2号畦

c1s.io c1 
, 9 0 9, 、 < ^ ' 

10 

S5 SlO S5 
L ~203. 60m 

A' 
C3 S 10.— 

゜゚

S5 

3号畦
B,2 

A' 

L =203. 50m 

S5 

干‘s［＼言 ‘可芯ぶ1
Cl 

FP混

II区 2面畦土層注記

A3. FAプロックを含む。

B 2.炭化物を含む。

B 3. FAプロックを含む。

B 4.炭化物 ・FAプロックを含む。

C 1. あまり爽雑物を含まない。

C 2.黒褐色土を含む。

C 3.暗褐色土を含む。

s 1.褐色細粒火山灰層

S 3.白色降下軽石層

S 5.灰色火砕流堆積物

S 10.桃灰色火砕流堆積物

0 1 :250 5m 
I I | 
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第5章第15図 II区2面1~3号畦



△ 

S5 

s 10 s 10 

Sl S5 

L ~203. 50m 

S 10 4号畦

B
-

上

第 2節 II区2面の遺構と遺物

4号畦

4号畦

S 10 .£.. 

S5 

S5 Cl 83 

5 • 6号畦

旦` よ二三二□予i3旦
=203.40m S5 SI A3 SI SI 

E' 

S1S5 Sl Sl Sl S5 S5 

L ~203. 50m 

..E.’ 

Sl 

L ~203. 40m 

II区2面畦土層注記

Al.あまり灰雑物を含まない。

A 2.炭化物を含む。

A3. FAプロックを含む。

B 1.あまり灰雑物を含まない。

B 2.炭化物を含む。

B 3. FAブロックを含む。

B 4.炭化物・ FAブロックを含む。

C 1.あまり央雑物を含まない。

C 2.黒褐色土を含む。

C 3.暗褐色土を含む。

C 4.炭化物・黒褐色土を含む。

/:i:; s 1.褐色細粒火山灰層

• S 5.灰色火砕流堆積物

S 10.桃灰色火砕流堆積物

0 1 :250 5 m 
| | | 
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第5章第16図
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II区2面4号～ 8号畦
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第 5章 2面（Hr-FP下面）の遺構と遺物

..6... 
7号畦

A' 

4主三：
L-203. !Om 7号畦

II区2面7(1)号畦

1.黒褐色土

2.暗褐色土
3.にぶい黄褐色土
4. にぶい黄橙色土
5.にぶい黄橙色土

A-A' 
フカフカしてやわらかい。炭化物粒を少量含む。

フカフカしてやわらかい。 FAと1層の混土。

サラサラしてやわらかい。 (FA)
しまって固い。砂状。 (FA)
やや粘性の有るやわらかい土。 (FA)

7号畦

L =203. 20m 

B-

4 3 

B-B' 

1.黒褐色土

B' 

根痕

根痕

フカフカしてやわらかい。炭化物粒を少最含む。

2. にぶい黄褐色土 サラサラしてやわらかい。 (FA)

3.にぶい黄橙色土 しまって固い。砂状。 (FA)

4.にぶい黄橙色土 やや粘性の有るやわらかい土。 (FA)

5. 1層と 2層の混土。 (FA主体。）

6. 1層と 2層と 3層の混土。 FA50％混入。

D
-

7号畦

D' 

C混黒

7号畦

E
-

。-
l

1
5
S
 

s
s
 

B4 SIO 
S5G3 / B2 

SI B4 

E' 

B3 Cl即 C3

L ~204. 40m S 5 

7号畦

．互

5中心

L ~204. 40m 

7号畦

丘

7号畦

且

L =203. 30m 
c混黒

II区2面畦共通土層注記

A 3. FAプロックを含む。

B 2.炭化物を含む。

B 3. FAブロックを含む。

B 4.炭化物・ FAプロックを含む。

C 1.あまり灰雑物を含まない。

C 2.黒褐色土を含む。

C 3.暗褐色土を含む。

s 1.褐色細粒火山灰層

S 5.灰色火砕流堆積物

S 10.桃灰色火砕流堆積物

゜
1: 50 2m 

第5章第17図 II区2面7号畦断面
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第 2節 II区2面の遺構と遺物

2.立木 (PL.23) 

II区2面 (FP下）では、立木痕が 7箇所検出され

た。これらの内 4号立木及び 5号立木は、倒木痕の

可能性が高い。倒木方向は、 4号立木が北方向であ

り、 5号立木が北西方向である。但し、どちらから

も炭化材等は検出されておらず、しかも、立木の根

の部分には FA(Hr-FA)の堆積が認められないた

め、 FA降下後から FP(Hr-FP)降下前の数十年の

第 5章表4 II区2面立木計測表

間に倒木が起きたと推定される。また、 4号立木は、

5号立木に比べて、倒木の痕跡が少ないが、倒木の

時期差によるものと推定される。

他の立木には倒木の痕跡が認められなかった。し

たがって、これらの立木は、 FP降下前に伐採された

か、あるいは FP降下時には立木があり、 FPによっ

て埋まったために立ち枯れした可能性がある。

立木番号 旧立木番号 平面形状
規 模

備 考
長軸 短軸 深さ

1号立木 1号立木 不整四角形 1.15m 1.15m 30cm 重複無し。

2号立木 2号立木 不整形 lm lm 48cm 重複無し。

3号立木 5号立木 不整円形 2.2m 1.9m 50cm 重複無し。

4号立木 7号立木 楕円形 90cm 65cm 25cm 倒木痕の可能性あり。北方向に倒木。重複無し。

5号立木 8号立木 不整形 3 45m 80cm 30cm 倒木痕の可能性あり。北西方向に倒木。重複無し。

6号立木 4号立木 不整形 1.5m 80cm 40cm 重複無し。

7号立木 3号立木 円形 1 lm lm 50cm 重複無し。

ぐ 1号立木

1号立木
△・ 

i 
II区2面 1号立木 A-A' 

1. FA土混じりの黒褐色土層

2. FP土混じりの暗褐色土層
L -203 30m 

3. FA土中層の暗褐色土混じり層

4.褐色細粒火山灰層

5.灰色火砕流堆積物
2号立木

A △’ 
ゞ』

4 

2立'
II区2面2号立木 A-A' 

△. A' 1.黒褐色土暗褐色土混じり 。(FA)

2.暗黒褐色土黒褐色土混じり。

3.黒褐色土 FA混じり。
L =203 OOm 4. FA土中心。暗黒褐色土混じり。 (30%)

5.暗褐色土中心。 FA混じり。 (10%)

6. FA土中心。暗褐色土混じり。 (20%)

3号立木

＼ 
3号立木

」 5ヽ A' 

A- △ L =203. 50m 

゜
1 : 50 2m 

II区2面3(5)号立木 A-A' 

1.褐色土と FP粒混じり。炭化粒混じり。（が0.1~1cm大）

2. FP粒中心。

3.褐色土

4.褐色土炭化物5％混じり。焼土 5％混じり。

5.黒褐色土中心。 FP粒20％混じり。

6.褐色土 FP粒（¢,0.1~1cm大） 5％混じり。

7.黒褐色土プロック状に入る。

8.褐色土 FP粒（が0.1~0.5cm大）20％混じり。

9.褐色土 FP粒（¢,0.1~1cm大）20％混じり。

第5章第18図 II区2面 l~3号立木
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第 5章 2面(Hr-FP下面）の遺構と遺物

＼
バ
一：宣A

＿
 △ △’ 

一L =202. 90m 

] -60 

II区2面4(7)号立木 A-A' 

1.暗褐色土 FP粒(cf,0.1~3cm大）10％混じり。

2.暗黒褐色土 FP粒(cf,0.1~3cm大）20％混じり。

6号立木

戸`

＼
 

L =203. 20m 

II区2面 6(4)号立木 A-A' 

1．暗褐色土 FP混じり。木根の入り込んだ状況。

2.灰色火砕流堆積物

3.褐色細粒火山灰層

A-

5号立木

/
 

出Q-59

A' 

A' 

L ~202. 40m 

II区2面 5(8)号立木 A-A' 

1.褐色土 FP土混じり土。

7号立木

A. 

ー
↑
＋
ー

△ 

△ A' 

= L =202. 30m 

0 1:1 2cm -第5章第19図 II区2面4~7号立木、 6号立木出土石器
゜

1: 50 2m 

第5章表 5 II区2面 6号立木出土石器観察表（PL.23) 

No I 出土位置

1 I 6号立木

層位 器種

剥片

石材

黒曜石

計測値 (cm)

長さ I 幅 I 厚さ

3.3 2.0 0.7 

重さ(g) I残存状態

3.1 I完形

備考

旧4号立木
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第 3節 III区2面の遺構と遺物
III区の総面積は、 5,958.2面である。 2面は、 6世

紀中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP

(Hr-FP)層の下面である。この FP軽石は、現地

で約 lmも堆積しており、 6世紀中頃の生活面がそ

第 3節 III区2面の遺構と遺物

のまま保存されている。 III区2面では、道 1条・畦

状遺構6条・立木跡 5箇所・倒木痕 3箇所が検出さ

れた。その他、一面に無数の馬蹄痕が検出されてい

る。

第5章写真5 III区2面南部空撮［上が北］
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第5章第21図 III区 2面 (Hr-FP下面）遺構位置図（1)
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第 5章 2面(Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第5章第22図 III区2面 (Hr-FP下面）遺構位置図(2)
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第 3節 III区2面の遺構と遺物
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第5章第23図 III区2面（Hr-FP下面）遺構位置図（3)
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第 5章 2面 (Hr-FP下面） の遺構と遺物
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第 5章第24図 Ill区2面（Hr-FP下面）遺構位置図（4)
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第3節 III区2面の遺構と遺物

1.道

III区2面 (FP下）では、道が 1条検出された。こ

の1号道は、約45.5mの長さで、調査区を東西に横

切り、一部蛇行しながら走行する。

幅は、約60cm~80cmで、道の中央部と端部では、

約10cmの高低差がある。この道は、現生の馬が放牧

地内に同規模の道を作る事例もあり、馬による可能

性も考えられる。

道の表面は、硬化しており、長期にわたつで恒常

的に使用されていたと推定される。

1号道

第5章写真 6 III区2面 1号道［東→］

A
-

A3 A
-
，
 

L =203. OOm 

且二 ct巴上'
L =203. 40m VI C2 

B-B' 

A 3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

III区2面 1号道 A-A' 

1.黒褐色土 FP(¢,lcm以下）を多く含む。

A 3. FAプロックを含む。

A 3'.黒褐色土を含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

第5章第25図 III区2面1号道断面

2.畦状遺構（PL.24 • 25) 

III区2面 (FP下）では、畦状遺構が 6条検出され

た。これらの畦状遺構は、調査区外にかかっている

ものが多く、全容が判明したものは、なかった。

第5章表 6 Ill区2面畦状遺構計測表

これら 6条の溝は、無秩序に形成されたものでは

なく、人為的に構築されたものと推定される。実際、

4号畦は直角に曲がった部分があり、 5号溝は、走

行の湾曲部が 1号道と平行して同じである。

畦番号 旧畦番号 全長 幅 方向 検出状態 備 考

1号畦 7号畦 20m lm~2.7m 北西～南東 一部 一部、調査用入口で切れているが、継続しているものと推定される。

2号畦 5号畦 7.5m 1.5m 北西～南東 一部 3号畦の南部の起始部は、この 2号畦の北部。

3号畦 3 • 4号畦 62m 1.5m~3.5m 東～南西・南北 一部 弓状を呈する。南部の起始部は、 2号畦の北部。

4号畦 6号畦 25m lm~1.5m 北西～南東・南北 一部 T字状を呈する。

5号畦 1号畦 31.5m lm~2.5m 東西 一部 走行は、一部、蛇行する。

6号畦 2号畦 43m 1.5m~3m 北西～南東 一部 ほぼ、直線である。

1号畦

三`三主三三コロ――△
L =202. 80m 

且三三三こ三＿＿且

L =202. 80m 

III区2面 1号畦 A-A'、8-8'

1.黒褐色土 FP(</, 1cm以下）を多く含む。

A3. FAプロックを含む。

A3'.黒褐色土を含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1: 50 2m 

第5章第26図 III区2面 1号畦断面
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物
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2号畦
4 A' A-A' 

A3 

III区2面 2(5)号畦、 1号道

A 3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

L =202. 80m 

B-

2号畦
A3' B' 

VI 

B-B' 

1. 黒褐色土 FP(¢, 1 cm以下）を多くを含む。

A 3. FAブロックを含む。

A 3'.黒褐色土を含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

A
-

A
-

VI 

II]区2面4(6)号畦 A-A' 

A 3. FAプロックを含む。 C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

__B_. 4号畦 A3 ....B._’ 

三 三
L =203. 50m VI 

B-B' 

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1 : 50 2m 

第 5章第27図 III区2面 1号道・ 2号・ 4号畦
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第3節 III区2面の遺構と遺物

＼
 

A
-

3号畦
FA粒、 FP ($ 1cm以下）を多く含む黒褐色土

FA粒、 FP ($ 1cm以下）を多く含む暗褐色土

C3 I C3 A' 

.“ 

A3 VI A3 

黄褐色パミス ($5mm以下）含む
VI又はVII

III区2面3(4)号畦 A-A' 

A3. FAプロックを含む。

C 3.暗褐色土を含む。

3号畦

且 ｀旦

L -203. OOm 地山（黒褐色土）

B-B' 黄褐色パミス ($5mm以下）含む

A3. FAプロックを含む。

B 3. FAプロックを含む。

C 3.暗褐色土を含む。

3号畦

C3£一ー ニ ..£.B3
A3 L =203. OOm..  v VI 

黄褐色パミス ($5mm以下）含む
VI又はVIIC -C' 

A3. FAプロックを含む。

B 3. FAプロックを含む。

C 3.暗褐色土を含む。

3号畦

A3 A 3',  

ニ――—三□三こ贔三三二旦
L =202. 90m VI C2 

旦L ＿＿＿ 心 三 □三=-
j;_' 

D-D'、E-E'

A 3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

3号畦共通土層

VI.黒色～黒褐色土

3号畦

A 3'.黒褐色土を含む。

白色軽石、黄褐色軽石を含む。

0 1: 50 2m 

第5章第28図 III区2面3号畦
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物
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5号畦

旦三三三五3

L =203. OOm 

Ill区2面5(1)号畦 D-D' 

A3. FAプロックを含む。

B 3. FAプロックを含む。

C 3.暗褐色土を含む。

VI. 暗黒褐色土 白色 ・黄褐色軽石を含む。

第5章第29図

三量三口
L =203. !Om 

III区2面5(1)号畦 C-C' 

A 3. FAブロックを含む。

B 3. FAプロックを含む。

C 3.暗褐色土を含む。

VI. 暗黒褐色土 白色 ・黄褐色軽石を含む。

゜
1 : 50 2m 

III区 2面 5号・ 6号畦
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第 3節 III区2面の遺構と遺物

5号畦

.J1... . . "'C2 い'-＾ △’ 

L =203. 90m 

III区2面 5(1)号畦 A-A' 
A3. FAブロックを含む。
A 3'. A 3層より FAの含有率が高い。
C 2.黒褐色土を含む。
VI.暗黒褐色土 白色 ・黄褐色軽石を含む。

6号畦

△’ 

VI C2 A3 C3 
L =203. !Om 

III区2面 6(2)号畦 A-A' 

A 3. FAブロックを含む。

B 2.炭化物 ・FA粒を含む。 FP粒(¢,1 cm以下）を含む。

B 3. FAブロックを含む。 FP粒(¢,1 cm以下）を含む。

C 2.黒褐色土を含む。

C 3.暗褐色土を含む。

VI.暗黒褐色土 白色 ・黄褐色軽石を含む。

第5章第30図 III区2面5号・ 6号畦断面

3. 立木（PL.27) 

III区2面 (FP下）では、立木痕が 5箇所検出され

た。これら 5箇所の立木痕には、倒木痕が認められ

なかった。これらは、 FP降下前に伐採されたか、あ

るいは FP降下時には立木があり、 FPによって埋

まったために立ち枯れした可能性がある。

1号立木

/ 

A
-

バ＿

△ A' 

L =202. 60m 

Ill区2面 1(3)号立木 A-A' 

1.黒褐色土 FP(ef, 2cm以下）を多く含み、やわらかい。

2.暗褐色土 FP(ef, 5 mm以下）を多く含み、やわらかい。

3.黒褐色土 黄褐色パミスを少量含み、固くしまっている。

5号畦

且． A3 B3 B2 ．且＇

下＝＝＝ーニ
L ＝二三 II亨デ

A3 VI A3 A3 A3 

B-B' 

A 3. FAブロックを含む。

B 2,炭化物・ FA粒を含む。 FP粒（¢,1 cm以下）を含む。

B 3. FAプロックを含む。 FP粒(¢,1 cm以下）を含む。

VI. 暗黒褐色土 白色 ・黄褐色軽石を含む。

6号畦

旦L;- l三 三ー一 旦
B-B' 

A3. FAプロックを含む。

B 2.炭化物 ・FA粒を含む。 FP粒(¢,1 cm以下）を含む。

B 3. FAプロックを含む。 FP粒(¢,1 cm以下）を含む。

C 3.暗褐色土を含む。

VI,暗黒褐色土 白色 ・黄褐色軽石を含む。

△ 

゜
1 : 50 2m 

なお、樹種同定の結果、 2号立木はコナラ属コナ

ラ亜属クヌギ節に、 6号立木はコナラ属コナラ亜属

コナラ節に同定されている。また、 1号 ・3号 ・4

号立木では、不明草本類も同定されている。

ー
2号立木

△’ 

△ .A' 

口
L ~202. 60m 

Ill区2面 2号立木 A-A' 

1.暗褐色土 FP(</, 5 mm以下）と FA粒を含む。

2.黒褐色土 FP(</, 1 cm以下）と炭化物を含む。

0 1: 50 2m 

第5章第31図 Ill区2面 1号・ 2号立木
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

3号立木

＼ 
△ 

Ji. A' 

5号立木

L =202. 80m 

III区2面3(1)号立木 A-A' 

1.黒褐色土 FP(ef,2cm以下）を非常に多く含む。

2.暗褐色土 FP(ef, 2cm以下）を少量含み、固くしまっている。

3.暗褐色土 FP(ef,2cm以下）を少量含み、非常にやわらかい。

col 
E 

足

I□ A' 

呵 ＼
I 

叫

.A_ A6 △’ 

亨ぶ L =203. 70m 

4号立木

A

＿
 

＼
 

△’ 

△・ •• 

Ill区2面 5(4)号立木 A-A' 
1.黒褐色土 FP(¢, 1cm以下）を非常に多く含む。
2.黒褐色土 FA粒、炭化物、焼土プロック(¢,1 cm以下）、

黄褐色パミス (¢,2rnm以下）を含む。
3.黒褐色土 FA粒、炭化物、黄褐色パミス (¢,2rnm以下）、

褐色土粒を含む。
4.黒褐色土 FP(ef, 5 mm以下）、炭化物を含み、非常にやわ

らかい。
5.黒褐色土 炭化物、黄褐色パミス (¢,2rnm以下）、褐色土粒

を含み、非常にやわらかい。
6.黒褐色土褐色土粒を多く含む。
7.褐色土 黒褐色土粒を多く含む。
A3. FAブロックを含む。
A 6.焼土・炭化物を含む。
C 2.黒褐色土を含む。
VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

B-B' 
1.暗褐色土 炭化物、焼土プロック、 FPを含み、非常にや

わらかい。
A 2.炭化物を含む。
A 3. FAプロックを含む。
VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。
VI'. FAプロックを多く含む。

L ~203. 50m 3 

Ill区2面4(5)号立木 A-A' 
1.黒褐色土 FP（が20mm以下）、 FA粒、黄褐色パミス(¢,2 mm以下）、炭化物を含む。
2.黒褐色土 FP(¢,5mm以下）、黄褐色パミス(¢,2 mm以下）を少量含み、褐色土粒を

多く含む。
3.黒褐色土 黄褐色パミス(¢,2 mm以下）を少塁含み、褐色土粒を多く含む。

゜
l : 50 2m 

第 5章第32図 III区2面3号～ 5号立木

第5章表7 III区2面立木計測表

立木番号 旧立木番号 平面形状
規 模

備 考
長軸 I 短軸 深さ

1号立木 3号立木 不整円形 1.8m I 1.6m 70cm 重複無し。
2号立木 2号立木 楕円形 1.7m I 1.25m 45cm 重複無し。

3号立木 1号立木 不整円形 直径1.35m 70cm 重複無し。

4号立木 5号立木 不整円形 直径1.25m 85cm 重複無し。

5号立木 4号立木 不整円形 直径1.2m 50cm 西側が調査区外であるため全容は不明だが、倒木痕の可能性が高い。
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第3節 Ill区2面の遺構と遺物

4.倒木痕（PL.26) 

III区2面 (FP下）から、倒木痕が 3箇所検出され

た。調査時は、炭化材として記載したが、報告時に

名称と番号を付け替えた。

これらの倒木痕は、 1号道近辺で検出されている。

長さは、約 9m~12mであり、いずれも、立木して

いた根の場所は円形を呈し、そこからいずれかの方

向に直線状に炭化材が検出されている。倒木の方向

はばらばらであり、規則性は無い。

炭化材樹種同定によると、 1号～ 3号倒木はすべ

てコナラ属コナラ亜属コナラ節であり、「コナラ」で

あった可能性が高い。他の区の 2面 (FP下）で検出

された立木の炭化材樹種同定も、コナラであった。

また、時代は異なるが、弥生時代住居の建築部材の

炭化材樹種同定結果は、コナラとクヌギが大部分を

占めている。この遺跡近辺は、弥生時代から古墳時

代にかけて、クヌギやコナラがある雑木林であった

可能性が高い。

これらの炭化材の検出状況は、いずれも、炭化材

の下に FA(Hr-FA)が堆積している。 FP(Hr-FP) 

降下時には立木痕の根の部分の陥没が埋まりかけて

いる。以上の所見から、倒木時期は、 FA降下後～FP

降下前であると推定される。

第5章表8 III区2面倒木痕計測表

倒木番号 旧番号 倒木方向 全長

1号倒木 Nu 2炭化材 南東 12.lm 

2号倒木 Nu 1炭化材 西 10.6m 

3号倒木 Nu 3炭化材 西南西 8 7m 

備考

炭化材の下に FAが堆積

炭化材の下に FAが堆積

炭化材の下に FAが堆積

・O .ヽ... 

．，、、、,., 9’  

＇ふ‘し
• -’ 

Cj―叫

.,,. 

幹部幅 立木部直径

15cm~75cm 直径1lm 

25cm~60cm 直径1.35m

15cm~50cm 直径1.15m
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第5章第33図 III区2面 1~3号倒木痕
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第5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

心＼

⑨ 

も
／

第5章写真 7 Ill区2面 1号倒木痕［西→］

|
|
丁

C f叫—

A. B3 1 -~ 

三 2
L = 202. 80m VJ 

且 Al Bl -旦'

B~二二三三C3
VI 

L =202. 80m 

｀芦三二丘
L -202. 80m 

鉄分沈着層

III区2面 1号倒木・炭化材 A-A' 

1.暗褐色土 FP(cf,2cm以下）、炭化材を多く含む。

B 3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

8-B' 

1.暗褐色土 FP(¢, 2cm以下）、炭化材を多く含む。

A 1. あまり灰雑物を含まない。

B 1.あまり爽雑物を含まない。

B 3. FAプロックを含む。

C 3.暗褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

C-C' 

1.暗褐色土 FP(¢, 3cm以下）、炭化材を多く含む。

2.黒褐色土 黄褐色パミス、 FA粒、炭化材を含む。

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

ジ

℃
 

Ce —昇

゜
l: 50 2m 

第5章第34図 III区2面 1号倒木痕・炭化材
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第 3節 III区2面の遺構と遺物

ジ

サンプル1 / 

ジ

第 5章写真8 Ill区2面2号倒木痕［東→］

サンプル4

炉
⑰
八

シ‘

シ

三`贔三△L =202. 90m 
VI 

且

』
3
 c' 

ーA
 

B

＿
 

III区2面 2号倒木・炭化材 A-A' 

1.暗褐色土 FP(</,2cm以下）、炭化材を多く含む。

A3. FAプロックを含む。

B 1.あまり央雑物を含まない。

B 3. FAプロックを含む。

C 1. あまり灰雑物を含まない。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

¥0, 

L =202. 80m 

B -B' 

1.暗褐色土 FP(</, 2cm以下）、炭化材を多く含む。

Al.あまり爽雑物を含まない。

A3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

C 3.暗褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

C-
A3 

VI 
L ~202. 80m 

C-C' 

呈' 1．暗褐色土 FP(</,3cm以下）、炭化材を多く含む。

2.黒褐色土黄褐色パミス、 FA粒を含む。

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1 : 50 2m 

第5章第35図 III区2面2号倒木痕・炭化材
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第5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

第5章写真 9 III区2面3号倒木痕［東→］

,C/ 

千 l-51 

》．

l
ー
丁

マ

・ぐ、

＼三△'
L ~ 202. 90m VJ 

勺＇’

II]区2面3号倒木・炭化材 A-A' 

1.暗褐色土 FP(q,2cm以下）、炭化材を多く含む。

A3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

A3 

L =202. 90m 

C-C' 
1.暗褐色土 FF(¢, 3cm以下）、炭化材を多く含む。
2.黒褐色土黄褐色パミス、 FA粒を含む。
A 3. FAプロックを含む。
VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

第5章第36図

B. c,2 ~3 - A3.  B' 

声L = 202. 90m VI VI 

B -B' 

1.暗褐色土 FP(cf, 2 cm以下）、炭化材を多く含む。

2.黒褐色土 FP(¢,3mm以下）を少量含み、粘性がある。

A3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1: 50 2m 

III区2面3号倒木痕・炭化材
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第 4節 IV区2面の遺構と遺物
IV区の総面積は、 7,390.5面である。 2面は、 6世

紀中頃に榛名山が噴火して降下した軽石である FP

(Hr-FP)層の下面である。この FP軽石は、現地

で約 lmも堆積しており、 6世紀中頃の生活面がそ

第 4節 IV区2面の遺構と遺物

のまま保存されている。 IV区2面では、畦状遺構10

条 ・立木跡 7箇所 ・倒木痕 1箇所が検出された。そ

の他、一面に無数の馬蹄痕が検出されている。

第5章写真IO N区2面中央部空撮［上が北］
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第 4節 IV区2面の遺構と遺物
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第5章第38図 w区 2面（Hr-FP下面）遺構位置図（1)
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第4節 IV区2面の遺構と遺物
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第4節 IV区2面の遺構と遺物

1. 畦状遺構 (PL.28 • 29) 

IV区2面 (FP下）では、畦状遺構が10条検出され

た。これらの畦状遺構は、調査区外にかかっている

ものが多く、全容が判明したのは、4号 ・7号畦の

2条の畦のみである。

これら10条の畦は、無秩序に形成されたものでは

なく、人為的に構築されたものと推定される。特に、

第5章表9 N区2面畦状遺構計測表

調査区北西部で検出された、 7号～10号畦は、水田

のように区画されている。但し、群馬県で認められ

るFA下の小区画水田よりは規模が大きい。水田面

は他の場所に比べると比較的平坦であるが、比高差

が30cmも認められる場所があり、水を張るには困難

が予想されるため、陸稲の可能性もある。

畦番号 旧畦番号 全長 幅 方向 検出状態 備 考
1号畦 2号畦 106.5m 55cm~2.3m 南北 一部 南西部で二又に分岐
2号畦 6号畦 21.5m 90cm~1.3m 東西 一部 西側の起始部は、 1号畦の東側。
3号畦 3号畦 47m 45cm~1 9m 東西 ・南北 一部 1号畦と平行して走行
4号畦 4号畦 15m 30cm~80cm 東西 ・南北 全容 「コ」の字型で、北部に開く。
5号畦 5号畦 19m lm~2.8m 東西 ・南北 一部 「L」字型を呈する。
6号畦 1号畦 26m 15cm~lm 東西 ・南北 一部 北部の起始部は 7号畦で、南部で 5号畦と交差。 8号畦と平行して走行。
7号畦 10号畦 23m 15cm~1 6m 南北 一部 6号畦と 8号畦の起始部は、この 7号畦の南部。 9号畦と平行して走行。
8号畦 9号畦 28m 30cm~1.5m 東西・南北 一部 北部の起始部は 7号畦で、 6号畦と平行して走行。
9号畦 8号畦 28.5m 15cm~1 lm 東西 ・南北 一部 7号畦と平行して走行。 10号畦の起始部は、この 9号畦。
10号畦 7号畦 17m 35cm~1 4m 東西 ・南北 一部 南部の起始部は、 9号畦。

［
、
一

1号畦
， 

旦． C~ A3'C2 C2 ．旦
C2 ／¥'--__ _・.  

• 京

L =203. 50m 

1号畦

.E.---/VT三三―--上

w区2面 1(2)号畦 D-D' 

A3. FAプロックを含む。

A 3'. A 3層より FAを多く含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

L =203. 40m 

三`三二三三三△

E-E' 

A3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

w区2面 2(6)号畦 A-A' 

A3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

L =203. 50m 

゜
1 : 50 2m 

第5章第42図 N区2面 1号・ 2号畦
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第 4節 IV区2面の遺構と遺物

1号畦

且 ．― -三 A3 ．旦’

L =205. !Om VI 

w区2面 1(2)号畦 A-A' 

①.FA混土。 A3とは明暗の差と、しまり具合で区分。 A3より明る＜、しまり弱い。

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

1号畦

D
-

D' 

L =204. 90m 

1号畦

旦． ．丘

2 ー一三L =204. OOm 

B-B' 

1. A（黒褐色土）、 FPを少塁含む。 2. FAプロックを含む。

C-C' 

1. A（黒褐色土）、 FPを含む。 2. FAプロックを含む。

△ 
3号畦

2 
- L 
↓ 

△’ 

L -204. 90m 

N区2面 3号畦 A-A' 

1. あまり央雑物を含まない。

2. FAと黒褐色土の混土。黄細粒子を極小最含む。 (C2)か？

6号畦

△-
6号畦

△’ B
-

旦'

L -205. !Om 

w区 2面 6(1)号畦

1.炭化物を含む。

3. FAプロックを含む。

FA. 1号道下FA、上部 硬くしまった褐色細粒火山灰層

(S-11）、下部 褐色細粒火山灰層を主体とし、灰色

火砕流堆積物を少星含む。

A-A' 

2.暗褐色土を含む。

L =205. OOm 

B-B' 

1.炭化物を含む。

3. FAプロックを含む。

FA. 1号道下 FA、上部硬くしまった褐色細粒火山灰層

(S-ll）、下部褐色細粒火山灰層を主体とし、灰色

火砕流堆積物を少量含む。

2.黒褐色土を含む。

7号畦
② 

A 一 A

L =205. !Om 

w区2面 7(lo)号畦 A-A' 

①.FA主体の黒褐色砂質土 A3に相当か。

②．①層の攪拌土。①層の様に FAはプロック状ではなく、粒状。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

旦三二三ここニニこ旦
L =205. OOm 

B-B' 

①.FA主体の黒褐色砂質土 A3に相当か。

VI.下位は褐色砂質土が斑混。

゜
1: 50 2m 

第 5章第44図 N区2面 1号・ 3号・ 6号・ 7号畦断面
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

8号畦

A ① ① ① A' 

--------＝＝三VI 
L =205. 30m 

N区2面8(9)号畦 A-A' 

①．黒褐色砂質土 最大 5mmまでの FA粒多混。

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

① 
8号畦

旦 ／ 一二三三ニニョ且

B-B' 

①．黒褐色砂質土 最大 5mmまでの FA粒多混。

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

8号畦

£ _i;_' 

＿ ＿＿＿ー__--―-

L =205. 30m 

.A... 

C-C' 

A 3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

9号畦
△; 

—— 
L =205. !Om 

w区2面 9(8)号畦 A-A' 

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

詞□---―-―三三享三

10号畦 ・△’ 

w区2面10(7)号畦 A-A' 

1. A 3 FAブロックを含む

2.黒褐色砂質土

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

B I VI 10号畦 竺 ．且

に9二
I 
VI L =205. 30m 

N区2面10(8)号畦 B-B' 

A3. FAプロックを含む。

1.黒褐色砂質土 ¢, 5 mm。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1: 50 2m 

第5章第45図 w区2面8号～10号畦断面
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第 4節 IV区2面の遺構と遺物

3号畦

且声二三三三コ且3

L =204. 30m 

N区2面 3号畦 B-B' 

1. A（黒褐色土） FPを少量含む。

2.黒褐色土を含む。

3. FAプロックを含む。

4号畦

△. △’ 

匠 3

L =204. !Om 3 

N区2面4号畦 A-A' 

1.黒褐色土 FPを少量含む。

2.黒褐色土を含む。

3.黒褐色土を含む。 2層より黒褐色土を多く含み、

黒みがかっている。

｀ o c 

|] 

0 1 :250 5 m 
| I I 

3号畦

具 ．£’
←—・～＝ ヽ

L =204. OOm 

C-C' 

1. A FPを含む黒褐色土。

2.黒褐色土を含む。極少量 FPを含む。

4号畦
旦 32 5 3 旦

2芦 2

L=204. !Om 

B-B' 

1.暗黒褐色土部分的に FPを多く含む。

2. FAプロックを含む。

3. FAプロックを含む。 2層より明るい。

4. FAブロックを含む。 2• 3層より多く FAを含む。

5.黒褐色土を含む。

5号畦 5号畦

:/:2 
w区2面 5号畦 A-A' 

A 3 (A 6).上面に炭化物、焼土プロックを多く含む。

A 3'. A 3層より FAを多く含む。

C 2.黒褐色土を含む。

C 2'. C 2層より黒色土を多く含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

第5章第46図

＼二ニ三二二三ニヲ旦
L =203. 90m B-B'VI  

A 3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1 : 50 2m 

w区2面 1号・ 3号～ 5号畦
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第5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

2.立木 (PL.30) 

IV区2面 (FP下）では、立木痕が 7箇所検出され

た。これらの内 7号立木は、調査時には 1号落ち込

みとして記載されていたが、整理時に立木と同様で

あるとして立木に含めた。これら 7箇所の立木痕す

べてに、倒木痕が認められなかった。

したがって、これらの立木は、 FP降下前に伐採さ

れたか、あるいは FP降下時には立木があり、 FPに

第5章表10 W区2面立木計測表

よって埋まったために立ち枯れした可能性がある。

但し、 1号落ち込みは、中央部が 2面検出面より

レベルが約10cm下で検出されたため、 FA降下時の

立木である可能性もある。

4号立木及び 6立木は、炭化材の樹種同定により、

コナラ属コナラ亜属コナラ節と同定されている。

立木番号 旧立木番号 平面形状
規 模

備 考
長軸 短軸 深さ

1号立木 5号立木 楕円形 1.4m 1.2m 50cm 重複無し。

2号立木 2号立木 不整形 1 4m 1.35m 30cm 重複無し。

3号立木 1号立木 不整円形 1.5m 1.3m 50cm 重複無し。

4号立木 4号立木 不整形 1.4m 1.3m 30cm 重複無し。

5号立木 3号立木 不整形 1.8m 1.5m 40cm 重複無し。

6号立木 6号立木 不整形 1.2m 80cm 40cm 重複無し。

7号立木 1号落ち込み 楕円形 2m 1.7m 35cm 重複無し。

A-

／
 

口
A-
，
 

3号立木

＼
 

二 □□□A

L ~203. 30m 

N区2面 1号(5)立木 A-A' 

1.黒褐色土 FP(¢,5mm以下）、 FA粒を含み、

非常にやわらかい。

2号立木
A-

バ
＿

＼
 △ 

A 

A' L ~205. OOm 

A' 

w区2面3号(1)立木 A-A' 

1.暗褐色土 もろく、 FPと黄細粒子を含む。

2.黒褐色土 1層より水分を含み、しまりのある粘質土。

黄細粒子を含む。

3.暗褐色土砂質。

N区2面 2号立木 A-A' 

1. FA主体の灰黄褐色土。ごく少贔の炭化物及び黒褐色土のプロックを含む。

2.黒褐色土黄細粒子を含む。

3.暗褐色土 もろい、黄細粒子を含む。

第5章第47図 w区2面1~3号立木
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第 4節 IV区2面の遺構と遺物

4号立木 5号立木

△ △’ A こ バ一

△ 2 A' 

亡ニニ竺］一
L ~204. 20m 

N区2面 4号立木 A-A' 

1.黒褐色土 黄細粒子、及び暗褐色土のプロックを含む。

2.黒色土 FAを含む。

3.黒褐色土 大量の FPと、極少量の炭化物を含む。

4.暗褐色土黄細粒子を含む。

A-

L =204. 60m 

6号立木

N区2面5(3)号立木 A-A' 

1.黒褐色土 もろく、 FPと黄褐色軽石を含む。

2.黒色土 FAを含む。

3.黒褐色土 しまりある粘質土。黄細粒子を含む。

4.暗褐色上 炭化物と黄細粒子を含む。

5.暗褐色土 しまりある粘質土。

6.黒褐色～暗褐色土 淡色黒ボク土。

A
-

＼

ー

ヽ
ー
ー

ヽ

I

1
9
1
ー

＼

／

、

-

I

、

一

、

／

ヽ

ヽ

ノ

、―

―

 

9

-/

-/

I

 
ー
I

-

＼
ノ
一
、
一
-
、一、ー・’

 .A' 

： ：  △ 

L =205. OOm 

N区2面 6号立木 A-A' 

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

VI'.攪拌されて、顆粒状、ポソボソになったVI層。

VII.黒褐色～暗褐色土 淡色黒ボク土。白色軽石、黄褐色軽石を含む。

7号立木

△ 

＼
 

.h:. 

△ A
-

VI 

L =205. !Om 

―-2 
VI 

N区2面 7(1)号立木 A-A' 

1.攪拌されて、顆粒状、ボソボソになったVI層。

全体がスが入った様になり、一部は顆粒状。し

まり弱い。炭化物が混入し、その一部は</,5 cm 

前後の木の根らしく、リング状。

2. FA混黒褐色砂質土

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1 : 50 2m 

第5章第48図 N区2面4号～7号立木
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

4.倒木痕（PL.30) 

IV区2面 (FP下）から、倒木痕が 1箇所検出され

た。この 1号倒木は、長さ約9.3mであり、立木して

いた根の場所は円形を呈し、 そこから南西の方向に

倒れている。幹の部分の幅は約30cm~70cmであり、

根の部分の直径は約1.5mである。

根の部分のセクションでは、根の転倒を確認でき

なかった。 したがって、 この倒木は、根本付近で幹

が折れ、幹だけが転倒した可能性がある。倒木時期

は、検出状況から、 FA(Hr-FA)以前である可能性

が高い。

／心＜

◇ 
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△ 

第 5章写真11 w区2面 1号倒木痕［北東→］
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w区2面 1号倒木 A-A'、8-B'

1.黒褐色土 FP(<f>lcm以下）を含む。非常にやわらかい。

2.黒褐色土 FP(<f> 1cm以下）、黄褐色パミス(<f>3 mm以下）を含む。

3.黒褐色土褐色土粒、 FP(</>5mm以下）、黄褐色パミス(<f>3 mm以下）を含む。やわらかい。

4.黒褐色土 FP(<f> 1cm以下）、 FA粒、黄褐色パミス(<f>3 mm以下）を含む。

w．黒褐色土層厚 5~10cm。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

VII.黒褐色～暗褐色土 淡色黒ボク土。白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1 : 50 2m 

第5章第49図 w区2面 1号倒木痕
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第 5節 V区2面の遺構と遺物
V区の調査区は 2箇所に分かれ、総面積は、

2,545. lm主なる。2面は、6世紀中頃に榛名山が噴

火して降下した軽石である FP(Hr-FP)層の下面で

ある。この FP軽石は、現地で約 lmも堆積してお

り、 6世紀中頃の生活面がそのまま保存されている。

第 5節 V区2面の遺構と遺物

V区2面では、道 1条・畦状遺構 4条が検出された。

また、弥生～古墳時代住居の凹みが 5箇所検出され

ている。その他、一面に無数の馬蹄痕が検出されて

いる。

第5章写真12 V区2面空撮［上が北］
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第5節 V区2面の遺構と遺物
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第 5章第51図 V区2面（Hr-FP下面）遺構位置図（1)
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物
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第5章第52図 V区2面（Hr-FP下面）遺構位置図（2)

160 



第 5節

1.道（PL.31) 

V区2面 (FP下）では、道が 1条検出された。

の 1 号道は、 V区の南側調査区で約25.5m • 北側調

査区で約 4mの長さである。調査区を北東～南西に

横切り、ほぼ直線状に走行する。

幅は、約60cm~80cmで、道の中央部と端部では、

約10cmの高低差がある。

地内に同規模の道を作る事例もあり、馬による可能

性も考えられる。

道の表面は、硬化しており、長期にわたつで恒常

的に使用されていたと推定される。なお、同様の道

はIII区2面でも検出されており、規模及び形状共に

似通っている。

,_.., 、ク，ヽ9量／~-

第 5章写真13

この道は、現生の馬が放牧

• a ,‘ ー・一

V区2面 1号道［東→］
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V区2(4)号畦、 1号道、 3(1)号畦 B-8' 'N~ 

一1.黒褐色土極少量の黄細粒を含む。 c 

2.褐灰色土部分的に FAを含む。

．褐灰色土 3層より多くの FA:

4.黒褐色土 少量の黄細粒を含む。

¥Ill 

0 .. 0:: ] ゜゚

V区3(1)号畦、 1号道、 1(4)号畦

1.黒褐色土 極少量の黄細粒を含む。

2.褐灰色土部分的に FAを含む。

3.黒褐色土少量の黄細粒を含む。

4.褐灰色土 3層より多くの FAプロックを含む。

5.黒褐色土黄細粒を少量の含む。

A-A' 
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

1号道

..6.... Al Al'A3 _f;_ 

こ
VI 

L =204. 90m 

V区2面 1号道 A-A' 

A 1.あまり灰雑物を含まない。 Al'.かたくしま っている。

A 3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
1 : 50 2m 

第5章第54図 V区2面1号道断面

2. 畦状遺構 (PL.31) 

V区2面 (FP下）では、畦状遺構が 4条検出され

た。これらの畦状遺構は、調査区外にかかっている

ものが多く 、全容が判明したものは、なかった。

これら 4条の畦は、無秩序に形成されたものでは

なく、人為的に構築されたものと推定される。実際、

1号～ 3号畦の 3条の畦は、 1号道をはさんで東西

方向に平行して走行している。なお、 3号畦及び 2

号畦は、調査区南側から北側に続いているため、推

定ではあるが同じ畦として扱った。但し、4号畦は、

方向も異なるため、別の畦とした。

岱／亥

ぶン
＼
 ヽ＇ ｀゜” ‘̀ ．。勺；．｀＇~F，...。、.t, 

0 1 :250 5 m 
| I | 

匂火
2号畦

旦 ---—三三三よ二三ニヲ且
L -204. 90m 

V区2面 2(4)号畦 8-8' 

Al.あまり央雑物を含まない。

A3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

3号畦

一［ 三旦
'L =204. 90m 

V区2面3(1)号畦 C-C' 

Al.あまり央雑物を含まない。

A 3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

4号畦

旦□三王正三三三--
旦'

L ~203. 80m 
A3 A3 

V区2面4(3)号畦 D-D' 

Al. あまり央雑物を含まない。

A 3. FAプロックを含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。

゜
l : 50 2m 

第5章第55図 V区2面2号～ 4号畦
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第 5節 V区2面の遺構と遺物

第 5章表11 V区2面畦状遺構計測表

畦番号 位置 旧番号 全長 幅 方向 検出状態 備 考

1号畦 本体 4号畦 20.5m lm~3m 北東～南西

2号畦 本体 4号畦 6.8m lm~1 8m 北東～南西

2号畦 継続部 4号畦 5m 1.5m~2m 北東～南西

3号畦 本体 1号畦 24.5m 1 2m~3m 北東～南西

3号畦 継続部 1号畦 2 5m 1 5m~1.8m 北東～南西

4号畦 継続部 3号畦 4m 2.2m~2.5m 南北

3.弥生～古墳時代住居跡凹み

V区2面 (FP下）では、弥生～古墳住居の凹みが

5箇所検出された。これは、 FP及び FA降下時には

すでに廃絶された住居の周堤帯と陥没した竪穴部で

ある。但し、 5軒中、 4軒の住居は調査区外にかかっ

ているため、全容が判明したのはYl号住居のみで

ある。この弥生～古墳住居は、別章で詳述する。

第 5章表12 V区2面弥生～古墳時代住居凹み計測表

住居番号 旧住居番号 長軸 短軸 高低差

Yl号住居 2号住居 10 5m 8.5m 70cm 

Y2号住居 1号住居 (lOm) (5m) 70cm 

Y3号住居 3号住居 不明瞭 不明瞭 10cm 

Y4号住居 4号住居 (5.3m) (2.3m) 30cm 

Y5号住居 5号住居 (7.8m) (1.6m) 50cm 

一部 1号道と平行して、南部に位置する。

一部 1号道と平行して、南部に位置する。

一部 1号道と平行して、南部に位置する。

一部 1号道と平行して、北部に位置する。

一部 1号道と平行して、北部に位置する。

一部

第5章写真14 Y 1号住居 2面 (FP下）検出状況［東→］

第5章写真15 Y 2号住居 2面(FP下）検出状況［南西→］ 第5章写真16 Y 3号住居 2面 (FP下）検出状況［東→］

第 5章写真17 Y 4号住居 2面 (FP下）検出状況［南→］ 第 5章写真18 Y 5号住居 2面 （FP下）検出状況［東→］
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第 5章 2面 (Hr-FP下面）の遺構と遺物

第 6節 2面(FP下）遺構まとめ
I区～v区の 2面 (FP下）の総調査面積は、

24,106.4面である。これら調査区からは、道 2条 ・

畦状遺構38条 ・立木跡24箇所 ・倒木痕 3箇所 ・弥生

時代住居跡の凹み 6箇所が検出された。これらの遺

構の時期は、榛名山が 6世紀中頃に噴火した際の降

下軽石下であるため、 6世紀中頃の生活面がそのま

まパックされていたことになる。

1. I区2面まとめ [3,461.3m']

I区1面からは、畦条遺構10条 ・立木跡 5箇所が

検出された。

2. II区2面まとめ[4, 751.3m汀

II区2面からは、畦状遺構 8条 ・立木跡 7箇所が

検出され。

第5章表13 2面遺構まとめ

区名 調査区面積 道 畦状遺構 立木痕

I区 3,461.3m' 10条 5箇所

II区 4,751 3m' 8条 7箇所

lII区 5,958.Zm' 1条 6条 5箇所

IV区 7,390.5m' 10条 7箇所

V区 2,545. lm' 1条 4条

総計 24,106 4m' 2条 38条 24箇所

164 

3. III区2面まとめ [5,958.2rri汀

III区2面からは、道 1条 ・畦条遺構 6条・立木跡

5箇所 ・倒木痕 3箇所が検出された。

4. IV区2面まとめ［7,390.5rri汀

IV区2面からは、畦状遺構10条 ・立木跡 7箇所 ・

弥生時代住居跡の凹み 1箇所が検出された。

5. V区2面まとめ [2,545.lm'] 

V区2面からは、道 1条・畦状遺構 4条 ・弥生時

代～古墳時代住居跡の凹み 5箇所が検出された。

倒木痕 弥生～古墳時代住居凹み 備 考

4号畦は、倒木痕の可能性大

3箇所

1箇所 1箇所

5箇所

4箇所 6箇所



第 6章 3面の調査 (FA上下面）

FA(Hr-FA)は、 6世紀初頭の榛名山の噴火による降下火山灰である。一説には、 6世紀初頭の FAと6世紀中

頃の FP(Hr-FP)とは、約30年間の時間差があるという。すると、 FAの上層にある黒色土は、 FA降下後から、

約30年間の堆積層で、その後 FPに再び覆われたということになる。

発掘調査時は、 FA上を 3面とし、 FA下を 4面としたが、本報告書では、これを一緒にして報告する。調査の方

法は、調査区に 4mグリッドを規則的に設定して、そのグリッド内のみを掘り下げ、遺構が検出された場合はその

グリッドの周りだけ広げて調査を行うという方法である。 1区及びII区では、遺構は認められなかった。 III区では、

FP降下時には根が残っていたか埋没していた立木痕が 2基検出された。また、 IV区では、道が 1条検出された。 V

区では、遺構は認められなかった。

なお、この 3面で検出された遺構外遺物についても本章に掲載した。遺構外遺物は、弥生土器の甕 ・壺、土師器

の小型甕 ・甕 ・器台が検出されている。

第 6章写真 1 白井北中道III遺跡II区3面調査風景［南→］



第6章 3面の調査 (FA上下面）
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第1節調査の概要 第2節 I区の検出状況 第3節 II区の検出状況

第 1節調査の概要
白井北中道III遺跡では、 FA(Hr-FA)層の上面を

3面として、また FA(Hr-FA)層の下面を 4面と

して調査を行った。本報告書では、この 3面及び4

面を 3面として扱う。

調査の方法は、基本的に 4mX4mグリッドを設

定し、遺構の有無及び FA(Hr-FA)の残存状況を

確認した。但し、 III区北東部・IV区北西部・ V区は、

全面で掘り下げている。これは、調査年度が 4箇年

にわたっていることにより、その時点での調査担当

者の考え方にもよるし、調査面積が狭い場合はグ

リッドを設定するよりも全面に掘り下げた方が効率

的であるという理由による。

I区及びII区では、遺構は検出されなかった。 III

区では立木痕 2基が、 IV区では道 1条が検出されて

いる。 V区は、弥生時代終末期～古墳時代初頭の住

居が検出されたために、全面で掘り下げている。な

お、 I区～V区にかけて、馬蹄痕が検出されている

が、図には反映されていない。

第 2節 I区の検出状況
I区では、 FA(Hr-FA)は、一部を除いて基本土

層IV層中にブロック状に点在しているのみで、面と

して確認することはできなかった。また、遺構も検

出されなかった。さらに、遺構外出土遺物も検出さ

れなかった。

第 3節 II区の検出状況
II区では、 FA(Hr-FA)は、 I区と同様に一部を

除いて基本土層IV層中にブロック状に点在している

のみで、面として確認することはできなかった。ま

た、遺構も検出されなかった。

遺構外出土遺物として、 Bm-66Gから土師器甕 1

点が検出されている。なお、本土師器は、土器集中

という遺構名称で取り上げられたが、出土状況は、

土師器片が直径約 2mの位置に点在しているという

ものである。検出状況からは、意図的に破壊したか

どうかは、確認できない。
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第 6章 3面の調査 (FA上下面）

第 6章写真 2 II区 Bm-66G遺物出土状況［南→］

0 1: 1000 20m 
| | | 

第 6章第 4図 II区遺構外出土遺物

位置図

゜
1 : 3 10cm 

第 6章第 5図 II区遺構外出土遺物

第6章表 1 II区遺構外出土土器観察表（PL.22) 

番号1出土位置
種別 計測値

残存状態 焼成
色 調

胎土 成・整形技法の特徴
器種 (cm) 色 番号

1 1Bm-66G 土師器 ロ・(15.8) ほぼ完形 酸化焔 橙 7 5YR6/6 砂粒 口縁端部平坦面ヨコナデの折り返し。外面口縁

土器集中 甕 高・33.8 部ハケ状工具による調整後ミガキ。胴部ミガキ。

底 • 8.4 底部周辺ヘラ調整後、ミガキ。内面口縁部ミガ

最大径・29.4 キ。胴部ヘラ調整、ナデ。
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第4節 III区の検出状況

第 4節 III区の検出状況
III区では、 FA(Hr-FA)は、 I区及びII区と同様

に一部を除いて基本土層IV層中にブロック状に点在

しているのみで、面として確認することはできな

かった。

遺構は、調査区の北東部で、 1号立木及び 2号立

木の 2箇所が検出された。また、遺構外出土遺物と

して、Cj-56Gから土師器の小型甕が 1点検出されて

いる。
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第6章第 7図 III区遺構外出土遺物位置図
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第6章第 8図 III区遺構外出土遺物

第6章表 2 Ill区遺構外出土土器観察表 （PL.27) 

番号I出土位置

1 I Cj-56G 

種別

器種

土師器

小型甕

計測値

(cm) 

ロ・12.8
残高・13.4
最大径・17.3

色調

ご：：I:：~しこ］：：：土
中位

成・整形技法の特徴

口縁部内外面ヨコナデ。胴部外面ハケ目状工具

による調整。内面胴部ヘラナデ、ナデ。
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第 6章 3面の調査 (FA上下面）

1.立木

立木痕は、調査区の北東部で、 1号立木及び2号

立木の 2基が検出されている。

(1) 1 (6)号立木

1号立木は、平面形状が楕円形を呈す。大きさは、

長径約1.05m ・短径約90cm・深さ約30cmである。根

の部分には、 FPが多く含まれているため、 FP降下

時には根の部分だけが残存していた可能性が高い。

(2) 2 (7)号立木

2号立木は、平面形状で楕円形を呈す。大き

さは、長径約1.15m ・短径約95cm・深さ約35cm

である。根の上には FAが覆っているため、FA

降下時にはすでに埋没していたと推定される。

L ~203. 20m 

III区3面 1(6)号立木 A-A' 

1.黒褐色土 FP(<f, 1 cm以下）を非常に多

く含む。しまりが悪い。

2.黒褐色土 FP(<f, 1 cm以下）、黄褐色パミ

ス(<f,3 mm以下）を少量含む。

※ FP降下時に根が残っていた。

A
-

1 (6)号立木

ヽ

AO A 

A
-

て

2 (7)号立木

l'ー
人
、
＿

△’ 

A
-
，
 

△-・ 

一三L ~203. 20m 

---6' 

0 1 :250 5 m 
| I I 

III区3面 2(7)号立木 A-A' 

B 3.黒褐色土 FAプロックを含む。

1.黒褐色土 FAプロック(,t,1 mm以下）を多く含む。

炭化物(,t,3 mm以下）、黄褐色パミス(,t,3 

mm以下）を少量含む。

2.黒褐色土 黄褐色パミス(,t,3 mm以下）を少量含む。

※ FP降下時に埋没していたと考えられる。

0 1: so 2m 

第6章第 9図 Ill区3面1号・ 2号立木

170 



第 5節 IV区の検出状況
IV区では、FA(Hr-FA)は、 1区～III区と同様に一

部を除いて基本土層IV層中にブロック状に点在して

いるのみで、面として確認することはできなかった。

1.道

調査区の中央部で東～西にかけて、道が 1条検出

された。このIV区3面 1号道の規模は、全長約60m・

幅約50cm~70cmである。興味深いことに、この道の

規模は、 III区及びV区の 2面 (FP下）で検出された

道と規模が同様であり、馬が歩くことによってでき

た道と似通っている。因化は、 IV区東側に限った。

遺構外出土遺物として、 1号遺物集中から弥生土

器の甕 l 点 •Ee-41G から弥生土器甕 1 点 •Ef-41G

から土師器器台 2点が出土している。
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第6章第10図 N区3面 1号道位置図
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第 5節 IV区の検出状況
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第 6章 3面の調査 (FA上下面）
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第 6章第12図 N区3面 1号道平面図
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F' N区3面 1号道 F-F' 

A3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。
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A 3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石

を含む。
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H' A3.FAプロックを含む。

A 3'. FAプロックを多く含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐

色軽石を含む。
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A 3. FAプロックを含む。

A3'. FAプロックを多く含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。
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A3. FAプロックを含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI.黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。
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A 3. FAプロックを含む。 A 3'. FAプロックを多く含む。

C 2.黒褐色土を含む。

VI. 黒色～黒褐色土 白色軽石、黄褐色軽石を含む。
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第 6章第13図 w区3面 1号道断面図
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